
小,中学卒の職棺を見ると,労務職 ,ブルーカラーにその比率が大部分表われて くるJ地維

会社の女工月,動力ミシン会社の ミシン工 ,鉄工所の工月として労務職に従申してVlる｡

旧中.新商卒の人の職種からみると.やはり申渡職が多く,ホワイ トカラーとしての中間階

級を保持している｡高専卒を見ると,他の職をひき雌して等Fで暇 .中でも教職についている

人がすこぶる多い｡大学卒の人の職稀は専門織 ,申務職が相当数に昇ってVしろ｡

(3)勤務所在地にかける

(第20蓑)

転義短旦選一 管 理職 ■専 問職 技 術職 3中 林 職 l労務 職 計

岡 山 市 8% 3% 17% 37% 354 1005

足 守 町 6 26 6 . 24 38 10()

総 社 市 7 l11 1 6 ll 65 100

岡山市に勤務している人の職種を見れば.印解職 .労務職が他の職種に比し,高率を示し

ている｡ホワイトカラ-とプル-カラーとが半々で,その比率比合わせて 70宙を上回って

いる｡足守町に勤務している人は労務職 .専門職,中筋職に大権熊中 してい るo総社市へ勤

務している人は労務暇去け こぶる多いというのは.1つの大会社即ち7,ソドリー会社へ集

中しているからであろうOファンドリー会社紘足守の軌防者を今後ます増す政収し足守に通

勤者を増加せしめるであろう.その他の地域には 1つの職に集中す るのではなく,いろいろ

な職に分散しているO

(4)企束形性別
(第 21表)

速読-華美 管理味 尋 問職 技 術職 中 筋職 労 務職 計 l

公 務 13 年 285 _i 56% 3% loo卓

準 公 務 14 14 9 . 33 30 .1:00

大 企 弟 - 5 5 61 29 loo

中 企 菜 - - f 8 12 80 10■0

小 企 韮 t 4 I一 2 i 21 l 20 53 ! 100 l

公務に属している通勤者は申教職の割合が大きく,つづvlて専門職であろう｡準公筋に属

する人も同様中巻職,労務俄の比率が大きvh 中企兼に属している人は労政職が一番多く,

管理職,専問職には全然従印 してVlない｡小企業従坤者は労務職,技術職.相姦膝 担匂して
就いている0

5.通勤者の家の職光

(1)学歴から

-ILこ.JA-



(第22去)

Ti電 撃 警 棒 共 商 糞 率 公司 会社員 サービス糞 J触 職 その他 I 計

小中学抜卒 djo43 %9 5% 2甲 42 25 14巧 100%

/l､.中学扱卒の通勤者の家の職業を見ると.溢罪が目立って多V'oその他紬確の家の通勤

者もかなりいるC旧中,新高卒,高専卒の人の家の耽美は公務 ,準公払う;一再で,ある租空

家の職光にょ少通勤者の学歴もきまってくる｡大学卒の人の家の職某は触磯,彪藁が大部分

である｡

(2)職 種 別

(第23表)

職欝 撃警座 業 商 業 公務準公務I会社月 サービス突如 職 ｣その他 I 計
管 理 職 54% 9Lb 9a,)0 _i ,,I 28% _演 10CP

技 術 職一 52 - I10i - 38 i 100

串 番 職 47 I8 I13 ! 4l2 19 1 7 100

｣労 務 職 46 i 2 ~~~†l l : 4 6 ; 20 21 i 100 .

管理職につvlてVlる人の貫の職光は出鼻 .ついて細砕が多く.専問職についている人の家

の職弟は戯某を韮頭に公軌 準公務に.また注目すべきこと紘他職が多いとvlうことだO技

術職 ,学務職,労務職の通勤者の家の職業についても同様,感 ,触暇が多い｡即ち紙業匙
家という形での通勤者と無 位 が多 vlとLrlうことは縦 枠 在通勤者 が多いことを表わすこ

とであって ,その家の磁箕が勤め一本で生計をたてている家も相当数あるB u来光Ltra家から

脱脱糞イh -とvlう形が足守ではますます普海化していくのではなかろうか｡

(3) 職場での地位よb

旧足守町通勤者の職場での地位を見ると叫堺月と労番月いわゆるホワイ トカラーとブルー

カラーにわけら九,ブルーカラーの方がホワイ トカラーを上回る｡家の職光から見た職場で

の地位を考轟してみると,良案をしている家では通軌者は噂者月,労務月が多いO商並を富

んでvlる通勤者の家は非常に少く問題にならない｡家の職業が公務 ,準公務である通勤者/ji

比較的多V'｡ Vその他 一という項目の中で教批 ついIrVlる人が少数vlる｡触職の家がはを

比だ多く,純粋な通雛者が相当数いることがわかるb

-1i!L:



(第 24表)

晦 -.審 望竺 戯 其 鵡 豊 公坊榔 会社貞 サービス 泉無職妄言十言∵
菜 主 2人j】 1 - - - i ↑ {

重 役 - - - 1 - 2 3

l 部 長 - - 1' - - - l . 1

蹄 長 3 - - - - 2 一 5

係 長 3 - - 1 - 3 22 7

玉 串 2 - 1 - - 2 l 5

辞 林 貞 24 4 a 1 1 7 I 45

･販 売 員 7 - - - - - 7

労 番 月 39 1 3 4 6 19_ 72

そ の 他 8 2 6 - - 6 .'~i, 22

6. 通勤者の勤務先所属団体加入状況

(】) 男 女 教

(稀 25豪)

独和甑 里､PJ_Jh 顔 女

労 働 組 合 団 体 14 % 4 %

レク L/- ジ ョ ン団 総 2 -
運 動 団 体 2 -

不 加 入 者 82 96 i

男性の場合,労働組合Bi体に加入している人の数枚加入していない人数の%であるO加入

省の小,労働組合団体関係が多 く.L,クL,-シ｡ン団体 ,運動印紙にはとく少数の人しか加入

していをい｡女性の墳合性わずか 4啓しか団体に所拭 していない｡それも教職vc-ついている

人以外にはサークルには掬してをレヽ これは勤新党に中小企姓が多く.組合や職場軌休の粗

放が一般にiL生んでいない ことによると思われる｡ L,クレーシ,ンもサークルで浸く個人の段

階に止まってVlるのであるO

(2) 年 令 別

労働組合既性に馬している年令屑を見ると.中年が多く,レクレーション,迅軌団体に性

若い屑である｡労他組合軌 ､といっても,Fin(につ くと辞厩的に自分からとびこむので75:くに

一一127-



(第26裳 )

観 -.5.jT1 16才～30才;i才一503 .151才.～nu 計
労 働 組 合 間 Jr-61 6人 13人 2 21
't,ク レーシ ,ソ田町 2 lt li 2

｢;:運 動 団 体 3 - 1 4

F ㌃ 7 -盲 98 56 ll 165

計 109 69 li l I192

朗の人の影野また会社での労組の占める位超にエb加入した場合が多いのではないだろうか(⊃
㈱ 勤務所在地別

(邦27表)

京 ト ーー華 竺′禦.･
労 働 組 合 団 縫
レク レー シ ョン巳1体

超 勤 団体
閲 山 TF 足 守 町 貞 総 社 市I ■その他地域

加 入 者

I･ ; 計

8586
100 100100!100

労働組合団体に加入してVlる通勤者j:,矧⊥rTF,足守町 ,総社市その他の地域にも何舶 l

は見られる｡レクL,-ション且仏に塩入 してvlるのは聞LU市への通勤者だけであるD準班

体加入者はほん,DわずかでLrlあるが閲U一冊 ,足守町 ,総社市に見られもO

(4) 企 糞 別 .

r

(第28表)

ここ｢

･+.･.･･.--

II

【

公署,大企共に践してV'る通勤者にはさすがに労触 合托体に加入してvlる人がかなりあ

る｡ この表では公臥 拳公掛 こ施してvlる通勤者は L,クt,-シヲ-/B]休には少 しも加入して

ない.大,中.小企矧 こ従印している通勤者比コ舶m終に/少しも加入LでJ,ないようであるO

-'!29-



(5) 職 種 別

(第29衰)

所軸 佐 職 種 管 理 戦 専 閑 職 技 術 可 印 帯 職 労 務 職

労 働 組 合 団 体 2人 _6人 5パ 3人 3人

レク レー シ ソB]体 - - - -2 Il l

連 動 団 休 l 2 - 2 1

不 加 入 者 9 18 16 1 46 76

職種別に上b勤務先所掬Efl体の加入状況を見てVlこうQ専門職,技術職に従功する通勤者

は他の職種に比し,かなb労働組合団体に加入している.｢また年番概につviてVlる人は大体

各サークルとも少人数ではあるが平均して加入しているo労務職ではサークル加入者はきわ

めて少い｡足守の通勤者の勤務先新馬団体への関心も低いがそれにも増して.企菜内線合団

体の結成がナナんでV'なV'ことが考えられる｡

7.旧足守町通勤者の住民としての関心

足守の住民としてのほこbを感じるという藩兄を持つのは ,中年層 .小中学 .旧中新高,高

専卒の通勤者,公務町公折に従申し,しかも串間職,i,クレーション団体加入者,家の職集が
●

戯為である通勤者であった｡一方 .住民としてのほこ97=C感じをvl,細阻むであるとい うのは
若い年令層 ,大学卒 ,大中企業細 し労帯板につvlてレ,ろ過勅書.労働団体.選曲畑体加入

者,家の職菜が商英,触職の人が多い｡足守の行革には ,男女 ,年令,学歴,職稀をとわず ,

皆一様に 軸̀心あb'の答が圧倒的に多いQ若い周や学歴ある通勤者にしてみれば住民として

のほこかはをV,那,その土地の行削 ,'Lは一応関心と興味をもたぎる奇特なvlとvlうので もあろ

うか｡

現在 ,旧足守町の通勤者の)ち.光束農家がその2/3を占め ,一方では純通勤者が存在して

vlるo将来ますます弛射 ヒも進むことだろうが脱曲して純通勤者となるものも多かうう｡ この

方向は今後の足守を特色づけるものとなるであろう｡さらに交通手段の変過によって,通勤圏

の拡大と共に必然的にかこってくる海将の範囲の変化を第 3節から考察してV'こう｡以上弟 1

2節にわたって,足守把 かvlて交通手段がいかに変わってきたか ,こ才鮮足守町及扶足守住民に

与えた影響はど)であったかを主Kr18さとbとアンケートによってしらべたo

聞き取bに協力された杜氏,藤原氏,長門氏.林氏.紙 氏,更に7ソケー11配布.回収に

手数をわずらわした三田氏始め背年剛の方々に厚く感謝の忘を表しi+.

参考貿料;r現鞠 査簿｣ ｢足守駅劫僻見J
｢社会珊杢 - ソ ドブック｣

l

･- 1二r'JH
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市 森 昌 子

第 5節 足守地域 の通商国

l
士 え が き

はるか 菅 ' 陣屋町としての足守比 ,苅 1節でみて重たように古くから岡山一陣山を結ぶ街道

が通過し,附滋一帯の政沿 ･経済の中心地として繁栄封まこってきた｡今 日にかいても.交ifriの

(紛 浸し,ことでは変わる所がないが,現在も札 附滋の村々の経済的中心としての役割を果してい

るだろ うか. この点を中心に次に大井･足守の滋野を努穿してみエう｡

1. 買いものtF行(71/チ-I.の分析 )

(】) 商店街周｢辺地区の鵬売圏

ll

足守町の入口に位lLq_し足守の商店街へ,l'スて10分比の上土田での桝買圏をみよう｡第 3

0表を一見 して気のつくこと比購入先が足守と周山に殆んど限定されていること及び大井が

全く利用されていないことである.同じ商店散開辺地区とはいえ福谷の場合はどうだろうかO

足守町北部にあb/l'スで大井から30分.史にLuを登る こと40- 50分の山頂に位躍する

闇倉の場合比第 31表をみてもわかる迩b購入先がはらはらでしかも足守 .大井の利用度は

低いことが目にLつく｡ もっとJn'=しく考察してみ⊥ b o

上土田の敏合

日用品は足守へ依存し,選択品は問山へ依存 してvlることは地理的条件が大き.(彰草して

いると考えうるOつまb足守駅をま近にひかえている為に汽車にしろ′ミスにしろ交通の健は

非常によvl.手近なものに足守へ ,金額の大きL̂もの比岡山へとvlうわけだろうか｡だが日

用品たけをみるとなかなか落着かず 1ヶ所には決っていなho魚に行商はつきもe)らしく岡

山市内に於ても魚の行商は多いが,ここでもかをDの力をもってVlる｡もう一つ日につくの

が医非晶である｡彩しい典の氾鑑とそのPRの時代にあって旺盛早選択品の部に入るべきも

のとなbそうである｡

この地区の日.用品瓶入先の選択理由Ij:A:みると r近い｣とvlう条件を除いて結成b立た夜vl

のであるが ,医薬品の場合には ｢信用がある｣ということが大きくとb上げられてV>るO

｢立至い｣という単なる地理的条件で艶定されるのでなく,商品の性箆上から販売店の性格呼
規定されてきているといえよう, これはそのまま迦訳品について岡山市で隅入する理由の第

1は ｢柾抱が多い｣のて自分に合う好みのものが伶られるという噛品そのものの牽引力が大

きく'働vlているのであるoここから問Luが選択品の購入を独占してVlるのは当飴だと貰え よ

うOただfE雛に限って足守が強く力を持ってLへるのは何故だろうか｡全戸が鹿家であbjA炎

宙批 JEi協で扱っていることが右折甲しているとも考えられるが ,この7ソケー1.だけでは縫

かなことは胃えたい｡

--1;i('-



(初 30裳 ) 上土 田 の哨 買圏 (配布数 28 回収数 16)

去撒 き行商人 腿 協 大井 J足 守 馬 ~松 1総社岡山!kの他享 ー■ー■一一Il計
㌍ 5(32.づ 10(67.0)i - l 15人(1(川.0)I
a揮 王鞄咲料 1(G.7) 14(93.3) - - - ･157(100.0)
歯磨 ll 1 12 1 - - 14

ロi 功 (7.1) (85.8)I (7.1) (100.0)

E)n! 覧! 品 3(20.0)i 9(60.め - - I 3(20一0) 15(100.め

｢子ギー鰭】スil厨1(6.3) 2(12.5) 1( 6.3); 1(6.3)≡ 10.(62.5)1(6.3)(11060:O]

l J _ Il 2(18..2) t I-! 9(81.8) lll 首(lU叫

- - 3 l(2.r).0) 9I (7-5.0) lH (llol'0.0)l

1( 9.1) - - 10(90.9)ill(100.0)
1 7 - 1 5I t14J細見(7.1) (50,0) ('/I.I)(35B) I(100.0)I

サIL一ス 映価tー- 5(35.8) ｣ 1I (7,1)1 8(57.1)l l 14i ( l oo.0)

i蓋 7 6 -l 3 !I 召 16(.13.8) (37.5) 皇 (18.7) ( 100｣))港 - 10 1 - 3 I 14!髪 (71,4) ( 7.1) (2 1.5 )I (1.00.0)

坐垂｢冠-A一8 4 - l ■ 4 Ii 16

o( )外の数値は ,研貿人数を示･九

0( )内の数値は研買串を示すO

-131-



l

(号(王31表) 花谷(1紛 ),I)職印晦 (和布懲 26 回収数 26)

l一､,_.ーJfI.T̂･‖】.(--､糞イ1 f行商人 tlz{ ttrT, 大 井 +.- .I市 を l∫ま塩 祉 間 LU そ の他(桶谷 ) 汁

日 負類 14(7&6) ▲(5.3) 1( 6.3) 1 - l 3(15.8.)書 目 人iい 100-0)

網蘇 6 8 1 I ∴ 1 5 !1 21

捕-慧磨l扮rコ 一._.[:'l阪a (28.6)(38.0) ( 4.8) (4.i() (23_8) (100.0)

2(10.5 12(63.2) - - 】ー ∃ 5(26.3)iIi(1109.LO)

3 1 3 - 12 - 19
rコ口ロ (15.8) ( 5.3) (15.8 (63.1)～(100.0 )

頂 訂適厭 7(31.9) 1 3 3 8 lJ 22

( L-1,5) (13.6) (13.6) (36.4)ー(lou.0)1

1 1 1 - 6 2 ll

釈 /ヽ著ー(9.1) (.9,1) (9.1) (54.5)(18.2) (100.0)
タこ/ス - I- - 3(27.3)｢1-(72.7)! - ュl f(loo.0)

∩ノ特ガネtiL† - - - ll(84一_6) 2F (15-4) 13(100.0)

r7コ讃文盲チ 1 2 1 - 1 10 15

藤具 ( 6.7) (13_3) (6.7) (6.7) (66.6) (lop.0)

Jrt 緬 - - 3(17.6) 1(5.9) 3 10(17.6) (58.9) 17;-(loo.0)
美容 2 4 1 ! 8 15

ど 院 (13.3) (2E一.7) ( 6.7) (5乱3)妄(loo.0)

ス 三馳 1 4 - 10 15
襲 .(6.7) (2F:..7) (66.6) (100.0)

地顔菜勘 I- ~■~ー~ 23L(100.0)



サービス利用を外部に求めてvlく憤向にあることほ否めない申実である○ これ性 .この地

区- も近代的生活の侵入してきている一つのあらわれであろう｡

間食の場合

山の上にあるという特殊な条件を念頭におVlて考察しなければならをVIoLl掩下れば渡に･

一応各種の店が揃っているが往復2時間もかかる為に行商人の役割はかなb韮要であると聞

いたが.アンケートの結果は予憩した程でもなかったoしかし行商人達はID美山の上をめざ

- して 週 1回自動iEで ,あるV･結 3日日毎に村に背に付物7:E担いで緩々と登っていく03-
4年泊迄は人数も少く藤品も薬 ･英子･衣料等であった｡披ら仕商品を大豆･米･茨と交換

して,それらの物資を町へ榔 打-運んではそこで腐った｡現在は現金払約5割で後はまだ物

々交換との-gである｡例えば米を衣料･魚と,茨 を,<ソ･ウドl/等 と凝り換えるようである｡

又持って来る品物 も多 くな9.安い衣料 ･副食物 ･典子頬等殆んどあらゆるものが山の上で

手に入るという｡ (-輸入談)あらゆるものとは雷うも乞XD日用品･食料品が王で,これら

は遠 くは岡山から自動直で,近くは足守,大井から巡んでくるo

この他夏で特妊されるべきことは行商人の利用と共rLJ:3協e)利用が大きvlことであろう｡

アンケー トでは.はみがき粉の場合に大きく出てV'るが農協でのききとbによると彪粂用品

は別としても食料品･■維持の順によく出るそうであるQ

選択品についてみると,いわゆる高価在もa)を岡山で,そうでない物は地元でという憤向

にあるO買vlにLbる時の時間的な関係が大きく彫辱してvlるのかもしれない｡同じ出るなら

大井 ･足守を飛び越して間LLl迄と ｢安vlJ｢なじみの店｣での理由づけで恥入されてVlる.

岡山に出ても｢をじみ｣を求めること等は,やはb息民的性格のあらわれとも首うべきだろ

う｡サービス利用が揃って地元の2次簡 (購買率 50- 70歩)に入ってvlて足守がわずか

に利用されているがどうしたことだろうカも地元利用の理由は ｢サ- ビスがエVl｣か らとな

っているが.それは顔見知bの為多少とも値引するとれ 時には倍Dも可能と育うわけだう

､ うか｡

この様にみてくると周辺地区とはいえ上土田と闇分とはかなbの違いがある｡この辺で類

似点をあげてみよう｡

行商人の役割がかわっていないこと｡これほ どちらも地理的条件 に負う所が大きtJl｡選択

品吐岡山迄出掛けて肪入することはつまり時間と交通兜は鬼んど問題にされていなvlことが

示されてvl.るOもう1つタンスに限って総社がか毛b力を持っていることは抹殺できぬ切実

となっていることである｡

(2)網店横地夏の弼顎田

購買額をみる前に大井･l和己守の商店構成を第 1図(大井)及び昂 2図 (旧足守 )に示す.

商店街を含んでVlるとvlう条件を共に持っている両地区であるが各々の牌買切はどうであ

ろうか｡ 3ニ讃及び 33歳号一見すれば弼地区とも地元と岡LLEに2大別して日TR晶仕地元で
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(第32表) 大井の購買圏 (配布数 93 回収数63)

品勲 行商人 J巳B 協 大 井 足 守 高松 L縫杜 岡 山 その他 汁

日局Jj 魚 一16 40 1 日 ∵ - 57人

軸 (28.1) (70.1) (1.8) (100.0)

調咲 53 8 1 - 62
料 (85.3) (12.9) (1.6) (100.0)

壬とT磨 2 46 1̀( 5.1) 7 1 59粉 I (3.4) (78.0) (ll.9) (1.3) (100.0)

口口i 医* 5 _1 41 1 1 1 5 ▲(1.8) 56(100.0)【コPrー (_a_9) (1.8) (73ー2) ( 1.8) (1.3) (1.8) ( 8.9)

選釈⊂】PP 下ヤ者ツ 3 - 23 1 2 31 2 62

シ等 ( 4.8) (37.2),(L 6) (3_2) (50ー0) (3_2) (100.0)

着 1､ .(16.3): (74.4) (9.3) (100.0)

タン' - - 3 l 1 27 1 32
ス ( 9 .4) ( 3.1) (84.4) (3.1) (100.0)

メ時カ' - - 5 3 2 34 3 47

ネ計 (10.7) ( 6.4) (4.3) (72.3) (6.3) (100.0)

古女房 - Ill 5 1 10 1 58

必見 (70.7) ( 8.6) (1.7) (_17.3) (1_7) (100.0)

サI 映 - 7 30 ~二 一【 14 - 51

__.__壁 (13.7) (58.8〕 (27.5) (100.0)

美I3三号 33 18 ～ 】 - 51

どス 谷一層 (8-4.7) (35.3) _-_～ .-...■辛 (100.0)

堤 - 50 4 2 - 56

坐 廟 3 19 ll 1 i 一 - 34

--1 :3 (,'--
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(第33衷 ) 旧 足 守の月措買田 (配布数109 回収数91)

＼.TSIl=電撃】行商人 腿 協 大井 足 守 高松 総 社 岡 山 その他 I汁

歯 3 1 61 1 16 82

lコF)ロ 磨粉 (3.7) (⊥2) く74,4) (1.2) (19.5) (100.0)

⊂Iロー1 (5.2) (15.3) (2.6) (16.9) (100.0)

選1択】I口｡lコ下ヤ若ツ 57 1 29 87

古等 (65,5) (1.2) (33.3) (100.0)

ス ( 2.4) (14,7) (82.9) . (100.0)

メ時蓑 r 1( 1.9) - 50(94.3) 2(3.8〕 53(100.0)

岱辛扮 51 1 23 75

範具 (68_0) (⊥3) (30.7) (100.0)

サIどス 吹画糞%壁__ 67(85,9) - ll(14.1) 78(10.0.0)

72(94.7) - 4( 6.3) 76(100.0)

理姿 I 62(82.7) - 13(17.3) 75. (100.0)

坐 E3範 q=1 19 20 - 2 41
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選択品打にj山でと言えそうであるO もっと評 しくみエう｡ . ､

大井の桜台

地元と同山が大部分であるが旧rL守 もかなb力を持っているcE7用品が地元でT了われるの

け ｢迩vl｣ということJ､らも当然でJjるが ,uみがき粉･匡AJ_3品が岡山でもLLriわれるのi,1通

勤者の!泊孫もあるIJjだろう.

;琶帆･Pnについてみると｢般に岡山で買われているがやけb乃鰍i地元と在ってし､ろ｡ これ

は何故か｡年令を調べてみると杏籍を一番よく拡入するのは 10feの人で約 4割 も占めてVl

'るO商店街を持っているとvlう条件にも拘らず濯択晶が岡山で買われるのは何故1'･ろ うかo

これは至極愉単である｡そもそも選択品とレ､うものはその名の通b色々迦んで買うものであ

る｡その為にはある程蛇のnrJu数を捕えてvlることが第 1条件とをるOそれに加えて同一積和

の店を数斬比較できることも望7tしい｡アt/ケ-トにも周山で肪入する理由は ｢藤野が多vl

から｣がalJl位を占めていることからもうをすけ㌔ というわけで大井には選択品店が全部

で放射しかなく要求を満たしてはくれないわけであろうo

サービスについて特に映画をとb上げると映鞄伝が足守にあるl･5g係から如 32表の様を結

果が出たのであろうが.足守の映LTu飴は 1館のみで土比と臼旺しか開かないので岡山､の過

軌老･若い人は岡山で見るとのことであ.㌔ (通勤者改 )

足守の掛合

柘訟･大井が殆んど利用されていなvlで地元と岡山に限られてしつると胃えるO南部の｣二｣二

田と同じ快向にあi),El用品は地元,適訳品性網U｣である｡

日用品の中で鵡味料の100多地元依存gl異諺を放ってい るCそう言えば調頻辞lはどこの

地区でも地元依存率が1番高いものである0日用品t･･9典型的をものとvlえよう.はみがき粉

と医薬品は大井と悶じく地元から桐山へ出ていく較向にあるC

大井に比べれば選択品店 もか′FLbあるの妃シナツ･t妊娠以外の利用は頻る恋い｡やはり品

物の性_'臼上都市の方がよb魅力を持ってレ､るDI'iうう｡

サービス利用が地元の苅 1次固内に固まってvlるのは足守たけの現奴であるが,商店数の

多いことが有力を条件となってVlるらしく方々にある為に ｢如vl｣から利用するとvlうのが

殆んどであるo

RLi店御地区に放ても周辺と同じく迦択嵐は岡山迄出て行っているO これ牲的にも述べてVl

る通り雨J'L=数の少さが大きく接解 してvlると考えられるO次に壬斉発は足守町全体について宮

えろことだが肺入省が 10代広､人に多い為か地元利用率が電vlのが特色となっているO これ

とrajじく魚C)行商についても足守町全般か仏向でTiあるが,さすがK:街ではその利用率も低

くなってvlる｡

2.鵬環'Gの動向(地元の売b寺領肋▲らみたもの)

(1) 薬局から

大井･足守両秦局とも磁客が大正樹と比べてぐんと減b,しかも8年前に福谷に薬局がで

-I.38-



きてからは一段と減少したo大正矧蓬の将官の給田は北はミf川の方蓬拡がっていたのが現

在は日並･岩田蓬で止まり前捻阿曾迄である｡季節的には冬と眉托多くて5- G月及び

11月の殿貸欄には閑散であり額在でもなお掛売がある｡大正期には蒐上げの5割軽もあっ

たそうであるが ,今で妊大体2割虻である｡購買欲 ついて年令的KQj:茎がないが若い人

比率品名を特定してくる屯倉が多く.予防剤.トランキライザー等が割によく盛れるO斬

客の9割他は碑名を禰落してくるOその人速は医者に行 くと長崎tflを要するので手早く部

局で薬をrBうのだそうである｡抱合ビタミン刑･抗生物質･肝磯 等のいわゆる高価を非

晶比盗済的に余裕のある人 ,あるいは知政人が用いるとvlう慣向がある｡結核については

非梢に蛸われる為に,もし発病しても極秘L'･:して陳鯉所 ｡雌 所-行くので染抜殆んど出
をいようであるOこのあたbから足守に放る病気への払泊樫鹿がうかがわれようO (岸本

氏･勅蚊氏エDききとb)

(2)衣料品店から

典の助合と同じく戦後になってどっと解 が減少している｡戦前由抱囲比現足守町全体

署JH.東は周蛙上･馬屋下 (卸搾郡内)･阿骨と拡がっていたが敬俵になってからは ,覗

足守町と阿骨たけにな,,てしまぅている.原因は勿論色々あるが各地に店ができたこと性

その有力夜ものであろう｡季節的にみるとやはb戯無期には少vl那,12- 1月･4月及

び9-10月の秋集の頃が繁昌する｡掛の方もなかなか利用率が高くて 6割位は掛であり

絶入 b安佐も現在､.Lr托して贋某になっているとはをうものの ,rgYい上げ顧 5-10万円分

全部が#･rとなbB]収に;7-5年もかかるとしへうO嫁入b受喋の塩合全部の人が桝というの

ではなV.が地元での貿物にかハては現金払いは稀で,現金を持ってvlる人虹岡山へ買いに

出て行くそ うである｡噸客の性別をみると大仏カ3に対し女 7の割で,しか も私 人は少

く中年,D人が多vlとV,うのも1つa)粒色であろうO ここに人々の大井･足守の商店利用状

況が簸致されているともみることができよう｡ (林氏･光畑氏よ9ききとり)

(3) 東等院から

まず顧客範朗だが.磯後一般の利用度が拓くなった為に今のところでは範囲に目立った

変化はみられなt̂が ,人数の点ては 10年位前と比べればぐんと減ったし,年令が古くを

b 3°才以上の家庭の主婦が大部分であるO したがってそこでの話屈 もvlわゆる井戸確会

規の観良で世(1a話が多 く .ついで子朕の進学･就職のゆが話題にのはるが政治の語は殆ん

どなvl｡

季節的にみると衣料品の場合と同じく 12- 1月･4月 ･10月及び8月が忙しvl｡つ

まり1年の重な行革と共に移り変わるわけで.忙しい噂には 1日平均20人位,唄な時に

は平均2人比の時が多い｡ (奨写院でのききとり)

結局矧吉例からみると20代の岩vl人は殆ん と地元を利用し,-ALÎで岡LLLへ出て行巷,敬

に残った中年の王府が大いに利用している現状であるc

J -139-



(要約) 大井.P=守を中心とする瓜 了ロ

これ蓬みてきた坤から大鉢次のように要約するととができエう｡

･大井は地元Dサーt:'スに役立ってはいるが他の地区違手が拡がらなV,鵬 にある o

･旧足守はうだかをb_足守町全虹のサービスに役立っている｡

･'5-松は殆んど撫祝され,足守町民の畑田地となってt̂ない.

1総社はタンスに限b利用はされても.全般的には足守町地域を第3次圏内にも入れることが

できないO

･間LU比堰甘塩 にれって完全VL足守町を 1次n内把入れてしまってい ろO

(註) 岡山腐乱と足守町との拙婦について,次VTL束公左の ｢F即 J市の両町偶数J(石田'iE.

t 古屋野正伍共著 )よb引用するo

｢･･.･1;I,]uJ也北部にかける街kiの伸張は著 しい｡たとえば第 2次封であった井金町 .高松

叫は雄1次凶になってか9.'Bi3次Eijであった凪足守町,さらに大井町の一部造娼2次田

(̂UrってvlるCこのような両田41,,'ス交虎との凶伐において次の如く招められる｡

1. 都市から10Km./(スで20分以内は口出品の70蕗以上を周山市に依存する弟 1次

団である｡

2.都心から15払,/(スで30分以内は現地品の 50 啓を糊LL柿 に求める第 2次圏であ

る｡

3. 1鞄山の都心から36Eat.ノくスで2時は似 内は岡山鵡hilの邦 3次姐となっている｡ (塞

考証--- これは34年8月小学汝6年生の父兄を対鹿に仇Tlは 入式によるff間範法で

i･3査したものである)｣

さらに筒LU鵡顎と足守町との此旅を明示すると.足守UJ'は,昭和 33年には岡山鹿田

のmr3次以内にあD,昭tTI34年には弟 2吹田に,そしてu絹 J35年に至って笛1次圏

に入っているo

(附) 足守鵡店連盟につt/1て

何故足守闇店迎盟が生れたかにつvlては ,今Elの rih'店執成正造D縫う弛 みよう.第 3酔)如く

i 明治時代から現在迄続いている店比3店しか夜V.I,

明治の毛粕 は斬j)巨に噛業を営んでいた｡三八五十の大ihとvlう定期市が鋸月大きく開かれ道路

の開成にはすら少と出店が並び,山から.地元から午努 ･野菜 ･竹紐工が嫉められ先環が行われ,

山からきた者は出店でJj用品を買った｡ この日は速方から人が払り出し的連拡薪飾って歩く中も

まま在らぬ布野こぎわったが.それも明治末迄でその郎 と共に項臥 ロ･商店数ともに救少して
きち 現在では 12月25日の市が鑓耕市の唯一の名残わとなっている｡この現状から｢足守め

客をにがさぬこと｣のlIP貯 憎 の必要性が恐訟され伯和35年 8月1日足守鼓映刺塊に放て,足

守商工会が発足 したわけである｡町単位の小規模なものとしては全国でJ'i･初に出来たものとして.
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1. 1

1 L

当申者達は自損しているo

足守商工会の目的は ｢地区内にかける商工漁か総合的な政審売建を図り,もって国民跡 の鯉

全な発展に寄与すること｣である.会月の男椅妊 ｢地区内に於て引き続き6ケ月以上野菜所 ･申

番所 ･工場または中葉壕を有する商工共老｣であるO発展の為か対策としては色々あるが大きな

もの比次のものである｡ ヽ

① 工業誘致

⑳ 概光呼集っ栽光発振の鵬発に上る観光誘致及び町民レクレーシ,ソ｡

③ 来者の教養の為に大都市よb講師を招いて誘胎 ･座政会を持つQあるいは指導月に上る

寄客倭度 ･店舗改築 ･糧宮診Wlの指尋を)ける等である｡だが決して営利を目的とするもの

でない甲及び政治活動をするものでなvl印が定められてV,るo

現在商工某を富んでいるもの SOo戸中約 350戸が加入してVlて,各々足守 ･大井 ･福谷の

支部のいずれかに尽してVlるわけであるoこの中特叱店舗を捲ってVlる もの約 150戸が集7Eっ

て商店連盟を梅成 し地元-のサービス密計少共に向上を目指 して日夜努力してい る｡具体的には

年間に何回か映画会を1uしたD.IE-1vl物の配達 ,店鉦の改進 ,チラシ･自動車による宣伝,包装

紙の利用等足守の客の確保に懸命になってvlる現状である｡ しかし効果の軽は疑わしく現状fJ関

の為には もっと基本的 を出発点を見きわめて,そこから再出発する必要があるので比をvlだろう

か｡ (附･第34表 )

(附 )第 34表 足守町商店数 (曲工兵参加中限 昭和 35年 )

.1

.-
4ー
r

_

.LA
_

信 二音 一項 ㌦ 甲 日用品/占 適 訳 品店 製 造 計サ ー ヒス

旧 足 守 13 31 18 19 81

･大 井 8 29 10 10 ST

桶 谷 6 21 ll 6 4i

EI 0 2 ■2 21 25

高 田 1 8 0 2 i ll
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以上足守地域o通商叫の実態を牌胃者触 ､らのアンケートと.売b手側でのききとbから考察
したO

実態謝重に削 色々協力された林蕃五郎氏･央吹滞虐氏,光畑唯男氏はじめ足守町の方々 .そ

して中田智子先生に厚く感謝の潜を表 しtす｡

(参考文献 )

｢/)､売宿舞∂研究J

｢農村地域の肪耳習trとその小売商帯の実鵜｣

｢岡山市南勢席の地理的考凍｣

｢岡山市中央商店街診斬報告乱



第 Ⅴ章 農 業 の生 産 構 造

約 1締 %T'生地主刑の虚聞過食

lF,rJ 田 正 規

1. 村 の 既 況 一土地所有構成から一

足守町は.旧五ケ町村の合併によって行政的に区癌きれた地域である｡ここで私達に課され

たテーマは轍前の土地所有舶係召I:中心とした間題であるから.若干の統計を用いて付の冶実況を

のべてかくことは行論のI娼係上必要と思われる.

オ l表 払) 民有地目別面耕(昭和 A年 .単位町 )

■[盲 盲 ㌃ 1 田畑 紳 地 計 山 林 i原 野

!663..日 204.536.9241.4 42ー1.9 0.9

l 999.3 l161.613.'1.6 195.2 707.7 6_1

779.617L)I.1 51.I 230.5 5▲1,L0 1.6

l 48.I).2125.21 65.3190.5288.5 9.9

(別 水田¥と排他峯と山林峯(脚和 8年 ,%)

l l

(C)米の反当収盈 ('p利和 7年単は ･石 .,Oi)

反当収鎗
桁 数!108=0_担Lj里⊥一旦IiB
資料) いずれも『湖山増腐計年数J'.･rL上;)i紬 .作.表

2.461J2.410
I-一一‥~｢--I---
loll.1 100.0



｢オ 1衷｣が示す ととく,村の捻面鎌の!ちて最も大きいのは60-70%台にはi'ラソク

される山林であるが ,吉備高原南棟に位慨するこの地域はか71.りゆるやかを傾斜を示 している｡

耕地翠は托ゞ20-40%の閥に位思づけられるが南部の足守と北部の岩田が夫 々36･4･3

8.9%で比収的高 く,苫僻郡の水車をF)わすわ【ているO耕地のうち足守IILに沿う足守 ･大井

は共に80%台の水田軍を示し圧倒的である.これに対し北部の岩田 ･簡谷仕 65%前後でこ

の地域として壮畑地が卓也している｡この水田の約80%は二毛作が可花であb.媒作の中心

は明治末期以降裸麦と小麦であった｡更に北部に卓越する畑地は大正中期以降尊重の帝人がみ

られた点が特徴的である｡このようか 色目別面府の構成は明治中期以降大きTr変動はたか1た｡

また水田の生産力は南部の足守が爆及び部の水準をうわまわっているが .他はやゝ低位にあり

山林の埼越し畑の多い北部は低位生産力段階にあることが米の反当収舟を相原にする時指輪す

ることが出来ようO

以上の 上うn:土地灸件からみて .この地域は両部足守IH平坦地蛾と北雑書紳高原両線地域と

の輿'E的な地域から構成されていると思われる｡またこの ような異質性を鋸 もtypicalに

示すのは南部の足守と北部の層谷で奉ろう｡

牙 2表 在選別人口構成(相和初期 )

本籍人口 現住人口 戸 数 & # 工 菜 商 菜 そ の 他

も足 守i 3.901 2.379人 553戸 262P 52戸 95F7 127戸lop.oO 61.0% 48.8% 9.8% 17.7 0 23_7%

簡 谷 3,807人 2.893人 604戸 478戸 26戸∫4.2% 35戸ー 54戸

僻考 1) 本紫人口比地相 8年 .牧雑則も醐和 i3年

2) 現住人口･戸数はJ相和 5年国勢凋査 '

史料 『岡山県統計年顛J･打壊者相月査呼J
さて ,このようTr代卦 地点にかける塵剖舟成を検討 しながら成美串冊により立ち入ってみ1
う｡｢牙 2裳｣が示すととく.足守の人口既出比本輪人rjの 39%に達 しているのVCたいして .
簡谷は 240,./て流出軍は低位にある｡こtJとと綻 ,再生産価勘 ;足守の場合その灸件が'47億で

ある 一 商業的虎藻の履朋がみられないことと瓜民闇の社会的分化の進行と照応する｡さら

vc垂年別戸数相成は .足守が碑岸uJJとしての歴史をもち.この地方J'D中心的別!Iてるることに

基いて皮装戸数が50%に満た'.i-いのlこたいして .神谷Ii脇業戸数が圧倒的多数を占める点が

特徴的である,｡

2. 明 治初 1明の良 民 層分解

戦前ケこかける土地所有馳併呑相田すら隙 ,撃鶴〇こL71から13-t-=巧.,j揮郡かf=Ej心附1(.--･--I

- i.1I-･



として位暦づけられる｡

#末から明治初期にかけての村落構造上の特暫妓明治 5年 ｢鍋屋感動｣V(おける牌敬配管が

瑞適vC示 している｡

｢明治五年四月八日夜八時頃.深津県下備中賓騨B8足守町繭藤田林蔵宅へ近傍村民窮境 .礼

暴 .居宅什物を放却- -･折柄堆防巡回Dため舟等vE止宿巾の興宮削 出張し,旧官員畑TL名と･

協力 し.五名捕掛 川 ･･銑定｣｢『明治初年･良問騒捷寿JpI3'3 9 )｡ この彪民匝嫌vc先立
【て明治 4年に比津高郡二十五六Jr村簡捷 .明治 BiE河西郎下中津井村等静雄 ,仝GF.沖南部加

茂市場外相 守騒擾と足守町の周辺で倍民大衆にJ:る盟正 ･聴道家 ･満利倍vc対する打 コワッを

含む世直 し一棟がた かゝわされており一明らかvE近作的打落柑進の尾穂を示 しているのであっ

た｡足守の場合に母農 民大衆の攻撃日照とな1た藤山は この地方きっての大地主であったこと

はいうまでも夜 い｡ではこのようTT世直し一枚の意革された使因はどうであろうか .経済的矛

盾の総体を示す鎧民層分解の実感をまづ†柵 してみ 上うO

オ 3表 明治 5年階層構成 (上土田村 )

戸 数 戸 牡 仝 左 村 内-(% ) 戸 数(% )

01反 以 下1- 22-～ 33- 44- 5 37l 25885 i(十 I ウ 1lL 31Pj''.(75.7;

5一) 66- 7･7- 88- 1 0 E.J21.1L I出 A 3▲0Iー 7声.! ( 17.I)メ

C.'1'f考 1:, 明治 E.iトr上iirh邑JmLごト名石鳩｣('L上る.
2. rIr,'jJrE-rj瑞 は胤 む6ま｢｢羊.て･.ii｣に上るC

--1_'16-
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明冶 5咋･D柿間珊蛇代 ｢オ 3衷｣に売されている｡舶民9民声LZ'うち5反以下rZ)下喝舶民が
83戸で8Ll.7%を占めてかわ大多数を79:しているO この傾向紙 上土田付ヱ)常住者の場合でも

75.7%であるから入作を除夕LLでもいいうるであろう｡その うちでも2尿素碑の環下層農民

がと!)わけ多く62戸で 63.3%&･占めている｡日本の封kBi'Tt]小曲民の土地保有の牒軸 ヨ規輝
'I/⊂達し7tい 1町以下の隙間rrとれば三宅vE91;.9%(村内では 92･9%')で圧倒的多数をしめるO

これに射し IMl以上V,I)括和は 3戸yこすぎたい｡この ような陣刷 勘戊上tz)特質は封掛 I'1小腿民が

大きく分解をとげで一､たことを君現してかi),地毛小作的係の生成を推察せしめる.きちに .

下層鵜民が多くをしめるのL/C対して 1町itJ上D常軌が穣めて少たく,しかも所有規模が2･5町

で上根を歯弓れてふり,村/I/t地主の土地所有も全て 1叫以下であること!･1.地壬小作関係Jjは

かt.{土地を生醸手段としたい営連の発倭 ,いいかえれば腿民層の社会的分化の進歩と出典の難I.I.I;L

的化を推測せしめているO

維新の変也がようやく軌道vcLE)-.たDJ1倍 5年の階T4沸舵はその後ど･Z)ような変化をたどるで

あろうか｡少伶 5年Dtfl柑名寄帖と郷 台7年の毛 附高専帳をつきあわせて姓名のたどれるもの

だけの変化を示し,lctDが ｢JAJ4表｣である｡ この玉から見られることt･i 7枚以下の階盾が上下

か':分舶していかク1･,変釦の重みのriI2戸で全体･bl土7%をしめるt.tすぎず ,大きな変動は

示きたい｡ しかし怒がら下層戯民ほど変此の度合は強 くた1ていることが往目され よう｡

オ 4裁 所有規模別構成の変化 (=

明

治

5

坪

田

畑

名

寄

鵬

～～～

1

3

lヽり

～

～

～

t･l

S
L

nC

～
1

1

2

上土凶村

明 冶 7 年 毛 附 品 寄 帳

J~~F . ト ｡ T二 5 ｢ T l二 手后 =TT ～Tn

I 5

0
0

336

3

3.1
8! 2;
二 二二二二

斡Lj.8リo/一一一-
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I r ォ ほ 所有規模別職 ,DJ靴 (2, 上土田村

明治 14年 地方税戸別協放資取立帳 (地価)

一〉50卜150 2-50 350l500 750 1-Ill～15OO 2500 TO認l__%)I192.I/J%~､ 1｣2~

一一1＼＼u'̀■.一一..4#/a 1一
～ 3 4l∫....1/ノノ 9
～ 5 2 2ヽヽ＼ ･....1 ･!彰≡蒙 9

～7 ～ I;,,壬C/ I

20 ､＼ ＼＼ 1
-...,1二コ

3050TO - IlI ｢＼＼ 'r'-.,Yg1◆18｣346313i l!. 3J l トー芦l ､､

｢オ 4表｣と同様の手続をふんで作砿 した ｢牙5表｣を博討して行こう｡明治 5年から明治

1▲年の間には当然のこと夜がら地租改正が行われ.田畑文tの無臭増硬が見られるので一反
-地価 50円の相関線をそJTL)iゝ使うことは出来をい｡正確夜相関線抹地租改正当時の緊料を

検討しTrくてはTEらTrいが .この地方Vこけ甑丑の施行時発見出来なかったので .全県的な平均

値から推察してみるより方法が7tい｡陀 i'5割の増反と考えて行くと破線上の半数がf向分解

をとげていると大ざ【ばVCみていいうるであろう｡ 0.7町以下の下博戯の没落傾向が篠めて顕

著に指摘される.それに対して0.7町以上の申出唱は殆んどが上向傾向を示している｡さらvTL

鹿も大きTr変化は斜線で示した村外地壬の大幡た土地妨併傾向であろう｡かくして 川]以上の

階層は明治 5年3戸 (7.2%)から.明治 14年 10戸 (23.9%)と激増してかり3町以上
層が新たvC3戸陀充1ているのである｡彼等は酸述する如く商業高利貸資本家であるとL司時vC

地主として成長していた藤田･姓波 ･板野等であった.戯後に3反-1町簡vcあってもその数

は少たいが上向分解をとげている人◆がいること綻 .農業以外の営兼乃至は良策の集約化とい

う塾で下庵戯民もまた上向のチ十l/スがあったことを示している｡綾vc問題vcする如く,この

地域は棉作･藍作が広汎に展開している地.域であり.明治 10年代前半までが比軟的JFi蘭vcこ

れら商品生産的農輩が展開しているという状況の中で,農民膚の分解もまたそれVC照応して上

下分解をたどりつつ地主的土地所有の拡大が徐々VC並行していたと総括することが出来るので
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あった｡

さて,以上の掃討は上土田村のみの土地所有株成のみから考察をすゝめたわけであ1て.村

外の所有吐合せれてい希い｡ところが上土田村の場合 ,その北部vc礎EE]･板野等の大地主の土

地解析が進行し,岡部の市松･唾石･総社等杜より-層商品生動 王進捗し,商建菅本の成長も

大きか.1た地域だけvC村外での土地所有は比軟的'少Trかったと思われるOともかく村外の土地

所有を加えた場合以上の論述は若干の修正を余也'1くされるであろうが.それt仁しても結論的vE裸
I

出したところの基本出稔点- すたわち,明治初期の段階で封建的小皿民の大幅夜分声削n=とも

花うJf慣虚民の圧倒的多数.明治 10年代前半溝での上下分邪の進行とそれVCとも凌う地主的

i地所有の漸進的拡大- は変更する必要紘行いだろうと思われる｡

以上の如き階層柵成のもとで .明鞄 5年の銅昇降勅が惹超され.血民大衆vcよる有利償 ･細

入地主搬出-こ対する打コワシをともたう撒しい法統がたちあらわれたe)であった｡

で比かかる出民JGの階層榊成とその変化が何故あらわれることに'iった打であろうか ,いうま

でもたく商品生産と(Z)朗選を明らか忙しなくては7tら7tい｡

虚業vCかける商品生産馴･'#討する鞍あらかじめお祈りしてかかた(ではをら希いのだが ,こ

の他城崎かける脇簾慮宮の実感については勿論･.生塵物の偶成についでの資料さえ全くTTかっ

たことである｡このようを僅由で ,私藩は物盛衰や県統計などの概括的モ登科を検討し72から

商品生産の棟感をみて行こう｡

●
牙6衷 明治 10年物産表 一致嚇かの壕合一

作付反別

5.455

27I

大 変 l 355

芸 … 上 ;三52

雫

番

線

生 産 瓜 価 格 価仝 格 左 捕

1 葡 安 125 77d _ 1,i 1.

萄 垂 58 508

玉 萄 秦 2 8,008

甘 智 65 595.5dS

馬 鈴 醤 12 l 如 .R45

__ l.∫_､,′ ー



ーー̀●ー- 作付反別 生 産 丑 価 格

実 綿 291,186 ｢ ｢ 叩J 23.296

-7 こし 311 93

生 糸 21 67

藍 菓 137.lfSl 乱429
動 茶 30(I 150

甘 煎 57Ll 5

輩 畑 等 14.164 397

共 棲 2508 15.675

小 計 43.112

明治10年物権麦を盤理した ｢牙 6裳｣を検討する昭 .米麦作が約84%を生産総和の中で

占めてかり,全休として自給的傾向がめ鮎である｡これに対して爾志t.作物と思われる ものの中

心は'&柵と襲拓 .それVC藍集が加わった牌を示している.Dが全生産の 13%'を占めるvCす ぎ75

い｡しか し実棉 ･亜種は主として平坦地に戒培されることから推察してrItj部の足守で姓との梢

成は若干緯正されなくては売らないであろうo この上うた作物構成I.d以絞どのよう売変化をた

どるであろ うか .明約 16年の場合について掩EIしてみエう.｢オ 7衷｣は .功冶 10年と1

6年D闇vTL作物構成に貨的た変化が7Eか ったこと告示している｡ ,

オ 7表 明冶16年 商 品作物の 晩成

T 綿 ｢~一一一･.~~礁押'1盲 盲 1兼 兵 lJu 評 I茶 i曲 亭 桑 TO●

惰檀LZB 擬.456.788.021.al129.6iI ld.6f o.7l fl.31 2,0 715.7下_.過167.4164.05.4laヰ良9 3.3 ｣ ユ 9 36RL'I岡山県4814ー9564:2.91521.3912,1!33巧.3I34731471108.6 13833_4鮭限rl.51.60.114,44.g-I rD.2

i致LF巨(岡山収盟紛3.5】3.-9Tlop.0 2.00.2 2.7

lU一一.0 IOU.0loo.a10日_0loo.0ー100_0l10什0 loo.0

座 i6..1.812.33_0l16.2.2.3 I十 10tI.0

L:下道45.4◆44.5 5.0 l lo†)_0

傭考 1) 明治 16年r岡山県統計歯Jvc上る｡
2) 指放A比岡山噂 (但 し岡山区を除く)を 1110.0%とするo i

3) 指数B娃各部を100.0%とする｡
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た 商ゞ品作物柄成の中で菜種の捷過と棉作及び斐菓生産の前進を指摘出来る｡明治 10年では

棉作と繁樺作が商品作物の約9096を占めていたのVC対して .明治16年では棉件と葉藍が8

296を占めるVC至1ている｡とりわけ実綿は浅口･産屋両部と共vc丙備棉作地帯の重要72一項

としての位丑を占めており.集藍も′Jヽ田郡と共に岡山南部平坦地での核心地味を構成している

のであった｡この上)を点は実綿が 1o野弱.斐策が15%弱を示す点VC端適に指櫛ナること

が出来よう｡

このようを商品生産が先vC示した階層構成の中で.どの階層によってになわれたかを明らか

yEすること壮出来72いが .既vc検討したことく明治初年の瓜民層分解が結論的vc上下分解を示

すことから.かなり広汎を牌同一とりわけ 1町前後の中戯層を中磯としていたのでは7tいかと

思われる｡

オ8衷 農民層の社会的分化 一明治初期-

士 卒 守 杜 港l182 工 商 雑 日 鳥 医■斥 明 TO一戸上 足守 148 75 12 39 175 50 58 2 1 747

下足 守 2 5 5 Il147 I 1 162

大 井 4 2 1◆ 193 10 6℡ 8 l 2.78

備考 I) 明治 5年 r王申戸婚｣vEよる.上土田のみ明治 16年 .｢戸口統計)

2) 陶内30戸油日鹿兼集との往あり｡

そこで .商品生産の発展と農民層の階層分化を上り具体的vc鯛連すけるためVE.社会的分化

の実態を検討してみよ).｢牙 8衰｣は明治初期での資料を集塵したものである｡このうち上

足守･大井は前者カキ陣屋町 .後者が谷口鵜藩という形で発展した めゝ商業的権能がか729添厚

vcあらわれているが,藤村地帯である下足守 ･上土田での社会的分化は決して著しいもので紘

たい｡従って南部平坦地での戯民層分解は席密72意味での分解で托禄く.下向傾向を示す戯民

は漸進的拡大をとける地主的土地所有の下vc小作人として結びつけられて行くと考えられよう｡

次だ上足守･大井にかいて注目されるのは日油層の広汎Tl･形成であろう.この日庵労肋が具体

的ve何処VC授下されたかを漕壕的vc指示する缶料壮在いが .明治 16年の吸統計vc上ると賀陽

郡での官費音吐丑幾晩24人のみであることが鹿渡以外に投下されたも･Z)でたいこと女物陪っ

ている｡このような検討から私漣は南部平坦地を占める足守･大井における戯民層の分解は .

3反- 10反層での没落傾向を示す農民が小作人 ･農薬EJ租労鰍者として地王制一等生地主･

手作表幾層を含めて-の下vcくり込まれて行くみちナじを明らかVCすることが出来た.一方.

若干の人 が々上向傾向を示すがそのテコVCなったのは綿作 ･藍菓作を中心とする商業的魁兼vC

あったと考えられよう｡更vE.他取改正を旋回基軸vcする地主的土地所有の発飽ま高利債的土
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他gl欄 vcあり.その漸進的拡大と地主制の形成を控めることが出来たのであった｡以上私i軌

主として否料の鴎係からあらい叙述と分析しか出来たかったのであるが ,明治初期の商品生硬

と盟民間分解についての基太的7t論点を蔑称づけてみた｡さてかかる.･(.D向が明治 10年代以降

どの1う72変化をたどるかという点L̂Cついて.商品生産の動向の中から若干の見透を立ててお

こう｡実約 ･藍敷 ともに近世的商or試作物であり共vc明治末にはff本壬轟の発展と共に哨戒し

て行くのであるが .締作は明治 20年代以降戎退化して行き.軽集は明治30年代初をど-ク

LrCして急速vc束過 し明治 44年の化学染料輸入ua税引下げに エ 1て殆んど消滅して しまうので

ある｡この ようを商業的JEt罪の後退のrPで北部山r田地頓の訂谷 ･E]近 ･岩田では新たVE兼垂兼

の瑚人と発展がみられるのふて対し.繭恥 T,=fnJ也で他称Strt)m題の完全孜挫折がみられるのであ

る｡ともすれtri'当然JDこと花がらHll民情の分解のあり方も大き孜饗化('･みせることVこなるであ

ろう｡

･1. 地 主 IiJllZ)形 成 過 程

明治 10呼代前半.:･{五･ける鹿民層分解のあb方托以縫どのようた佃向石･みせろであろうか｡

払IfはこD畑舵 おける土地r打切D動向によって版括r:■175例題を提示することから陳肘を-す ゝめ

て行 こう｡全空似郎ycも.Ijナる耕地移動率と耕地仙他の的操を明治 14lLFから19咋vCかけてみる

と .相Lkl係数は ,-イナス0.99である｡従1て土他市場牡丹手独占一地主fdによる土地兼併
のたわの好条件がJB成されていたことを,JT-;しているO逆VCLF噸瓜民は土地を売却して小作彪yc

転落する傾向が大まかをみちす じとしで推定与れるのでS,･った｡この 上うな土地市場での只事

と,売手の位伍が規定される時点におけるjiL民価J7分綿は ｢牙 9蓑｣(て示されている ｡

オ 9衣 所有規噺 u構舷の変化 (3) 上土田村

明治22年 上土田本LTか井(ll,

明

治

ュ4
年

地
方
嘩

戸
別
協
遁
世
取

立
峨

円=5-OpFT㌫ ～250-!ト 3̀51二三五r～,5+10001500ト2500TO+～ .l

～50 ー-Q, 1 ＼＼2】I i ＼~＼ ､､＼i .r+1 ll

～lso-250一}350～500～750-1000-1500[ 7iF ….i ド 3! i巨 .ドl t !ト …巨 744633I ll■52.3拷5 .,06g～2500 i 皇 3 3/顔

TO.I24 5, 3' 2io 31 1 0 4ttjヽ

31O,0･I･1Ji
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明治14年.と22句三の間でZ)階層上の変化のうちでとりわけ特徴的定点杜 ,オーに総戸数 42

戸のうち,変動のか ･ものは 17戸で .約 60%のものが変動を示しており.この期のJiB民層分

節の放し書を端酒に元 してい,i,｡オ二VCこの変動戸数の中で1:向分解をとげているものが25

戸のうち 23戸-を占め.実に 92.2%を占めてL-.り,地価 50円を 1反とみるとき2町層の中

腿上層Tiで及んでおること｡牙三VC上向傾向を示すものが窓外yc少なく3町以上の套曲 ･地主

宿の土地中軸は衛めて徴張をことが指摘出来よう｡明治10年代前半まで7反- 2町屑が上向

傾向を示しかTZり強-JjTr虎展を示していたのとまさVC対私的である｡このよう夜勤向は何故も

たら･されたのであろうか｡まず地方的な輿鞄として考えられるの吐 .明治16年の早'Sと17

年の水音 ･明治 19年の洪水である｡この地域を貫流する足守川は平拍地に入って天井川にた

り近世以来しばしば水哲をもたらしてかり.その災哲は足守町は:勿論下流の高松 ･加茂 ･真金

-箱に及んでいるのであり,とりわけ近世末期以降水蕃vcよる混地イ出 恒常化していた｡いせ

行論と綿 的伽 ある明削 6.17印 加 ､て考射 ると,rj相 (細 別 ノ如キJ i)*非
L.
常ノ草書 ヲコウム1).此力為メこ宋現ノ複度二速 シ .昆ルニ忍ヒサル ノ現況卸然タ1)｣(足守

町役場文事 .｢明治 17年 5月賀陽郎聯合全決議笹)とある如く.明･(,&16年vc早宙 こみま灯 し.

明治 17年 6月28ElVC大洪水が堪っている｡この早水害はとりわけ価作に大きな打解を与え

たようであり県民諸階層に所有反別の30-50%にわたる披客を与えているのであった｡さ

らに.一般的状勢としてこの時烏技所謂デ7 レの進行過程で戯民廟の没落に大き75影苛を及し

ていることはいうまでもT'･い｡

染) 明治以降の水苔は連続的vCとの地方を見舞っておD,明治 4･5･13･17

23･25年がそれvc相当している｡また近世では苗永 1年の洪水が優めて大規模

をものであった｡資料は ｢陶仙 吸水書史｣･足守町役場文缶 ｢弥物成納米勘定帳｣

- ｢外内-CB洪水永覚当荒高豊幌｣などvCよる｡例えば崩永 1年のそれは賀陽郡の約 4

0%の田畑が荒地北しているのであった｡

このように明治 10年代後半から20年代初期vcかけては地主的土地所有の拡大のための好

条件が姫船されていたVCもかかわらず ,30-50%に及ぶ田畑の危地化は地主闇にも穀農屑

にも大きTr打鍵を与え ,現実vc壮土地築餌の進行が雨期的V｡進展しTrいということvuT1たの

であった｡

さて .私達は明治22年vcかける飽民の階厨別構成を検討することvcよって,普通等生地王
制の紀9.期といわれる時点の階)EF:偶成の特徴を明らかVCしてかこう｡｢牙 10表をみると,土
地所有者 119戸のうち5反末端のIa･下屈戯民が 83.290'を占め .Trかでも3反未満桶が74

%で圧倒的多数を示している｡ これvc対して 1町以上の階層は 10.3%を占めるVCすぎず.覗

治 5年の ｢牙 3衷｣と対比する時 .5反-2町屑の敢減(21.9- 1.1.2%)を指棟すること

が出水よう｡このようVC大多数の良民が imT以上の土地所有しか示さないことは ,地主 ･小作

馳係が進展したことを招めTrくてはたらTTい｡と少わけ上土田村では明治 16年の戸口統計tで

- ]53-
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牙 10貞 明 治 22年 勝 岡 偶 成(上土田村 )

地 価 楯 i反 別 i戸 数 構 成 蜘 成

- SO - 1 69 SR0 .ヽlt- .o ＼-i, - -2 '-I≒ 6.6 ノ _iI,89_′

～ lso ～ 3 19 16_0

～250 ～ 5 10 9_ 2

～ 350 -7 5 4.6

～ 5o t1 - 10 3 2.0

～750 - 15 4 3.3 1.1 6,6～ 1000 -20 4 3.3

～ 1500 ⊥ 30 2 1_7 辛 .1～ 2500 - 50 3 2.0

繊考 1) ｢上土田村村粋収入日計紳｣に上る｡
2) 地価勧50円-1fk-として作表｡

よると農民僻の社会的分化は進行してからす .土地を安失 ･蹄少した虚民層は画ちvC小作人と

して地主の下にくみこ~よれたものと見てよい｡

この 上)な零細自小作飽民vc対位されるのが約90町渉の土地集概をナでVC明治20年vc果

していた藤田を榊 とする等生地壬層である｡この上うi:a)生地主儀の形伽 当然のことなが
ら小作料を確実に徴収出来うる生産力段階でたち負われて来る .従って明治 20咋代初期i･Cか

けるこの地域の生産力段階を検討しなくて仕Trらをいo

｢オ 1図｣をみると足守南部vEかける米の反当収牡紘明治中期ではゞ1.7- i.8石の段階に
当連してかD,絢山繭部平坦地のそれとは若干低虹にあるが ,小作米反当 1石の線は催保出来

る生産力段析vcある｡

高利儲商人としてすでVC帯末維新期vc土地熊欲す完了していたと考えられる藤取の場合も明

冶 33年の101町姫が ピークと7t【ているが ,手作地主-衷戯厨はどうであろうか ,

-1154-
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牙 11蓑 頑野家の土紳所有 一足守町のみ-

千 田. 畑 ｣ 計 仝 左 増 減 山 林 i

21 8.7109 &71Og 34.6927

29 8.9316 .6427 9.5813｢『 て-87 04 34.6927

30 1(Lllf14 .ft524 ll.96芸 に 石 工事Ll全.9QIO + .8312 34ー8507 ぎ3 1 ll.3307 .8524 34.8507

3 2 12.2 与 12 . 9 2 11 )8.1723 :+ .2713 34.8ち07

3 3 12.2 4 1 1 .94 22 ll臥1903;+ 110 :トI_8507

343512,0204.942 2 12.9626 - .2207 34.7929ll,8919_-9バ14 12.8f;03 .]O23 3′l_792fii3813.0121.9613 1;L9804 + 1.】2ー)1 34.7929

371 1乙2116i.9613 lk1729 .- .8005 35.7625

38L__-_～10.2006.91⊥1 ll.1117十一一一-----⊥ 2.0612 35t8°25.]39 E).0515.8900 9.9415 - 1.1702l 29.2109

40 7.9719.9227 乱9016ト 1.0329 29.2525

ど43 乱U亡)27 ･88叫1&8907 ln9 27.531244 8.0321.6903 I&7224 - 113 27.5312

｢T㌻)トー- RO2067.9607 .6216l卜 8.6422 802 27.531.22 ･6629i &6306 116 26_06rJq

良.lol一i- '5O12 16.04UR

1

_5__⊥叫上空上土トI
ラ+｣ 些 _.L7i

ii27十 担 坦 + ニ ー一一

:I.tデ.7__‥.-_旦且3_21!-1旦iO__9+埜｣ ⊥
16.040ti

16.0408

16.0408i

7.6002i '2922

備考 1) 足守町 'i場文世事｢土地名寄帳｣vc上り凱出作表
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いま板野の纂合につhてIIろと｢第ユ1要｣に示せれる如く土地鮒 進行のピークは明治 30

3F･前後LD時点にあり,むしろ明治20年初期以降のことに屈してh ろ点が注目まれるのであっ

た｡その後30年中期までは一進一退を示し.さしたる変動はみとめられなhが明治30年末

以侍一転Lて土地の焚矢がかなり汝しい度合で進行している｡明治30年中糊といえばこの地

方で小作争熊の恥 される最初の時声 に相当してい るのであるが･~応後に検討することにし

たい｡ ともかくか か る展鬼をはら椀 から明始.10年前半までは士地所:酎甥係のみか らみて地

主的土地所有の肌進がみられ,それlこともなって地主的支配統制横柄が出現することになった○

かくして確立した地主制は土地所有関係に基礎づけられて共同休的諸舶孫を自己に棚 盲せ ,

機柵称こその支配を周鞭させろことにそろ｡藤田をはじめとして硬野 ･関等のLPTLl地主層はい

ずれも各部落に｢引,5--1人｣を穀粒する｡ これら引請人は各村落ほかナる地主屈であり,｢吋｣
の有力者であり,水利･入会地LD管yJiにたす卓T?っている人々であること･が鵜徴的である.か

くして宥/_巨地主府は小作人を共同体をつうじて機構的tz:支配して行くことになる｡その支配統

制の範囲は従来の｢付｣の舵紺をはるかにこえろも,i)であり.この広範囲な支配を行政的にパ

ック7,プせんとしたのが明治22年の町村制施行lこほかならないのであるO

妻.q)藤田家文等｢明治20年5J7所得届ケ抱｣によるO藤田の場合も全曲民層が危機にみ

まわれたと同様明治20年lこは約66.6%tD土地を攻当として1.OOO円の借金をし

てLへる点が,行諭との関係上江田されよう｡怠お顔旧家の分析については太田健一氏

の報告を参照盲れたい｡

以上私達は明沿30年代初期までID時点で寄生地主制LO形砿過程を検討したのであるが.明

沿一大It初年に731けちこの地域の主蚤な対抗関係を土地所有を指標にして塵理しておこう｡そ

LD瞭ナで‡こ｢村の概況｣で胎播した理由にもとずLへて柄部平坦地の代表として足守,北部山間

地の福谷を索材にして挽射しておきたhoただ総柄的な資料が大正期順 のものしかなかった

LDでこU)点をあらかじめお断 りしてfJ･かなくてはならない｡｢節12度｣に.tろと次の特徴的
W.-,点を結締することがrli盤上う0 ll)小作他事では明治末一大正初期の時点で南部平坦地の

足守は61L)170%台を示すのに対して.北部め祷谷では30- 10%台であ_,て地主的土地

所有L7)発展はあまbみられなhこと｡ (2)この点ま小作 (自小作を含めて)鹿家の構成が足

笥て は70%台にあるrDiこ対し神谷では40%台であることと照応する｡ (3) 言らに,自小

作別戯家戸数のうち′j､作AIま大正1年で.足守が29.4%を占めるめに対し.福谷では5.3%

の低掛 伐 っていろ｡ このようIこ土地所有鍋係における対照性は .足守が藤田･板野等の厚相

であり.ナでECのべた如く生産力段階が明治20年代すでに1,8石 .大正初期には2.2石の線

に到退する地域であるa)に対し.福谷は大正初期で卓え反収 1.3石台の低位にあり.しかも畑

地が'卓越する地域であり地主の土地典故を抜荷的 に不可能にするほど生産力便階は低,).ったこ

とと照応 Lていろ｡即実,蒔田の境合についてみてもその土地賂併限界線はほほ大井で北限を

而 しており,明治27年で約 1.7反,iiの集坊をみちが30年以降売却し土地鵜掛はみ られ禄h

LJL
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()である｡即ち山間地域は｢勤モス7/バ損苦 1恐有之 ノ村ニシテ光二得処 卜申ス-些少三瀬之 ｣

(蒔田家文:,iq｢所得金高上申詐｣明治26Tr･=)地奴であ_,たことにもとすくものであった｡か

(して福谷村における地主Jt71は大正初期3町以上,Jjもuj5人を数えるが小作地率･自小作別鹿

家相成からみて寄生地主ではをく.耕作地圭であ･,たと考えられるujであった｡ (4)足守の

場合,田の小作地瀦上身畑か大正初畔では高く在っていることは綿作と関係があるためと思わ

れ.大正6年までそLD残任があらT)tしてhちと唯珊雀れる｡この点は藤田･板野の土地恥位が】

意外に畑が多L,1ことに示されてh･少,ほぼ明治･10年代甲卿がそのピークLこをってし,ろ｡

第 12表(a) 小 作 地 碑 の 推 拶

T.1●T.3T.★1 7■1.6123.463.312..533_9 73.1 185.3 37.3 16.7 132_8 17.4 ll.610.7
92.3 107.6 53.8 29,6 65.6 155_2 T6..3 .13.0 117.0 10.0ll.1

T.6 95.1II02_3 51.8 18.5 25.3 57.7 LEI_2 78.2 34_0 10!).5 13.712_5

T.10 99.4 1ー】1.7 50.350.7 25.9 15.4 37.3 1序fー_1 83.0 35.6 llI)..1111.3111.3 10.2

8.4 88.8 116.9 r16.8 24.LI ll.4 81.4l168.1 67.9 30.0r102.7 .79.6 27.8

89.6 115,6 56.5 28.0 9.0 24.4 164.1 72.1 31.9 103.6 15.7 13.1

S.1り 18R,9 115_l3 56.4 29.1 7.4 20.2 164.6 67.汚 29.0 104.2 17.8 14.6

8.12芦 89.0 116.4r56.929.0 7.9 21.Jl 1ー;0.3 72.2i31,0 111.5106.3 20.4 15.5
- 153.8 79.5 3.I.1 17.4 14.0

守 157.5 76.8 32.8÷ 96.2l 27.b'22.a.

田一一､---一一一.･.･.･.･.･.･. 畑 田 畑

ljEl考)何れも足守町役敏文杏｢現勢調査帝｣ に上b許出作表｡

I
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弟12蓑(b) 自小作別腿家戸数の推移

足 守 町 由~ 谷 村
I

ド- -Ja自 作一巨 小 ､作icB,1､作lI E c Ia自 作 b小 作 C 自小作 'X c'

T.1 80! 96 150 75.5 382 33 206 39.6

2 76 116 137 76.9 294 38 245 戸 -:6157.84109105 88 113 64,8 239 34 2946 Ii 89 127 67.3 237 33 305 58.8

8 115 97l 128 06.2 237l 20◆ 315 58.5

10- 123 99 149 66.8 212 48 317. 63_3

ll 121 99 144 66.8 21.3 48 317 63.1

13r F rJ 213 44 322 63.2

8. 1 121 101 159 68.3 222 42 3n8 61.21

3 117l 109 128 6L;.9 218 62 2611 58.9

4 ilワl f109i 128 66.9T l282i 47 18(; 50.1

一 6 il 206 48 196 54.2!

7 100 A. 754 120 66.1l 221 55 183 5L.88101l 7【I 121 66.0 202 67 189 !55.9

10ln0 " iL 121 66.1 248 631 183 ~一I.19.8

勝者) 足守町役場文節｢現勢調査蒋｣によるO

以上 ｢オ12裳｣を中心 として検村した如 く,土地所有関係を指標 としてみた場合私矧 ま足守

と葡谷における明治一大物 卿 こおける重要な矛盾が珊逝的に熊野であることを指摘す ること

が出来たのであった.即ち,結論的 に規定すれば南部確 地が寄生地主と′J､作人 という対抗関

係を基軸にしているのlこ対して｡北部山間地婿は耕作地主と自作 ･小作戯の対抗としてとらえ

ることが出来ようOそれは前者が土地所有関係Iこよって規定まれ.共同体的規制を頚 じて織柵

的FC材落親御を行うLDFこ対し.後者が土地所有牌段の懲位と経営の大き盲に規定書九 ,共同休

的規Hitlを自己甲心的に揃成した耕作地童の村落競制とL̂う型をとろことを意味 してい るO この

ような点を職適に示してくれるLt)HI矛盾が地中的F'T表現され る小作争訴一米蚤勤 ･そして利雷

t-:SA .



朗係が耳骨fこ顕現する耕地盤理の諸過程にあると息われる̀私 達はこのようを観点にもとすい

て以下すでに若干の資料の検討にもとすいて提出した避木的論点一字生地主制と桝作地主制に

ついてhま少し立入って翰証をすすめて行こう｡

4./J､作争訊 ･米軒動 ･耕地鮭理

この地域は岡山県における戯民運動の先駆的地故であることは若干の人々によって拒摘され
てはL̂るが ,その分析は全く行われていなし10甜萱の節度があらし､ため充分検討出来てhTEh｡

分析の進行上私達は南部と北部に-I)けて静雄をすすめて行くことにす る｡
(l)古生地主制の矛盾一雨邸の/=E塵横道一

明治30年中東はいろいろな点て こが F担地域を変野させろ画l鰍こfEっていろ｡明治初年

(こおける榔作を中心とする商米的JIB弟は｢米国及び印度地方の棉花(こFE倒され.L'3家Lt)経済

上大打懸｣をうけ,まず補作の決定的挫折がたち現われた｡つし,,でhま-つ,D基軸となって

いた藍作は明治 30年初期をt=.-クにして急政に耗過して行くことに75:りoこの地域の膚某

的脱 はその礎を消すに至る｡第二,C.r米或招一割鳩訳｣･｢塩水選｣･｢短冊状共同苗代｣
･｢lli券解｣等の塞麦作技術の発展と改良が地主思一般･胡LA余イこシアチイヴの下におし
ナナめられ,反当2石L･)顔-の高まりカ嘩 鵬言わ.自給的街向の強h大淀が駆遺されて小安

LTj拾頚がみられ ,米象二毛作が虚某の中核を占めるに至Lb.第三iこかかる必炎栂成の変化に

とも在ってLP農Jβ以下,D大碗な没落が准行Ll町衆楓点が191-:2%へと拡大して行く｡東田

に脱出民化が産業空f本妻屯の成立とい う戯英以外･JJ条件に一方で規定専れをがら急速に展開

して行く｡と主=つけこの地域では明治20年代末切準すでに7メT)力移民がはじまってLへる

か.日本野本圭&,)発展によってもなお吸収･gれT=い辞分は市外移民として析出幸れて行くO

;/J.くして大正初期には本府人口の約27%が牌村してh ちJ)であった｡かくして,米変二毛

作の他にブルジョア的発願U-jLa'をきりひらくことが出来なかったこLD地域は移民送出地帯と

して .かつ壊た余剰労働力の.Lr7:水池として比iiT].づけら凡て行くことlUfったLDである｡こUL)

ように明治 30年代中期を巨削gJとする変鰍 ま基本的には寄生地主制下における米麦二毛作に

ょ7Jl拡大再生産U)閑職-31を示すものであるが,盤属同日休rJ中から地王制にもとすく筒輩小

作料に対する斗いが惹屈され拡大iT'f!11鷹への道をきりひらjjlんとする方向がうち.LJj苔れて凍

るLTJであ_,た｡そvL)滋初のた:/J.-ii)が正lこ明治35年丸めであるO

･Fy]治35年,棉作不況による鹿民の窮乏化を奨練としてtElLOJJ､作料永久 1割減敬を地主藤

mに要求｡頗田拒否,小作人耕地 25-6町,16-を道政｡地主藤田は3ケ年間約23町歩を轟

哲するが結局地力に応 じて小作料の拭釦と定米制を拍繋することで解決した｡

この争攻は岡山県)ni2民超勤兜,D甲でも早期に起ったもか rj一つであるが.商集的脇業の挫

折とそれにともなう中必備の没落という耶頓の中か ら生み出されたものであっtcc Lかしな

がら地主屑の力はこの段塔では極めて生いもJJであb .曲民厨vL)塾求はある程度ff微音れた

とはしへえ,六割に及ぶ解 小作料は殆んど変化なく鯉耗巷れてb･!) ,藤田U)小作米収入は明

治38年には1000石台に同役し争膿が蔽起首九た段階と殆ん ど変化がみられないこと杏

｢第3回｣は示していろのであ,,た｡
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かくして,･lI･民間は)出常雄府の己ケ1-1?.pJ･:にうらでけちれて米左二毛作dJく杓化というjJ一向を･とる
ことtn:斤る｡

ではrlJ掩 30年巾繋-,rY三溝辞去主J部定立糊以阿 ,十で忙1rT帰した地モー小作関係比Jjn何たる

変鍵をたどることに7:,ら-L7Lll/)つか｡すでに明か(rlgT没落中田同の手によ【て斗わされた地主

鰍で対する耽.TL仕,地主的土他軒桁の拡大と軒本宅 1-tの発掛でもとすいTL空誹さ九泉如きであ

り,やがて地主(;tJ土他所打と野本壬茂的発乾のオ巧に,つ Êがるべき性格をもつ ものであ1たo

明治 3Uli:代末以降一大正初年E'Cかけての敬ノ川は 地毛御m オー･'E)危横であったO巨大畑壬
として;-:-a-利伸として強固TT地位を･描いていた藤m壮士地類失召t行わ7tいが ,中小地主の布野等

はすでVC明治･10年代兼から土地喪失渦線,C転化している･Jht.7く .明治末糊!d:,40年e)米漸 灸
丑規則抱行 .41年の水利組合法 .42LT-の部落TT件yJ･3)･:"lTf･r枚-と基本財産化･耕地背理法

FIR立 .43年の農会法改正にともなう帝滅飽食を中相とする系統組経の完成等一越のI_b恭助係

と小作屈の対抗IiA:I孫の 手r(化.日.･仁丹九重為Z)発掘lこもとずく･羊肘tri!filt地所有鞄係の矛盾の深

化はさけ-/AJ;たいもJ)と丹 1て束 もDてあったO

(2) 耕 地 整 理 -｣ヒ和の良美構造

耕地軽卿】f糞自体明治期におけるそれは ,地主qをS_串とする戯凝生産力の発展のための諸

条件睦臓D一質として施行されて来たものであ;) ,｢TE景保｣｢牛t,1｣の普及と発展という飽

濃技術Z)発艇と決してチ相集I係で辻なかった｡私法はここで,lt明治 42年の耕地睦甥法に基礎づ

けられて施行され7lt袖谷村の排他腰他でついてf鮎ル てみ よう｡鰍谷村で托大IEl牢長沢耕地

姫里蛸FL合 ･大JlI2年(.て東屋耕地姫理組合･杭田耕地好摩組合が成立しており.耕地紫理を行う

ことvCよ1て水利frよくし増反を企図したものであった｡そ1)中で点 も大規模Tu:もrJはA･,tを星耕

地推理で対称反別 3.7.2町を脇度し,大正 9年vc42.6町歩に桝反し地力竹鵜に役立てたもの

であった｡この膚接cL)目的は千舛池等の池掛りでも1たた･Lbしばしば辛苦の危機vcさらされて

いたとと,それvC基いて生産力が低位l′こあろものをさらV{(IJき上げようとすることにあった｡

この耕地姫理白休,村内の耕作地王府によ^て推進盲れたものでありその限りで/=-E.葎力の発犀･

小作料の増徴を企i対したものであ1た｡と共vc注目卓れfr(ては7i･らTrいのは直接生産者の上

界に対する一つの手機りを与え.練に述べる/jnく養轟漢を貼淵とする細葉的鹿瀬の発展の契線

化･jl･巾て来るJ)で'<ト,た.かくして私達が十で化無論的tJr_輿出したところの甚木的な対抗r姻係

･',i.排jt地主と自小作広さ民の対抗を ,排他俄度の中に誠.めうるのであった｡

即ち明治末一大IE机糊での桝作地王抑てよる指溝支配技 .PLlq繋扮本壬虎の発展vC順応 してEl
戚労rLb-JJ-ll'.1作男･女が村外の労佃力巾鳩ycD吸収書ttるyt至ったゝめ自己の雉'L;,I.'-Jj･紹少Lなが

ら,所有と粁iJti'の部分(1,)分化~計果しつつも土地所有規恥か挟少牡と米の反当収iJ;:の低位性に規

A.11号･hて寄生地主への転L;化'd-:果し 得71-いrI･.lT7忙もとづいていfr-_ゝ め .両部で見られた寄JJ二

地主:･こよろ村笥]/I配Ll)中り方と総括辺的(JE丹1ていも｡まノ昨 地主胴Dl'寸苗支配の基博とT= った

- 1rTJ2 -I



ものはその土地所有肋係を一方のアシとし,経営にかける健也性と共同体的秩序-水利と入会

地のtTt行-を自己を含めたものとして従属させ ,一方で自小作層の再生産を保障しつつ .自己

の拡大再生産のためVC共同休的秩序を組みかえ72がら志操生産者を支配する所vc特徴的を点が

組められるのであった｡ しかして耕地集理はまきVCかかる企図から出発して行われたものであ

った○

(37地主 制の矛 盾 教化

このようVCこの両地域vCかける虚業構造の輿習性は大正期にかける腰費生産のちb方を基本

的vc規定することになる｡ます私達は両地域にかける鹿懲生産構成からヰ姉 をす めゝて行こう.

オ13衷 虜 黄 生 産 の 捕 或 -大 正期 -

ー 足 守 神 谷

大 正 1 年 大 正 1 1年 大 正 1年 大 正 6年 i大正 ー1 0年

梗 米モ チi膳 米 179.0116.0 し1.7J' 49-(1 I:6:':≡) 56.7 , 2: lo'.3 ) 40.5 2:;1.; i - .5

芸 芸I小 友) 5.8ー "l i.0ヽ ≡ -i 1;……行
I::..:f 42.7 :三二三j 36●6 2Ll3_5 39.228_5 1;99I.≡) は 3!

三 i'-:｢ 6.2 25.O l 23.0 19_06.9

4.9 12.0 5.O l

し1-5｢ 3.5 1.0 3_9 3.5 40 6.3

ア ワソ バそ､D他 28.0 17.5 9.0 13.4 5, 9 9.3:王 L:≡ 33.0 3,I.0 ll.80ー8 7.0 i.5 3.7ノ l

皇甘 砧 2.9 ;1tl 7.5 1り.O i 6-9

招 芋 I..1 . L7 1 4_0 L1.0 5,0

轟転菜計 5.7 4.7 17_6 1.5.3 20.6

丁重 相継席 藍′､ツカ日 =901L7 廿 6l ;工 2.0-4.0 1.8 3,01 f狛

タ′くつi 桑 i !l ノ i 3一三｣ L 3.30_9
その他 0.9 0.7 l 5.7 5.6 3.4

fE料 足守町役場文杏 ｢現弗飼養紳｣yc上る｡
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｢オ 13去｣を見ると南部の足守ではすでVC棉作･輩藍は姿を消し米麦作に圧倒的郵分が集

中しておb,′ト麦･Z)拡大が胎摘出来よう｡また雑噸代すでに衷選してかり.商紫的幽饗の発

展托全くみられ;たいDこれに対して北部の原谷で仕手だ雑唱が智唱北のみちナじ-をたど虹星_

恕舶 雌 哩 聖 ･_E聖 聖 をみとめることが郎 紘 o LかLT米麦作への雅中~I--∫ _■

がこれら雑僻の喪週と車代するかD上う1U'.ち場われ,また亜轟奈の結節を大正中期以降み

とめることが.tPJ来,什Ll,I,TflJ細の発展が畔僻されている｡従って鞄店的かこみて主催へJ)億端 7Tz駐

中がこの時点//こも･,ける特徴的た動向であり.米と小責の発展推同地域亡,'C兆通するものであるO

こ,･'Dようなjl鶏群;'生庵の劫向托上地所t'1-関係vL,如何たる塔智を与えてくるのであろうか｡再

び ｢lA･12表｣看･椎討すると.足守で結小作地皐 ･小作BIL家 事 は大正初年Jfr･ピークUCLて低

下して虫tり,地主的土地所TT､乃明らかT.･縁立てr示しておる.,そJ)内容は酸vcも検討するが 3

- i0町個の中小地主の土噸 焦k'Cもとずくもやで 如 ,その対亀vcl- 3町の峰営･k行う

Fl小作前進過の衿頓が新譜L･･CrZって凍るLr)であーた｡こ,h_忙射して北部の袖.谷では米麦作へ

.つ肘F:･lLと互産力の紫苑(大 広.1年1_4石･→七ILISい .9石一大正 10隼Y_).2石 )にともTE

って.小作地串-,i;:i5%'前汝にTL-り,小1'･触 耳串も60,0･i'荊汝にたかせって来ることに夜9

2-3町.C)経営を行っていた.ljHlこ地･E刺の..tT'生化と 鮮;:trU軸少がみられてくる｡
で:tこの人血伽'_分け Zlliii民qtru分線代との T:)た劫ち･示すで卑ろ':)か0

才 IAt表 土地 所 fqHX擬別格 成 D舵移

｣

.-JF

.;
I

.｡
L
.

....･I.I
.･i

hU
Il
3
1

3
4
7
g,E.A

ff1

1Jり‥
l

り山
l
へぐ

l
ハUcC

ウ】
uJ
.･CJ
7
rTJ7･

3

り】

ウ
ー

りー

ソ】

L
.】

.扉
1

割.
.

i.如..引
t

｣

9

托

い
2
5
〇
一

;

I.巨

1日
.目上
上

U
L

考

2
FI

ユU
LC
八U
qu

7
ハC

.･b
5
7
6

足 守 1P]

卜IT,
I2
m
12
43
5
.a4

lJつ.tI.Tり72
1
1
nu
nH
5
5
lヘリ
7
.--.,
.a

L

I.;･T
DI･l

bn
ハV
9
9

ウ一
3
ゥ一り】

7･I･･･
･･･11
-･･-1･
･

-･--･･･.....T
...-.-
.....~一⊥

～･
4

4

3
√J
･r
1
4

2
2
1
1,A,-.

]

q
l

7,

l･I

b｢

⊥

0

7

4

7

F'

8

1

Ej

JJ

1

EIT

ヨ

F.･

4

3･.11t･川9
3:1A4tIg

足守町 役 場サー避『現 t,チ.Tlel-pt辞 匝 上も
･,･:ミ)印 仁 的軒 5年D もJr)

一･一lLi･1-

ワ一

日U

1

9

9

ウ)

つ一

つJ

つl
2

､U

.〇

一つ

7

8

7

術 谷 村

C･J

1

1

J
.

Lr..

;
･

L;I.

‖'

Fr=

2

1-

7

7

1

1

1

234L166
ワ】

QU

2

4

1
1
一叫

nU

2

3

ウ
T

3

5

6

7

父
U

C
ll

i.:)
dO

ilU

､J
3

り】
日.?

｣
1

5



り

r///o/i
C

ト
P
_b
77
9

Z
I
/

h
/

臣
街

吐

-A-･垂
普

G
頑

摩

･････

-

㊥
蜜
Q
D
申
出
-

ロ
Y

塵

顧

7

ロ

Y
塵

堪

回

t.
鯨



牙 15衷 経 営 耕地規模別 紙代の 推移

足 守

～0,5 0.5- Tl～ 2- 3～

3 156!110I 59 3

152 99 66 2 1

7 149 107 67 3 I

10 149 123 71 3

ll13S l 150 134 77 3

I1 7 116 8888 1::9 119 4

1215 118 i一一 lr 87! 861 4

3

3

3

3

hJ

HJ

3

ーT 簡 谷 町

__"__i
,縮考. 旭守町政場文辞r現勢調査繕JK:よるD

jす南部平坦地では ｢牙 14頚｣rr検肘すると亡の勅での土地所有規模別農家構成の変化の

と().5Pl.以下の大iE3-4年の敵将とそれ以南の織少が指摘出来よう｡大正3-4年は耕地

移動率が大正期でとりわけ大きい時点であ(),しかも土地価格も低い｡このことから考えて

1- 3町僻の増大杜庵めて有利な土地市域の集件の中で托たされたものでめ.,I,たUさらvC大

正 5年以降の舷下層戯民の減少は脱戯-離村伸向の拡大と照応しているbさらに 3WT以上の

地主柄(･Ii若干の梅少ケ示すが.強固7tkJr-LlX/rつづけていi'といえよう.これVC対して北部の

福谷村では大正前期r7.5- 1町偏の増大と大正后卿の姑少が結締出来るが,全休として大き

な変化を示してからす土地所有規模の推移は榛めて停滞的であることが指摘出来ようb以上

の如き鹿民話陳腐の動向は .南部の足守町では所有規模 lH)t歩舌･基軸として上下の分解と下

個農民層の脱儲民化一触村- (移民)傾向が二大正初期以降軸著になって央る｡ この点は木庵

人口と現住人口の較差を示す ｢升 4【到｣vc示まれており,とりわけ米騒動の惹超された大正

7年が大きな痢期vCなっていることが往目される｡このようf=傾向(ri大正 10年に至1て極

点むて逐しているのであー.た｡北部の福谷では大正前期(･こは本類･現住人口の較差-壮村傾向
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は南部.･モど/tきく行いが.大TE末-nn軒別軌こ比和村傾向が拡大しているのであ-た｡さて

土地所有.掛17:からみた出民精糖同の必向をさらに具射(I)vc紗討するためVE経営規頂の構成の

竺化i･ふようO｢*15表｣を検討すると足守町で比 ,1町以上層の覇者た増大が指摘され

る｡とりわけ大正利 別には 3町以上の牲営さえみられる忙至っているQたゞこの大根沸経常

はけ内地主加･Cよるものであり.怨民的経営の敢環と壮いえ,'tく以後の展望はも-ていたいQ

それにしても1町-3町厨の増大tIナぐれて愚民的なもので参 って .拡大再生産を進行し得
るIrr,.月は･1さにこの掛.uであるとするととがLb凍る｡従って 1町以下の階f臥せ250戸を 1

つの穐界練として.感け傾向があらわれて来る,Z)であ-,た｡また i町以下の階層では当然の

ことながら碓遼寧が布く在って来ることktいうまでもたい｡ これvC対して北部の細谷で壮大

:i. 正和訳に2-3町,樹の戯作地主順が生塵力･D発展にとも7tって経常から遭難して行 くことを

株いて虹 1町r(17の柄少がたらあらわれて凍ているoこのようTr･帆Hlが.bil何T=る意味かもつか

ということ比別uc怖尉するが.とりわけ1%要yt点け同郷地域で 1町渉を基軸として鵜民腐Z)

伺憧分解が進行して行き,宥細魁の鵠把と脱良民化･雅鮒 ヒの進行は地主軌の下にかける村

落が再生産扱蛾としての繊維を仲止することを忠昧しているOかくして生産力むよりT,'tqの

兇屈めために結 ,地主机下の村清Dあり方の改変が要求されなくてはならTZかったOr

機 動 .岡山眼下での噸 切結 8月8口から9月6日tで約 1ケ月',lT凱 全良的ひろがb

をもって長軌 こ鵬程している79:.こD地域もその例外で結たかった｡ 8月9日の岡山即での

米価が 1升 5O銭を突放した朽細 動が鹿;担された広･を1つの染織として 12-i3日VCは

ぷ扶 Dtl'-クに漣 _Lているe藷IB部で淀 .松杜町が 12日･川辺村 12-13日･純血･興味

一 句井田村で 13日,ついで大草付･足守町で 13- 1▲l日にかけて米轍動が惹起されている0

8月14日のLh掲新帝は ｢さをきだVC聴講低速せる節約として-齢 言うべからざる空気

放り.仲川靖鼓動創角するやも測られざる状了盛とたり｣.布/i-_地主藤田L.H救済鵜金 1000円

名-堤供する｡かくして官女動防止のため野某を中心に夜曲●り(人分会 ･消防組vB幹部が協独仏制
5-作(,て行くnかくして騒hy'上｢111日軸薄物5･合はvc農民大会を搬く｣という駄文と共に.

大井 ･足守に拡大して行き.七二年円当局LZ)とった日米横式刺任 J,,⊂対する批判の中からついに

1200人余りが ,米懲解裾野 ･酒造繋御船に白米の肢う:･を歯謝するに至1た(｢山擬新報｣

9月 8E;守 )｡この r_うな地引･1割 寺lriも駒乏化していた克釈放籾藩の人 f々:dヰ 心托して斗

わされ,tものであったO勿論巷加した人 の々名称士現在のところ 11名しかわかっていない

が.末節政和T.#D人々,Dみならず ,十でtn:考斧した総出化の危棟に1らされていた広汎f2人

今の参加､り中で支えられており生活をまもるギ])ギ T)の斗いてあったことはいうまでもrrい｡

この大正7年D未払劫を一つD旋回基軸として小作争抜紘新しい段階へと発展して行 く｡
I

大正 7年以降 ,f3的化もILII的把も.la慾を展開をみせる開山F,fl雌民運動史D中でも.この地

域:.i-つの拠点として重要･Jl･鹿茸をvu29Dであるがここでは この地域の間領に舶足し71･が

ら梅岩'11石･す カゝて斤うつ

-I.::.J-



大正後軌 で分ける雨,･1.15平坦地足守での農 民鳩命rl咋｢才 15歳｣ I-C示-_Tl.Lる1Rlく.経常而
辞 1- 2町屈と0･5-1町,Vfか fI相が みられて bり.この筒向は桝柵初鞠に至1て非珊K.汁

〔1Llしてくる ,す7tわち り･5町以下の下かiJ.JRの腹腔 民化qcエ1て 1町荊経の階柄の増加

:,Jjl'みられることにfL･るJlた土JHJ.FT:fT的係か らこ/)動向を.ちとずけると .｢牙 14義｣Qt示

さ･れろ如く大LF_6 ･7年以降 ･lLiTT以下t,D惜11うD朗七と .3町以上Rfll.:の純少キ認めることがtil

来るO このことlr-t村内外の中小地主旧の:t･他項年と村内に7作 ･自′ト作前進q･一経営規樺 1町

的后Z)rn民眉の旅頭弓日日柵すろことが佃点るo･5ら忙 ｢戸数割滋｣把よると ,7等級以上g)

!止上府魚除く全腿民桝に及ぶ倣 しい上下変動がみられ ,18等価以下の下JtLi頗 民の大lhi.jiTr独

渚傾向と IO～ ltl等級-D怨民間Z)発展が書削.巧出来る｡以上}).T_う花考察にもとすいて ,臥

通が峯J-6的vc堤Iliしたところの火 n:jilig!_L'lL陣の出 民Ii,,5分郡が .中小地主と下府良民の没落

とLFT.FIR-jのり行進 という弧点け今后T亡り挿細々蛾.Tl軒維TL･くてEJl_7きらめとして も.大きた供少

IJiTEいと思われろ｡たし/〇･に｢,1･14･15滋｣J一見rT7良 半唯化傾向を示 しで･まいるが ,

カ;,ラ.ろ鞄繁れ以上73如きIIui民活幣WのFIき0,7ち丘としてたち現 われたものであ1F(.a

で(･tl町前線ErdE.11位嫡D前進州 IIT.旭 -rTLためて3)ろ うかOすでVrl呂.施した如 く大iE糊
rLかけるこの他蛾のむ萌恥戊,D特野;,t末女二毛!L-D毛足にもとす くものであ ったOとナ九げ
巾戯IBの生癌プ)発展D･みちす じir､t当終 りこと,t寸;ら奴当 1.200石 (中田 )vi=も及ぶ ,従っ

)71歳とifT_hi･の窮乏化性町税締.m名が ,た止 2年 17人 ･3;.T--24ノ､･.壬咋 li人 ･5iF-44

人 ･6;1･ 17人 ･7･;(:110人と紫根しこ行 く退 ･Jが 王 1き;)ホしてい/3VllであったO彼等も

また ,小作TLlであJL催E)打率′)､作鞘の収 音 から0 .1'# 敏 i･lLE新計守るため托せ.必須の表作と7t

ら:･3てあ.､十･_8
■

かくして ,El作彬TL)拡大と准営o拡大 ,それに と も 7iう/J二蹟力DITEJiCを企 凶する巾LLI'lut
地主制支足下i/乙部乏化してLiく筑L'こ77れ仙E的 土地 H7;(]とそ九を･J.仁鰍 てす る地壬tl'･)支配に2･l

I;.,lで示与′Lた地土層 tJ二郎ナ'l'斗いtj.T･:礎十･も･1 ,vll,Ap-tThL.I/rlC戟鵜 していたC.
火正 12羊 11,J13O｢1.作柄不況が f佃 !r_上値r芋で小(,F料永久 'i剖舶'HBを懲求する′ト作

争議がたゝか･1-;;される適確で ,腿郎 昆合が烏!.'成 てれ ち｡ついで大JIE13J'FIG);J2日.日.木 見

iit組合t;'爺陶珊合金が鰭成され甘tlJll･桜ロマ卸削ぎBk二fT,+_るLE汎Tr細転化が耳tされて行 くaこれ

少こ先立って上hlrj=-て;･HJi揮 D斗令のil'a牡 )巾から大王 !?.'LF12月9日に.′ト作人 103人

を!･貨コiした日D蛙勺二王軌が,t..;;成され .′J､作斡米久 4.ilJ)碑をスF･-〟 /としでかかけていろ｡

かくしてこ･Z)地 域托上JB瓢D推神村 .後口茄節 -.料 :頚とjtKnEI【削 ru?:癖 合 金の拠点と孝一､

た･Z)であるc

lfLとtrJよ,)/-I.ガ過 勤 .小作41rJ ･E3g:避軌の鍵,liqi..iうやく寄生地主旭VTL上る村落稚
;I.'Flが不可11t･_･=;,E-,I:たたこと:-r･rilきり示 Lていふdそれ｡I irリ時IJr悩･衣桁力による地王制下

1 16H-
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のけ者把握がむつかしくT} 〔て来たこと甘示 し.ている.大正肩肘舵 至って ｢用水組合｣や ｢

打消 ･町議｣に巾粒帝か馴 iLていること総 ,寄生地主的支配競訓鮒 rtの弛掛 ことも7tって

現われたもZ)であろう｡この よう花村措細道の変好は.腿柴生産-JJの発展と日本資本壬弟の金

融独占段階への当連 という動向の中からもたらされた,腿民fFlの分節とそれvCともZtう個々

捌き辞任営D独占化の耗男たち祝われたものに外TIらなか1たOかくして国家権力の村落に

対するitr応の仕方は大きく変化することVEなる｡即ち .従来e)等生地王府をリミックアップす

る政財1-その修正を余譲なく郎 Lふ ,その典塾が大iE15年の ｢自作腿創線維侍政簡｣であ
J_
つ /し 0

5. 村 落 約 遥 Z)朽 網

明治初IgJの催柁 助7GJ-山じて成長した他室的_tiLiIFT有寺士.出藍旧をtltIしく分解せしめつつ鮎

羊小作的係争三相にする地毛n'･)軍配的場J1-,-3F戊して行った｡私;空比こから.::rJ._,'二三rLごろ支Tl

統肘j洩絹と地主小作㈹住とflf-ばれる生度は)孫のば体を群生地壬tBflと規定し.密生地壬の支配す

る｢村｣を近代的手･i藩i■呈止と考えて来た｡ところが明櫓中一苧I以鳩 .とりわけff7諦平坦地域では

地主削下の打落が醇Lに･= lrこ,巌としてTv⊃偶臆を搾止 し.大正糊に入ると地主屑の村落統制壮不可
糖とTEる倍とII生民屑とJ)対立 ･オJPiは狛 じして東rrcD一方日本iJf持主為の敦盛y=もとず くより

拡大せれた国内r打壊へD要謁.:rJ:地王制そのiLのをL11'祭Jfんとするに至る｡大正欄vc斗わされた

米放動 ･JLi民主E劫自体 .資本 射 lT)JFU◆.Jp-と泊aP j叶Ifの結抗であったOさらに大jE太一相和初期

にかけ も日本の政治過櫨は ,伯Ⅶ 2年田中ぷ-nF:/.Jの成立一昭紬 6年満州!拝変という帝国主義

的伽 への歩み争柑 ナていも｡かくしてilr詔-Dj∴;hIjjJy=d･失 うどころか .村落将道の中での矛盾

と抗争のt,rl茄となるをて至った地主旧の排除と1部上腐蝕民同争加えた新しい村落統制のあb方

が望まれ為に棄1たoかくしてすでVC大正 lliT35-えられていた自作脇創設嫌持政辞が大正 1

5年実現すること!rC行った.

円作彪創設維持政W,i｢小作争議各地--1JRJI)年ヲ逐フテ解熱 ヲ加へ殿村 ノ不軍ヲ招来スルニ

至リタルガ為小作人二対シテ土地ヲ所有七ツ./剛乍良二向上スル希望ヲ充シ以テ争議ノ解決｣

%･計らんとしたもDであ〔た.従1て .その択りて近代化D方面を一部桑放したわけであるが .

腿林省腿才馴ヰカ絹若めている如くそれ扶中JiS眉舟先軸とする脱民の抵綻運動の中から生み出され
たもI)でH:あったが ,腿民が円らt'D手で屈〔たもので仁tなく,国家権力LT)例から改良的vc施行

されたも7)であ1た取り妥協的なものであり.こD胤威令･うけたのは ｢牙 14･15表｣が示

す如く1町-3mrの経営と.3- 5町の土地所有規供 d̂･示す上層脇民(自作地壬と申塊上層 )

であ,,lた｡かくしてこれら上届出民riiは地壬的土地所有から部分的8A(_せ よ解放され.E3喫経営
上村渚内邦での在位性を確立するに至った｡

しかしをがら.このようfE動向の転横となった昭和 4年以降も小作争汲 ･,%民選動比一向に

かとろえず ,数倍的把は増大博向を示 しているエ)であったO即ち.当庄和寸落支配梢遷,D危他を
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瓜民田の分裂に決めた自作ELI創設政策はその限 りで失敗を興 したのである｡

ここに新た如 ]寮権力vcよる村落統御K)テコ入れが始せる｡昭和 7年 ,国会rl･rji_沖憾 済更

生計画｣を発表したOそれ以降 .電生地駄/)川 虎机上じめ村の有力者 ･有識者Ii･包含する佳済

野生委Eiの手【′こよって推進される ことvtfEろ｡村の上vc酌 .そして中央in=,rkL-林大臣の諮問機関

としてのL.3-林沃済拒生中央委月会が組転され .弱体†とした村:#計上恵下達の中央gf･権的ル - I

({よって国家倫力に結びつけ .国家推力が蔽接触で村落を盤提することVCた1た｡か くして昭

和13年e)国家揺動月法の公布i:共vc地主 ･自小作上厨E3か中心とした打落支配者壮官僚的支

配機構の中㌣こくみ入れられて行く｡ この上うな相帯構造再舶の動向は独占資本の帝国重森的俊

昭のための基礎的な条件であったQ

と(,C_かく上からの改J即二せよ,地主的土地所打D綾過とaL民的土地所有の前進は ｢オ 12表｣

が示す榊く,洞蹄Z)監守でも‥化斬,I)折谷でも過め手.1るし.｢オ 15表｣が示す-/Luく 1町以上

るに.生産力の売店は ｢オ 2B･JJが示す,.Lnくけ.ntTtn-,剖Z)5'.iLJL的発展以降かえって低下していノ1,

し,人rj流iijも次オI{拡大 しているヱ)比何故で為ろうカ｡地主制の-3l芹の,=%分的帰帆1生推力

Dぎこ腔をもたら弓たいのであろうかo私選とtそのTIJ潤 を鞄争逆行!n=究めたい｡昭tql初糊以降の
三二祝批範とシエー T/の払大紋,1:こき民の拡大停Jl店を田谷し.生産力の兼良香･完全vt挫折せしめた

･1_)で孝1',｢たOかくしてF:‖諏平1日lJ山では,I.AiD.L'(道化が拙謡と/-,rり腿地政昔政も新らしい1讃J産額i

LLれて来Ij7:くくなJ,ていろOこれ,,て対して北部ではは拙攻林政 .齢j?i.I.=THbL,Vf_産という型で同

Lil.･.点 vE堤丑近代化a)方向が/i-ら現われて果ている.

このよう7i助【:Flは当 .:;.'1拙攻-N-を基軸とする生膚 .,態としての村ITi･柵造,D変浴の中からul融

がT=されなくて托 ,そつ汚野的な必向を誹明すること什出来ないと思われろが .私の,本村でCr)

,iREBではTrい.,

(附記) 近代的和語hS-鹿の良体抑夜内野について当.現前及しなくてはをらTzいのであるが ,

,杏;:営(て肌する資軒,'J招 いため概念的(Arたってい'.7a7tた杜金主苫運動が展棚するのである

が充分松討LTJ果なかったので後Eli.･せちたいと念噸してい/38

6 藤 田 家 D 存 在 形 14&
太 田 (.'LT

苫鵬抑足守町苔･基部･,.こ明治期より今次腿地改革vc至る期間 .岡山県下の有数の地主として君

臨した感Er!家をこゝでは分析LZ)対象としたい｡伯しそa)頃合.依拠史料が化かの範囲に限られ

ていろlT_め .明(I;3･大正期i,(かけて.Z)同家の存在呼感の収載有権 く 1部のみ しか為し得ない･!]1-

を予めか断 りしておきたい占

明治 37年の ｢炭俵院多'ia納税者執ETl互碑人名滞 (岡山県 )｣を敬うと.藤田家 (林蔵氏一
助斐 ･平民･庵応 3年Iii)は爪建部の′七位 ,rJaki･.郎2)野崎 .苫田郡の土居 .邑久郡の服部‥ヒ
道郡.･D伊原木 .縦窪純の大府 ,岡山市の坂本 ,耶由糾う権藤の各家IK次いでオ9位(直梓国税
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別 6妾 疎田家 明治20年所得状況

I.永緑社株式 1540円 ･････-･- 此利息 bLO円

I.凝付金 2,687rLl ･.･･･---･･. 此1ヶ年利息 225円

1. 中山道鉄道公偽証 1.200円 .･- 此利息 84Fq

1.社家7悌 ‥･････-･･- ･･･.--- 此1ヶ年貸家貸 42円

1. 地 所 貸付地所所得 819円

合 計 -･････････-･･･-････ 1.230円

駐日)頂田家文群 ｢所掛金稀明細退=｣(明治 20年)に依拠 し作成

明治20年LD蒲田家のTyr柑状況をみちと節 LG農の如 くであるo所1'-.q総計1,230円LD内 .

艮付金226円 ,fS什地所々得819円の2項目が大部分や占めていろ郡.株券 .公titnTr有か

ら姥す る札t1､はげ少である郡が特敢的である｡即ち明治20年i･3段旧では,同家の抜去削ま高利
I-で推F･:と小作綿諾(主として小作縄だ)か ら成り立っており .有価gE券ヒdj傾向は未だ端初的

であるf71を評;潔!し得ろ0
JP

第 17蓑 碩 四 賀 所有地状況 (明給20年 ) ヽ

rmりI所 踊 村 FTr有刺 田厚別 地 価 此小作米 代 価 I,利 金

.上足 守 村 町樗 畝 歩 円 石 円 72.:i(;350.2L32 -1,軋6.5.03 1宅..115.I)ll 145.252 726.26526.426

JJrT}▲ll l下足守 柑 10.0.5.01 EJ.0′tO.61 1lJ5285茨阿野付 7.L2_12 5.961.253 72.632 3f;3.175 49.72二三

特 上土m打 2_1_12 loヰ,87 2.2LI2 ll.21 6.687下士 田 付 1.8.15 149.56 1.938 リ.69 1.8ー3

都ii 門 嗣 柑 f 1.7.ll 102.05 1.823 5.115 3.7Jl

福 崎 柑 4_5_08 800.,53 4.746 23,73 3.ll;1

fTl 中 村 2.0.2.10 1.辞6ll.182 21.19.i 106965 7.77tJ

堤 .良 汀 2.O_4.16 I.7G9.92 i:1.4'2.-i 107.116 13.905

北 淋平 付 2ー0.25 156,34 21.179 10.持95 2.661

高 塚 付 a 3.O4 lRO.234l 2.̀12n 1'1100 2.593

小 山 村 1.2.8.06 1.Ob,5.66 13.430 67.15 ll.55/I
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粟 井 杓

蕊 ,･1 空 売F77565
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.T,127事 27.135
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3.,I,2Ji 2.r=).'3.60 3.- 】 18.2Lq
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卜 とi.5.0.2.Tiト- 6.tnT,ll.∫)り5 S9.99() .lLl9.515
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】
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3.3･ti!. lI)'.71

6.ll)2,SH Lli),6′15

揖 畑 村

し､ -印 村

上 野 村

盛 Ì

粕 谷 柑

5,7.1.'i

慧 i二二語

fl.5.1

51ll1'･目 指L川 ■iJL

訂㌃~;㌃仁 ~:~川 3前 ~

r)5.3.8.27壬 5.3,don.536

4.り5l ;307JZり
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ー172-

札59t)～ li2･!15

2('.-･128≡

完 音 ｢ 霊 ,::1

3.･日.日.I;52 6EJ4.Li25



戸 所 属 村 所有田畑反別 -地 価 此小作米 代 価 利 金
三 和 村 町反畝 歩 円 石 円 0.452

捷苗;那[ 2.⊥ 10 132. 1.300 8.50

l広 面 相 1.2.9.01 471.40 8.000 40. 15.172

河 内 付 1.3.24 91.60 0.800 一. 0,825

上加~茂 村 2.6.4.20 L274.54 7.594 87.97 2ー846

4.4.7.O8 2.391.34 21.124 165.62 24.329

l都i 芸t 惣 爪 付 8.0.5.18 7.410.094 94.672 450.34 60.125

加 茂 付 1.4.4.10 i,186.84 16.490 82.45 18_935

冊 骨 相 1.3.28 104.5Cl 1.588 7.94 2.436

新庄 下 村 6.04 20(～.19 4.272 2LB6 10.503

9.1.0.00 8.9一一7.624 116.922 562.∩9 91.9n9

l窪堤那 赤 浜 村 1.5.1.20 960.62 10.829 54.246 5.961

○ 木 村 2,0.24 150.30 1.4.94 7.4岳 0_496

摘 村 4.8.23 18】.05 &586 17.90 &f734

逆 相 え 9.03 85.55 2.07f暮 10.39 0.C18

下 ○付 1.9.1.09 7t19.62 3.404 67.32 28.366

4.4.1.19 2.117.14 21.tlSl 157.276 44..369【

上 -Ii冴i部I 宕 川 村 .3.6.7.04 2.:;64.751 24.126 120.625 3.298

固 士 付 4.5.20 386,60 2.828 14.14 6.222

瀞 山 村 2,6_01 171.871 ⊥609t 8.045 1.084

4.3.-8.25 2.923.22:2 28.5621 142.81 10.604

総l 計 88.3.6.19 69,739.861 907.331 4.512.447 865.7ii>6I

完封1)藤田家文懲｢所得金筋明柵 ｣(明治20年)より作伝も

更に明治2n年における同家の所有地状況,I-み ると(弟17衰参照),矧瀞部41ケ村に

66町 3反余 .津有印6ケ村に4町4反余 .舶宇部4ケ相に9町7反余,銀星郡5ケ付に4町

4反余 .上原却3ケ村に4町3反余 .撫計88町3反余 (地価総計69,789円余 )と極めて

広範囲に亘って所有している堺を招致L得ろ｡比の所有地から上がる小作料は907石余,そ

れを代金に直すと4,512円,利金は865円余となってhろ｡藤田家の地子米売上状況を示

した第18糞の明治20年の箇所と比軟すると,米丑はほぼ同一視し得るにしても代金を総計

が筋18表の方が約1,000円弱多い耶 ,更に利金が小作料街の19%にしか当らない印が大

いに菜食を持たせるが,所得申告に当-,て作成した史料の制約上止むL･えなh中と思われ る｡
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第18表 藤田家地子米売上状況(明治22-大ill2)

年 度 米 丑 代 金 1石に対す る代金

明治 20 俊 円 円3.919 6.488 A.2.08

21 3.7L80 6.292 (.,f:-94

22 2,808 7.868 &406

2.3 3,746 8.424 6.747

24 3.538 8.2年_8 7ー002

25 3.636 8.107 6.687

26 3..556 10.041 &476

LEO 3,645 18.058 14.862

82 3,217 10,276 且5!tli 12.424.33 3,665 1丘.182 1

34 3,328 14.791 13.133

36 3,369 16,172 14.LIE)1

37 1.324石 l&.184 14ー41639 1.220f20.882 17.1ーIn401,169 1且,972 ll.94641 i1.240 15.517 12.510

43 I.073 20.664 19.249

大正 1 L l.r■OB 12.099 10.648 .

3 I.251 19.792 15_173
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' 年 配 一 発 - . 瓜 代 金 1石に対す る代金

If大 正 丘 石 円 円 i2.1.2011,344 31,686

6 i,21,1 Lil.′12T3 34.121

7 1.22【) 57,8!=17 47,425

tq 1.,291一 40,733 31.530)

'' 9 i,2畠3 3-4..377 i!6,780

I1一一 (;言己叔ナシ) lI

■̀tJ l lユ 1,i!85 44,009 3.,i.232

II.-

註 (1)藤田繁文省｢歳Jt両地子米吉i'L-壌通計盛｣より作成

(2II長(石)円以 下端数は全部捌舌
J▲

(3J大正37年より米態は石Iとて或窮まれてhろが ,耳 ･石の換軌 ま･l斗-1快であ

るo

l

川大正R牢には｢大夕甜 ｣,同9年には｢iOPコ以上ノ御 飯ヲ=i約 ,大々失敗｣.
同1I. 12帯には｢杓可十TJ｣と夫/Y朱告があるOI

明治 20年_川 大正12年た至.る嶺m家の地鞘 -fi上状況は鮪 18我に示 した如 くである｡

柚子米それ別 紙 臥T:TLu.は苔 し}LCる変動をみせてtLヘザー定位を侍ln1秒 ⊂示 してh るが,米軌 J/,

賓称 こ上って売上和は大きな変動をみせてt̂ ろ｡明治 3叫 三 ,36- 39咋 .43叩 ,大 正['

くFJ-～大TE12年,4'.米紙LTl箱船 した時卿でt,,ろ｡

1 蔚19喪 蒔 田'#大 正 10年所有地状況

所J:1,3の轄類 L_竺 竺 JJ=す む嵐所 反 別 地 価 I′J､ 作 .莱

忠 .小 作 青鮎揃 足守町J 日月尺畝 プ 円 右34.7.8_24 1(J.332_.98 4tSR.58ー)

田 自 作 一ク 1.i.5.18 52..1.85 18.575

畑 小 作 /y 巴 0.8.25 649.78 12∫)30

畑 自 作 /y 1.2.02 50J6 1.200

濁 小 作 阿曽柑 31.2-1.13 ! 15.518.82 3LaT.Ij60
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所侍を_fJIずるJb7所
凹小作 音節郡 粕田村

反 別

町反 故 jB
1.2.7.10

〟 鮫社町
LrJ 小 作 服部村

/) /i.石.汁

/J Jft-I.F_.'3,.it町

畑 小 作畑 小 作

幣谷村

繍津椛即う呈上吋

都草加 JJTU-).iけ

賢 二

====訂

5.I.(J2

2..r).0.0り

22rHH.) 1 6.13(J

.nlO21-;1 1 26_6SO l

17.2Ll ⊆ D･100

21.10I 0.540

町反 故 渉 I ｢11O6.2.02'･lE .M,86,ri.65

註 (日 藤田髭文lJT｢_-ノこJtl0年4月m'F_1,JtTr軌 Ll告の原夫JH)作成

明約:ZO年以降藤田家J)土地iTT有の規執Jさしたる立動をみせてし1なL,､o即ち,大正 10年

- rn扶 fTLl.;:rf:P,･19表によって憩うと,川 6町衆を所有 し膏 田1町 1反余 .川8敬 を巨げ匪ろ

1･hは,,%て,JM に出し.総計1.2･10F;LTT卜作,y-を収納し¶ 屯.明治 20;F･LT,土地所有は R8町3反

東でL,i,る畑 .それ以&･259即 Rに 18llrr(,)拡大香山 TTいる に過ぎつい 凸土地所有の拡大は或
し ろ提旺副TちLD状感 となり,それは-b-有価証.券投賢化tr)拡大となって現出 してい るのであるo

㌍&.;寸1日 0(ト令門;l!lT,LrF層 威克㌣Jjj67,800令円L亡鳩:缶が注L=]･tされろLT)である｡岡山瓜
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ほおいては明治 28-33年の間に類本制的生産の飛騨的展開がみ られるが ,比の様な展開-め

地主体制の恨拓が有価証券化の拡大 .更(こは市街地の建物購入と言った形となって頚われろので

ある｡

第20衷 藤田家公統 ･株券所有状況 (明治37年7月)

i～ 公 憤 ｢株 券 名 額 面

超 理 公 債 証 や 6,300円

軍 叩 公 佃 証 芯 8.500

大 日本 帝国政 粁 5分利公依託哲 2,250_

大 日 本 帝 国 国 JiE tIモ 券 24,850

特別大日本帝国政府5分利公例証 群 4,400.

五 分 利 公 依 148.1ー)0.

割 増 金 附 勧 菜 倍 弊 1,380

貯 蓄 債 券 150.

岡 山 県 農 工 銀 行 1,460ー

庭 漸 簡 行 5.775P.

足 守 銀 行 2.960

山 陽 商 業 銀 行 19,050.

絹 糸 紡 研 株 式 会 社 2,800.

中 国 鉄 道 株 式 ■会 社 67,850.

日 本 郵 船 株 式 会 社 2.500.

大 坂 株 式 取 引 所 900_

大 坂 土 地 建 物 株 式 会 社 1.260

｢ 伺 _.h 米 臓 株 式 取 引 所 800.

東 京 鉄 道 株 式 会 社 3,000.

岡 山 顎 気 軌 道 株 式 会 社 1,80_0.

南 海 鉄 道 株 式 会 社 3,500.
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公 憤 .株 券 名 I額 面

阪 神 電 鉄 株 式 会 社 l 376.円

京 阪 電 気 鉄 道 株 式 会 社 13,000.

大 阪 商 船 株 式 会 社 5,876.

山 腸 鉄 道 (670棟)九 州 鉄 道 3,856.

合 計 332.832円+(670枚)

註 日)藤田家文王!･｢公偵雄二株券台帳｣(明治37q-'L7月淵 )lこ依拠 して作成

第21衷 藤 田家 大 iE1 5年 所 持 金筒 内訳

収 入

I. 金 28.080円 但し米 828石代

1石二付 115円潜円

1. 金 12.9;10.53 配当金

1. 仝 11.R49.:?8 家 T1

1. 盆 360, 銀行給料

1. 金 429.98 才'i'与金

1. 企 200, ql鉄報酬

1. 金 900. 3̀i'与金

円
計 55,649.79

jl llI.

円
1. 金 23,411･48 諸税金塊界

】. 金 4,238.31 傭人料井他

雑 兜

円
計 27,649.79

差 引 計 2.8.OO0円

註 (I)穣EEI家文占｢大正15年度所得金筒内訳ttF｣に依拠 し作成
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かくて,於こ!1妾に示 した大正15年のnf-('El状況に61.11れる如く,小作米代金(2,R98円)

配当金 (12.930円 ),家慣(11.849円)及び銀'r-T･鉄道役員報那 (1,889円余 )と

亘ったPTq部門から紛 ｢5T,.84n円と君う凝大在所得を可能ならしめ,更には2.800円としへ

う純益,=t･所得せしめかこ至ってL̂ものである｡

以上の分析S_･J市=こて次の如く稔耕し得ると思う｡陶山択南部地域でE3宰浩体制下に.･rJ･Lへて既

に広碓なる地主的土地所有(TJ鄭 臼をみせているが,当足守地方もその例外ではかへ.従って,

藤田家も既に幕末･明聴初期におしへて相当の土地J=r壌併し.大地主uj原梢をなしており.地相

改正増野こ柁宮を拡大し,明治20平段倍にはS州 7■JiBJ)批 ヒ地主に成長したと考えられも

小作捲営中心L7)暴貰富は明治28-.13年に至ろ偲F食掛こわたる渋木制的生産の健闘によ.Jて

射 ほ )kLL,有fT耶 浄化或いは丁打砕lk軸物E.'S入化が 日向を見せ ,明治末lgJ･大n:年r掛こは比歓

的樹%'な蓮JLfl･の泌禍をみLi一引こ至っている.

かかる大所l''Jllたち地主Uj存在とmT蚊とL,,,lr･rj矧 J,｢足守町['20声tD円4分 ,即ち,240

声分の納税を藤田氏が負担｣(山伯新拭 ･大正14}'tl月1日)とある如し,PT付御施行下に

I･'け ち町攻 Iこおし､て示した地主の役割が注目されるJ)であるO更にLf,地主閉め対抗 ,地主一

小作人riBの反日.地主制の-X･(5,異な7JJi座視政争もっ出払増価LD対立等がhか こ町政に反映

し.即慨 をLへかに動か してLJ,くかが追究すべき丑更改間超と′よると思うが ,かか る紺問Hgの発

火′如 ,大正19年uj亀'卿 T,書跡 における樋田私伐 (大地童)と板野高次(藤田に匹敢する

地主)とU,,:'咽畑 ujtktfL隻b(申同氏i7･大正9年12月18円)に求められると思,,.

--1丁一･･一



第 2節 停 滞的米 麦作 地 帯

坪 井 - 収

I. 足 守 町 の 農 業 の 内 容

足守町の総虚構 69.918町歩 .その内訳LLi',田914.3町(I･1.08% ),畑 293･6町

(4.2% ),その他山林 .採草地 .放牧地合せて 147_2町 (82.7% )である｡南部の足守

川耽域L･こ平野が開けている他はさまとんど山がちであるa

桝肌利用率 161% ,二毛作率 66..1%であるが .これを地区別にみるとオ 22表の通りで

ある0

II

才22表 出用地面崩の割合 ,田DflHTILL,及び平均反別

+!足 守l豊富芸. I田l 畑 lそ の他 氏 .Z)利 用 度 平 均反 別

農 用 地 -毛EElil二三可 その他

r 22,I.24 188.72 32.14 06)I 陶 柑 5.6

( loo‰) ( 90.I))( - )( 10一tり 25.1 71.4 3.5(- )
ri大 井11 167.28 . 134.49il5ー09lIlワ.70 I17_lI 2.8 4.0( loo拓)(8t;.4)( 9.9)( 1.7) 17_I 8fl.I ( 0.4)

鳥 近lL- 238,84 1 Oa47! 41.69 28.68 lJ IB.9 79.0 2.I! 3.3-( loo‰)( 77.9)育( 19_2)1 ( 1.9) ( 1.2)

F ｢二 言誌 2ヒ u 10OOA, l135.L15136.07 24.6lii .I.7 ｢55.4 2,9 4.6( 7聖 ｣( 20.9)l( 6.5) 旨 く 1-2)
一 :(2,30:去9沈 29芸.9l;80.84( 0.a)巨 8.0 】t5l.1 0_3 4,4( 1.8)

註 蝉 (如ま町歩 ( )内は畑 ( )外ほ田

これをみると桶谷 .岩田地区の二毛作串が 5090'て .日近大井が約 80%.地区別vc差があ

るがこれは北部,DL)｣問印に温田が存在 して良作不可虐政地域があるからであろうo足守町の北

部と軸部とでは艇策形励 ;多少異な1ている｡即ち北部地域は書棚高原の南端に属していろた

め .畑が繭部vc比べて多く(耕作面桁中田は 70.296.畑は 23%を占める ).多くは急傾斜
地帯であるため収益性は低 く.山間地･13の田については珊田.老朽田 .性田が多 く収馳ま少T-･

い上に .経営規模の小さい零細尉家が多い｡そのたわ経常規韓の安定性から長期作物である果

樹に転向しつつあり,抑制疏菜 .酌良の7:LVi人に上り有坂物肥料D投入丑増加vCよる他力の培養
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と草地の増成等農薬経常形態を合理化しつつあり.南部と比べて牌♯形態が進んでかり･農薬

め"新しい波.は北部から始tっていると云っても過言ではたい｡

これrC比べ足守川洗域VCおって開けた平野 ,南部地帯は .ほとん ど水田地帯(田け 90%近

くを占め畑はほとんどなし)で.伝統的米麦作vc肪革を加えた農薬経営を行っており.岡山と

言)労働力市境vc1時間以内で行けると言う交通的条件のため通勤農家が多く(ことvC農家子

弟の通勤化).顔紫収入が壬の腰勤ま伝統的米麦作を行っているが.碑集良家の申vcは ■収入

の向上を計るため多角的経営vc切り換えようと働きだしたのが南部地域の実情であろう｡

足守町の農枇 一口VE言って,米麦を中心とする耕種点薬に繭等･酪胸 ･抑制就菜･温室J
p･/･ブドウを加え .北部地帯vE入1て比林黄か加えた農薬経営である｡第 22表をみれば分

るであろうが.特殊園芸 ,果樹 .歳菜で全販売鞄の%と言うウlイ トを占めている〇

才 23衰 足 守 町vc於け る農 産物販 売 勧

部門別 生 産物 名 版 元 観 部門別 生 産 物 名 販 売 額

#頬 水 稲 96.140 特 特 タ バ コ 25.737

小 麦 13.609 殊 殊 曲 亭 20,714

裸 麦 ll.389 薗 曲 抑 制 トマ ト ll,700

･大 麦 3.649 芸 薬 抑 制 き う b 8,500

銃莱 玉 ね ぎ lU.500 輿棉 プ ド-(温垂) 5.750

結 球 白 菜 7.609 プ ド-(序路 ) ■4,200

す い かき う b 7.Iloti.750 桃 3.930I

註 各卸 1の中上か上位版元板を4位tで選ぶ｡

単位 1.000円

(昭和 33年旋 新市町村建没計歯音vc上る｡)

救 類 疏 菜 / 工 芸 作 物 果樹

･ 特 殊 園 芸
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これを作付面積の面から現在と10ヶ年捷M:かける計歯車とすみてい(とオ 24表のとう少

である｡

昭和 J3年度と /cL9とする膚軟で ･j5-I-

これを見てもわかるようVC.大麦を除く食掛1I0ケ年後も現在とほとんど変っていZtい.

その反対vc.成長作物である特殊工芸 .野菜･果郷土伸び'ている｡即ち足守町当局の方針とし

ては上記vc触れた上うVC.ほとんど限界vC来た米麦中心の壬軟式農業から.新しい虚業の果樹

兼の果樹･抑軌疎菜等の成長作物vc切り換えようと努力している点がうかがえる｡現在の反当

収丑を水田地帯の足守地茎vcついてみてみると31･25玉の通りである｡

米の反当収量は .大正 ･相和の中期まで2石代であるが .近年vcかいては2石を割っている

年さえもあり.大体vcおいて2.1石から2.5石の間を坊け切れないで.停滞的であると言える｡

特UE.大正元年を100とする指数で表してみるとこのこと壮顕著である｡

麦類は大正時代vc比べて反当収艶は伸びてはいるが.全休的vE見て停滞的である｡そして.

足守町の平均反別は5.3反と.岡山県の6.1反 .全国a)8.8反vE比べても低く.経営規模の零

細を農家が多いためと.ことvC蛙近vc於ける商品脚 と労働市場の膨張vl上b必然的vc兼薬化

せざるi･得ない状庸vcあり.この地域では通勤農家を多くつくり出す結果と在っている｡ これ

は足守町vC限らず我国の戦壊農村vcかける共通の現象では々いかと思う｡
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第25糞 足 守 地 区 に於 け る米 安 の反 当収 丑

栄 保 安 - ′J､ 変 !

反当収丑 指 数 反当収吐 指 数l 反当収血 指 数 i

Ii大正 元年I 1.767 1(ー0 1.16I 10∩ 0.94 10ー)

ー 5年 2.32 i 132.6 1.07 92.0 1.20 127.7

10年 l 2.00 I 114.3 1.15 100l 1.00 106.4

｣ 15年 2.10(ーI 120,a 1.15 100 1.24 131.9

相和 5年I I2.800 160_0 不 Llj?. 】 - 不 明ー■

Iー 10年 2.61一一 149.1 1.66 144.3 1.78 189-4li

15年 2.146 122.2 不 明 不 明

23年 2.1ー)7 120.4 1.45 126.1 I..qO 138,3

24年 2,126 121.5 L27 110.4 1.2 2 129.8

26年 2.2541 12只.8J 1.61 140.0 1.61 160.61

26年 1.919 Inヮ.7 1.64 133.0 1.4nil158-5■
i 27時 2..219 121-7 L63i 1141.8J 1.52161.7l
一i 2岬 1.976日 13.5 t11.59i 138.3I 11.62 i 172.3

29年 i1.621- 92.6 1.- い 73.0 ･L87 199.0-_-_｣1 2日 .4 !.F 185tli

30年 2.721i 155.5 1.." E 162.7 L94

註 単位は石

昭和15年まで現勢雨査軌 それ以後は足守町の新市町村建設計画態の基礎蘭査編 より｡

- IR1. -



窮r26去 足守町に於け7'絹常広狭別･耳瀬鮎り皿家政

jTJ: 班 モ76戸 114戸 14,q戸 229戸 】4R戸 14戸

j世帯童.あとつぎF180叫 †---.洗上㌃lLl3144+-Tq～. 全 段 家政 l290 18 3 1 5 Ll l r; 2 61 2

38 Jl5l 6 4 34 7

22120322695 9
.13534645524323

1960年 世界B8集センサスIこよる｡

即実第26表を〆れば分るように.3反兼辞農家では脚 72.台%.3反～S反では83.0

%と高率を示 し,5反-1町に於ては約半数の鹿家が食草外の収入を得てh ることが分る｡又

1町-3町の申皿以上層に於ても約40%弱の多数の棚 家が存在してh も｡これを又.曲産

物版禿額の面からみると.30万円以上の中上御座#(二も輔車鹿家が37.7%近 くも存在する

ように(第27表参照),近年に於てその割合が増大してきた.A

gil27衰 息産物販売斬別布乳 湘菜此家政

0-2万円 2-10万rg 10--30万円 30万円以上

専 業 90戸 246戸 .33.1戸 p 66戸

jL,--# 世帯主,あとつぎそ の 他計 24 1 271 219 15占二'5296 6吉 85 19334 ilo .i 34

全 R'i 家 数 592 688 6:王 t; 68

196O牢 世界血漁七l/サスFtよる( .

そこで兼芙鹿家の軌跡こ_Q:って足守町の南缶錐茨地帯とやや北部に位する地域の曲集の動向

をみて行こうと思う｡

盲て,朝渠化ct)itv.,大が一概に血家の貧困化'TJ:意昧ナちと云)ことはできず ,その中には.']]

〟雛人上の出家の子弟の小T碩 LD前課も含まれてLへうことに注意する必要がある0

-- 1.q2一･･



h～15珂 }-′o /C～30 80首

茄l 万可 机上

第5-回 .V*才宮中.せ帝王.

あとつでと.その虐薮鉄骨的方の

占N)る割息の7''ラフ

.て.雅業化をみて行こうと思う｡

注

即ち.註①｢JB集経営だけでは農家経済を再産することがで

きないために行う零細貧瓜の非業と曲集経営のみで再生産す

ることが可能な慮宮地を持ちながら,かなbの資本のいる自

営的感 .及び上層虚家の子弟の行うf!金労働雑業とは区別

する必要がある｡

そこでこれを区別するため常鹿政治氏のいわゆる｢支柱労

鋤力雅薬｣と.｢その他家族労働力凍菓｣とに分類して出産
物販売朝別-#菓農家の申 .支柱労働力発車とその他家族労働

力雅掛こつhてみると,(第27表参照の如 く)彪産物販売

細が増加するに従って支社労働力邪薬は減少し,その他家族

労働力は増加するという逆を現象に気付くであろう｡即ち.

安佐労働力笥鱗 は零細飽家に,そLD他家族労働力雑薬は比頓

的経営規模が大きな戯家fこ衰7つれるとhう全国共頑LD現象が

ここでも明確にみ られるめである｡

従って,足守町の雅張化をみてIrTくために,支捷労相力瀬

業｣とその他｢家族労働力兼業IJLD面から考察 して行くと.

その雅某の佐野が可成りはっきりするLDで,この短点に立っ

① 村落社会研究全編

/'戦後戯村の変貌 '̂ 時御社

2.

2. 串 例 研 究

一足守町の南部水田地符の上土田部落と北部山間地帯の上目近部落について-

=) 位置づけ

中上暦LlB家の多い上土田

上土田部落は足守町最雨で小高い山を仲 こした鹿家数29戸.非農家数3戸,眼前には足守

川に沿った肥沃な1級地が拡っているが,二毛作率は68%で決して高レ地 域とは言われないo

上土田部落に比べて畑地はほとんどなく,水田地帯でめE)確敗軌 ま50%である｡経営規模は

比軌均大規模な必衰が多く.(如 8盈参照)商品生産の第 1他ま米麦であb.それLこ工芸作

物の臓草を加えた足守町tD代表埠米ま水田地域であり,過産物版元執ま筋29表の如 く腿産物

販売鮎等の出家と･20万円以上の中上儀出家が多く存在していることに気づくであろう｡又,

上目近部券に於て見ろ如く.中途半端的中間層良家が少なく,戯菜所得の占める割合が90%

以上の奇策飽家(いわゆる細腰家)と.10%以下の煎薬Ln家と言う様に,曲家層がかないま
っきりと一つlこ分館してい ろWl苗がある｡そしてRl策所得がI0%以下の滞米BJ_家のほとんど

- I.OJ.i一･



が支柱労働力に上る誰某鹿家なのであち｡

第28表 経 営広狭別戯家敢

1 0-3反 3-5反 5-7反 f7- Io庶 10-15反 ･5竺 曳

足守地区 76戸 57 41 64 70 8
(ii>4.r)%) (18.0) (12.9) (20.2) (22.1) ( 2.8)

上 土 田 (110.33品 t (17.53) 1 7 10 3( ,1.4), (24.2) (34.6) (10_3)

(10β%) (22.5) (26.5) (28.1) (ll.6) ･( 0.7)

l!上 目近1 11戸 11 1 9 ー 6 3 -

1.')60年 粒界戯架セソサスによる｡

第29去 上土田部落に於ける専雅楽.q孝別販売額及虚業所得の占める割合

㌫∵＼ 90%以上 90%-560/ 50,05-10% 10/Oo'以下II 計専 # 専 報 琳 瀧 専 栄

1 50万-30万円 正 ~ 7

30万-20万円 正Tl - 1- 10

I20万～ 10万円 -ド - l 3

lL｣o刑 以 下 -I 2!促 ,;t 斬 0 ! lー_l 1-(i-.ヽ⊥ 7

昭利33年度 出家細 による｡

上土田部活における昭和20年から昭和34年までの経営規模及び土地所有規勧 変動をみ

ると第30表,第31表の如くである｡戟料が柵かったため農地改革以前と伽 也改都後とい

うように分けてできなかったため過去14年価を一括しているので ,戯地改称こよる変動か.

それともそれ以後の変動か区別しにくいが.この上土田部落においては雌地改革による変動

がほとんどであると言ってよい｡

まず経営規模についてみると.昭和'1'0年から昭和34年までの14年間 ,変化していな

い良家10戸,上昇している戯家16戸(上昇の柘は1反-4反).下降しているE3家は5

戸(下降の幅は般大6反まで)である｡経営規漸 Uに見ると1町未満膚は上昇しており,i

-･184-



町以上剛･i上昇と下降の2つに同額分化している｡

次に所有放校についてみると.経営規模別より-も大前な変動をしていることに気づく0

5反兼Cl-局(29戸中16戸までこの屈がしめる)は全部上昇 (応市1町5反まで上昇)し

ており3反以上屈は上井と下降の両方への移動が現れ ,下降する者の一部はより大晦に土地

を癌少する｡これらの動きは全体としてみれば ,はば8,9反の線を軸とする中層への平申
I.=つ理数で去って.もちろA,これらはEEB地致帯が直接的に作りだした変化を大きくふくんで

いるとみてよいと思う｡

･'轟ふ薮 上土Tfr帝象にも･Hる鮭常軌猿の療新刊紫蘭

鰐 和 J〟 年

口を和26午＼＼花潔[-′～}.ヽマ一一〆-∫-∃ 一一..P-タ ∫-..′1ウ′～/1-/iへ'1I-/ ′ヽ / 7 ･､′､サ-/? -} 軒
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～d ∠フ
～J 7′ }

-〉∠ .′ 1'

∫-7 / l′ .}

一一∫ ＼ ′ レ

- ? ′ ′ _2

一一一′♂ ′ 2

-/′ ′ ｣2

-′1～ ′ ′

～/3 / ＼ / 1

～/〆 / / ㌔

-.′∫ ∫ / ′

-/メ ′ ′′ _～

-′7 ＼ ′ ′

～/j' 0
～/,? .C

-～l e ∂ l

●､1● ヽ

-185- P



弟3′′慮 上土甘酢 射 こふける酢有鳳額の時節別寒釦

71品-I.uJ.jY 年 '
Iト＼考戊＼＼_～_/･-JZ-∫ifI-ー4.--,5-.-/I;l-7-,f-?′.-′～//l-/-?7(3Ir'〆日I-/･ノ7(カタ-/7'-1Z♂蘇

画才コAE.LTド!IIl ～-I / .～ユ′l / 1 ど

-- _I i/ ′ 〉

~ー~ ⊃ ＼′ ′ l ′ プ

へf/ 巨 ､ I′

～,{ Ii ,i ′ I -- b' [レ ■-＼ .′ ′ ウ̀l

一一〉ア i ′ i一- ユ

-rP I r √I∠～ -,-} i

･--ノ♂ / _ヽ./ 1 i′⊥′出

一一/′' ｣ I ･-｣ 一

-/17 7 l _三 1

～ /-5 II Ii ≡ ドヾ !′

-./_/ 一I I l ｢＼J ) ′ ..′) /′-/.つ I / 日､､＼

一一/L; 】 I A /′ l ~＼＼ ド ′ll∠フ普-/7 tl iir｢書 ＼
～.′∫

-.-/? I ii
一一一三o [ l l ＼＼ ′1,l

.～i'∫ / I LLt レ′

しかしながら8･9反を軸とす る中博への平鞍化と言っても .下降するもののlPには上記

の如く.大幅に2･3反線を下限とする所まで下降しているのか見受けられる｡又･所有規

模は8･9反 (9戸)轡がt=l-クをなしているが,経営規模ではわずか3戸にすぎなくて ･

8.9反以上掛 こ多く見られることから誰某Ll家的土地所有と経常を予僚されてt.'る｡

(甥紳 勺規模抗告'の上目近部落 )

上土田部落は交通の便に恵まれた水田地譜であるが ,この上日近部落はやや北砂 こ放すろ

ため,南部の上土EB部執 まど交5g(の俊に怒まjしていないo庄東数39戸 ,谷にそ-て塊渚が

発達しているため第28喪で見る如く,5反未机出家が55,0,0'･5反-7反までは22･5/Oo'
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と非常に零細的農家が多く,また農産物販売額の面からでも,年収30万円以下の農家はか

りなので .上土田部落とは反対に零細的僻 鹿家が多いことに気づく｡I(第32表参照)

第32表 上目近部落に於ける専兼業別農産物取売額及び盛業所得の占める割合

lr-腿 物脚 得減収売斬 90%以上 90-60% 50-10% l10%以下 計
l専 :# 尊 王熊 ㍗呼 i 報 専 '報

50万円～io万円 // //′ / :// ./ ㌧ / /‥ //- ノ ノ' 0
30万円～10万円 トI - - T - 千 10

10万円以下 千 T 丘 正正T■- 22

販 売 額 0 ｢~-- _正_ A

昭和84年 飽家台燦より

以上のことは次の辞33表の主要商品作物を見ても気がつく｡即ち上土田部落に於て ,主

要商品作物の販売額の第 1位は米麦が占めている｡ (図発は省くが,後の専雑業別一兎表に

よっても ,このことはわかる)那.上｡日近部落に於いて ,米変は比較的岸営規模の大きな

良家に表われ,小親填経営では,エ蒙作物の比定が大となってきていることに気がつくであ

ろう｡即ち小規模経営では,米変だけでは生計できないため,=著作物のタバコ,イ革(特

に脚草加工の別業が盛ん ,熊搬 家でも蘭草加=が盛んであって ,この点上土田部落と非常

に異なる｡)が作付けされるのである｡また自首拳が割合多く占め.米麦の他 に前述の工芸

作物,特殊園芸 ,野菜･欝産等多種な掻腎を行っており(合理的な多角経営とは異なる)輿

的的塵蓮であり,二毛作串も田に触 てゝは91%と非常に高い｡
I

許33真 上El近部落に於ける主要商品作物

南 口叩 作 栄皮 雑穀 い 野菜 エTit. 果棉 特 AE3 そ畜 餐秦 L販虚力 Alコ計
㌔桝 物 ち -jr作 蘇園 の塵 ノしの撫

也別 頬 物 *=F 地物 Lt)家

0- 8 ｢= - - 正 10

3- 6 - 正T 一丁 - ll
F 6- 7 二E 7 - 9

7一一10 止- 6

10-12 !-i卜 3

監 販売額1位のものだけ 農家台紗こよる｡
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次に昭和20年と昭和34年度における掻営規模と所有規模の変動をみてゆこう｡

経営規模別指標では .表の対角線上附近に表われており.ほとんど変化していないのかわか

る｡昭和22年から昭和.14年まで全然変化していない鹿家故は39戸中22戸(56.4%)

も占めていろ｡残り17古のうち上昇しているもの12戸.下降傾向にあるもの5戸存在す

る｡上土田部落の1町以下眉では全部上昇し.1町以上軌 こ於いては上昇と下降傾向が表わ

. れているのに反して .この上日近部落では ,変化しているもののうち上昇と下降傾向のもの

は全鐘宮眉にわたって表われており.その移動幅も非常に小さい｡

次に所有規模別指掛 こついては第36表の頚りである｡ これも佐官頗換別指壕でみたと同

じく,自作曲を表す対角線JjI付近に表われて来ており一上土田部落と比べて上界･下降傾向

にあるものは .仝土地所有者届から表われており.その移動幅は全体的に小さいが .下降傾

向にあるものの方がより大ヰ削こ移動している点は.上土rE)部落と一致している｡

妨34表 上日近部落における掻宮規故の時期別変動

宵占 和 ､アq ネ

r.･.ヽ衣-′′-i-3'l一gI-3 -ち ･～7｢♂【∫-チ ､′♂-り′′-/_)事計

-3 ′′ ニー ′ I 4Z

- 〆 つ l 3

･-∫l i ′ 3 II ?

･へ3 / l つヱ汁--7 ′､刈
-♂ F ′

-,デ ′ 5

- /L7 / ′

.～ / / ′ フ

～,'} I rO

上目近部落は上土田部掛こ比して.全体的に言える耶は.棚田.老朽田が存在しており.戊

地改革前は寄生地主の土地集債は行われていず ,確かにt･)昨地主が存在していたに過ぎない｡

そしてほとんどのものほ等細的規模の自作息かET,J僻虎であった.そのため上土田部落の様

に山地改掛 こより所有規投か大幅に上-A.したと言うのかなくl戯地改-Yllこよってあまり変化

を受けなかったと言えるのではないかOそれによって′土地所有の移動していないJD･多少
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上昇した届については説明できるのであるが .多数存在する下降傾向は説明でき'1レも掛 ここ

の下降幡向は農地改革 ･及びそれ以前によるもの (昭和25.26年まで )か .それともそ

れ以後による下降傾向か史料が触 たゝめ残念ながらわからない｡しかしながらこの下降傾向

Iこあるものは注意する必要がある｡

第35表 上･日近部落における所有規模の時期別変動

～__Ji予＼ ヨ名 和 J〆 秀一T/iTー～7-3 一LJ～d卜ア-3--?-Yb｢′′てこご･.〟 Jf一7(5 -ナオ-イ7･サ才 ｢/ I.止 計

一-1 良 1 ¢′

- 5 ユ ＼＼ 1 .′ ′ 7

.._ .'J ′ '＼ ノ/ ヱ

^ ､T ′'＼＼ / 攻′

へ.∫ ′ 5-i

-7.一一11 ′ /

/ / l ′′}～ ?

-...-′♂ ′ ′

_～,′′ / ＼＼ (ク

～./1 /

-/i ′ ∠フ

-/〟 (フ

～/I ('

～,/D' Il ♂

～.-■̀7 I ♂
-/♂ / l ′

rL-/チ I ′ l /
へ.,10 l I ＼ f

▲こ:~∃

この様に地野的射軸)異なった2部執 こ於ては.戯策巌常もかなり異なっているが .この

間部落の報教化を濁して.足守町両部と.零細的捉宮の北部の腿村に於ける動向を見て行こ

うと思うOその前に縫営鹿模別専雅浩偽家と,主な商品作物を軒36表と筋 37表の一馬喪

にしてみた｡
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(ll)瀬 渠 槌 家
a 上土m部落に於ける兼-35彪安

芸',T.･16農 .･tよって兼梁,'Ll家ことに'i･j.動!;通謀H⊥町以下o)等抱豊熟 こ多いが ,1町以上唱
に甘7二も少数なから見ることができろ｡

これを支柱労働力鴻鵠とそU.)他家旗郵 打11'J;Tk-･1顎把 分けてみ 7,と7-･8度を殻として ,それ

以下は音吐労助力∋仰 .それl;L上は官族常勤ノブ堀米と云うようには_,きりとその陪周作が

わ/,,れていろUこのことは上目近部活I,:持ても鵜原である｡

雅楽の軸 別に見てみると .Lr,!庁 .耶薪Li,公務B等･_7)安k_]した職Ei掛 好のホ アイ HJ

ラー的存在のものがほとんどであるけれども ,3度末梢の零細播監′el家の茸両名 による瀬

英 淡粗 ユやや不安定でこIT)点は上目逆潮軸 物 合とrf･-ほ:で.ちZh,0

まず二!rtt労組カヨ株についてみれば ,5反-1*蹄のIJia熟 ,=は噂戟JIi家が 1戸だけ存TEして

いるが .これは老人が1人綻んでいるというtL-f殊な場合な,ので .これを除くとみな音吐･3''･

/LLl:)力嫡萌侶末と云うrrTがてこt5る0第 36塊を見れば_;1ろ接に)i& 物は米麦だけ .それ も米

だけを作っているiL'# が,SいO出産物砺ノJ鮎三一ほと/Lノどとる:二たらず ,飯米確保塩鮭r)戯

産物しか作付けしていriいレl)であるOまた ,彼等のほとんどは.小過換なが ら工f什保有地

(小.･-ぜい2..1圧桂皮 ),を持-,ており,飯粒日給可伯;i:だけの経営他を妻子 .老人f71投

下斬 軌力日数も1OI)日(投下労LH]日放については後にのペ るO )獲班で出漁 こ対する?.薄

志もほとんどなく,(殿早や ),E3潔という名に伯し′こいo

Lかしこのjy'ループのqlには.,JZ･3凝･,/,tのj陶芸収入も零細で家:｢全休か ,缶鞠Ji･ものと出
芽捌収入で生計を支えるに十分なだけ安TE_'していて ,1町.LIL上の額装出家の娃宿水卵より

Fr'.tJ'･'.I.lものと 2つの屑のLT,る軌 こ注意しt;けれ(;fこら{こい.〕

訳L'_約36去の ㊧ の女旺労捌力瀬矧こついてで ある!'-i.I帯FT地は 9反余あるが .労勤
力不足のためi,tf.J頒 布形敵を取っているO ニL'71ll･鞍 ではfJ:某だけで らどうには帽主席可能

'ゝのであるが他相室が1.ri知者とな__.ていろL,こ寸1･･まrr'腿の脱以1111二化o)方 向ではな_く.脱出
展化のjJJtF'')に向って1.A,ると云え′t;いたろうか｡

次三こ｢その他潔膿･ノ丑侶コ13た課 ｣についてみて 行こ:)0 521-Z以上層に於て虞われているが

出家の湘英化の紙要図をやえてみると.放電別力力人Er,D増大-二三男労働力の過剰化 .

出･TSA労働,をいうことにより脱出民化 ,と出港郡.ri,J･仰 いため家計和充的収入の必要性のた

めつ躍 化したこと等/."'考えられるであろうO軌者の勘合の/Lt熱 ゴ第 36東泉 ⑳ ⑳ ⑳ ㊧
のJil康に ,後者は ㊨ ⑦ に於てEll';u･,ことが出火るであろう｡酌敬 二ついて .後 継ぎが安

定的11掛 こついている敏郎よ.米亥だ け作付けされており工芸作物 は作付されてい･'iいた

い+二め .出産物nEi'完額tI,1ll- 141万l｣｣と/JIくだってt.･ユろが ,二三朝が･'R定した掛 こつい

て-･いない敬合托 ,工空作的のけLl博 幸､作 帥1され 亡いる｡このことから次のことがいえる｡

即ち ,桝苛め ftl"t臣は12月のぷ寒:i,刈取は 7月LD炎天下でjjr) .汗と虎!こまみれて'i''))
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節." 盤 上土 田部 落 .中共 JB家別一 兎 衰

11十- I 専 業 凍I

:71一一一.戯 盟地改革前の自′ト作刺 戯 ! 支 柱 労 働 力 報

だソ
痕!番号lr主要産物1 主要酷物 2位 敬 番頭 盤 種 主要産物 1位!

Loいト 3 l Oil iilL/ /＼ ＼＼ 3p ㊨⑦⑬一針 墨 芸需憎プp-カー我蓬乾 常襲 100米麦100米削 oo∃

I】 .l lい 】F 5I il戸】i.① 釆ま 60i 工芸作物UJBO＼ ･＼＼ 小自作 4 ◎.@㊨㊨ 岡山保健所県 庁中小企水野務足守町役餓 米麦 100米麦 10.0釆衷 90米麦 100

I_I;～7 l;〟/ _-■一一一一一一

:7ド!3戸 @ 米5,100 な し 小 作 ㊨I 中秋バス会社堺筋 町役場 米糞 86ン____■-._･.I.一....･._.～Ij-Tn@a 米袋 90米受 60'JR芸 60 工芸作物 ln工芸作物 .10 自 作 ,/J増 作 ー4

tlュ o～ 5戸 i) 工業作物 20 自作】ー /

a 米茨 .70 コ:著作物 20 自 作小 ◆作llIl-1 ′//

(∋ 米麦 80 工芸作物 30 / ＼

章 二 2 .〔-:!12Il～I iiIIiIi ⑧ 米宜 80 工芸作物 20 小 作 //.

@米変 70 工婁作物 20I著作物 20工芸作物 20 自 作白小作′ト自作 ///⑬】碑 70i⑭ 摩 70

!4Pr⑫I I ll米宏 70■工芸作物 20 小自作

!15 iO-,lヒ安､rJOlF工妾作物 10 白山.ヽ作 .//ノ
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哉 ｢ ì.､戯家数

黄 節 そ の 他 家.族 労 助 力発 案I 麿 霊場 小作
主要産物 2-泣 番号 菜 准 主要産物ユ位 主要産物 2位

㊨ 店 負 米繋 lOO な し 小 作 1

¢8) 吉附信用金牌邪良 未 来 90 な し 自 作

㊨ 77ソドリー工l場工艮 石工 求 愛 6fJ 工芸作物 20 小 作

馳崇台鰻 に よ る
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静.n,7真 上 ｡近 部活 一等純真戯家別一覧義

等 張 兼 瀬

を十J一i出家良一一llI /誌地政准机の自′ト作刺 也慕激 支 柱 労 潮 力童投射勿Ⅰiiと地物的雷慧悪 壌 朽 盛 劾1位

lD5i董塞-3;-100なしIX 小 作 ー㊨ ･郵 便 局 職 見 果 樹100liL,ii育iー 雅史100なし X 小 作 5l ⑦ 座位即務所t町筋 米 淀100

准85雑 叔 '10 X 小自作 @ lI 月 栄 変100米ま100 な し .Y 小自作 ◎ 女I,El尉 人夫 米 麦100

捕 諾?' 童80米 安20 X 自 作 ⑳ 蛾人(左官焚 ) 工芸作物100

】I一 語lIt J仁 iい‡ 壮殊 Lg葺 7O 継 親 30 x 自 作 】ト ⑳ 軒 逝 哉 米 麦lL)0
書芸73 量i 工 芸 作物50-米 友40O Eヨ小作 ⑳ 激 白 .工 ja 工芸作物100

至 i① I芸作物 60 大 畠小作 6 ･2)i) 郵 便 局 職 且 ■推 # 0(I

卓 方lli7 偶 人食芸59:7号 1l≡ 自小作自 (,i! '⑬⑬歯車亘多郵政閥 臥 t郵 便 局教員 .国鉄職jlう忙 要 48工芸作物 35工隻作物 50!# G10t)辱 作物 90

: 7)I.tOI !@常 態.～.(lr二E芸仰如 olol 自 作i4】 】i2至⑬i 釆敦r;Of1 '工斐作物,.jOii * 指 作

LJl.-t



ぬ:家台折によ ろ｡
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くという戯作物申特に散しい労働力であるし.刈収りには柵天を利用し短期間にしなければ

ならないため .刈取人夫を屈側するのか常であるが,昨今は雇傭任が1日平均1000円近

くに高騰したため歩が合わなくIj:ったが,あえてこの摘草を作付けしている鹿家は .主とし

て戯半収入iこたよ乙生活を余儀なくされているがために .収入向上を.計ってこれを作付けせ

さるを得ず ,他方FID草を作付けしていない虚勤ま一応幽実収入だけではなく,比轍勺安定し

た湘準による収入が入ることから.それを断念したのでありこの_.;laj革を作付けしていない/,ll

家は脱出民化の方向に向いているといえるのではなかろうか｡

b 上目近部落の報典良家

第37表をみると支柱労働力雅楽は7反以下に .その他家族労働力胡顎は7反以上に於て

みることができるが.その礁鼓の薬種が .坪金労働者的色彩のものとか .不安定層か非常に

多いことに気付く｡この様な不安定Ij:触 労働者が多い中で,小数の職員勤務的ホワイ トカ

ラー層は総官規模か大Jjvこ関係なく存在しているoこれらは幽地改革前の小規模ながら耕作. (I

地主や,自作雌であって従って学歴も高いものが多かったのではないかと推定される｡この

ことは上土田部落に於ても云える肝である｡

きて.この様に南部の水田地帯とやや北跡 こ位する山間地帯とでは報兼内容が非常Iこ異な

っている執 こ気付くのである｡

前述の如く南部に較ぺて畑か多く.その畑も急傾斜地帯が多く収益性は低く.田について

は,棚田.老朽田がほとんどであり収軌 ま少くて ,非常に零細的であり賓虚が多数存在して

いる｡彼等は米麦だけでは職業再生産不可能であるため ,必然的に米麦だけでなく他の収益

の上がる成長作物である｡特殊園芸.抑制龍菜の戎培とか ,米菓戯家が考えられるのである

が ,この様な零細的奇跡こ取っては祭金が触 ユため.体をもとでした偽金労働者報集と!.;ら

ざるを得ないのである｡即ち特殊園芸作物を筏培しようと思っても,1個の温室を建てるに

約30万円程姓入用である｡その金も3年間は収入が!.王いため範かしておかねばならないの

でみるo このため,特紺詞書等は作りたくても作れIilいたy).東金のもとでのいらないElfr金

労働者と11るのである｡ 3反末続では称薬鹿家はほとんど他家の日傭など行い .蒲薬包熟こ

於ては上土田部落と異なり不安定なi空愈労働者が多いo一般的に云えることは.貧億に於て

は学歴がないため瀬薮につく場合には低甥金の不安定な貸金労幼者にならざるを得ないので

ある｡そのため偽浪収入にも板らざるを得ないため.耕地も出来るだけ高度に利伺し.=芸

作物等も抑えざるを得ないのである｡叉この上日近即 答に於ては ,前記の如く交眉の候に恵

まれているとは云えないため.岡山市などの労働前掛 こ惑助するという形は少なくて ,多く

は,足守近辺の郵便局戟Ll,腰間期を不rm した郵臥 電報晃達人.町役場勤務とか家集であ

る大工,左官等や.花蕃喋 ･周東日価などが多い｡

まず支社労肋確執こついてみて行くと.上記の如く.拝金労働者とか家弟が多いOその他

蒙昧労軸力珊薬の7反以上では割合安定した鴫艮戯群的策戦者が多いのに気づく｡
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さて一応上土田部落と上目近部落 に於ける兼業農家をみて果たのであるが .上目近部噺こ

於ては昭和20年から昭36年までの15年間に .3戸触戯して足守町から転出している｡

これら3戸の経営耕地(約6反 )は年間戯来日傭していたものが買い受け .新らたに戯茶を

始めている｡この様に権冬鹿が割合多く存在しているo上土田と上目近のどちらが将来腰民

用の分解が進むかは喝味ある問題である｡では分解の堪,烏としての呼菓頗寮母低可能限界線

は何反位であろうかということが問屈に'}lT来ると思う｡この場合 ,上目近部落に於ては

副紫の花進講とか .日掛 人ゝ夫も存在しているため ,収入がは1きりし,1いため.水用地謂=

の上土田部落に於ける噂津廃家成立可能限界線を求めて,それによって想伸してみたい｡

3. 専兼盛栄成立可棚 界線

-上土田部落-

この換出方転は ･村落社会研究金偏 'V職後幽村の変娩〃時潮社中の常盤政治氏の投下労働日
放と虚産物販売額面から検出して行こうと思う｡ただしこの寄菜鹿家成立可能限界鰍 ま.分節

の基点としての小曲民経営-｢範噂としての小瓜｣である｡
(1)家族労助力の｢完全撚嫉｣と｢寄集鹿家J成立可億限界私

上土田部落に於ける経営規模別に年間&L下労働力F.-]敦を平均値で示すと第.'18表の如くであ

る〇

第38.-未 来 経営耕地男雌 下労助力
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氏によれば ,甜･2)｢年間投下9''･軌 1軌が ･M O日であると云うことは.家族労働力2人の年間

労働口を示すものと云うことがLIl.来ろ｡そして専業迅泉として虚栄紬折i･)13諜経営のみで再生

蓬十-=ことがttl来るためには.少なく:i_も2人の製版)lj勧力か｢完全持味 ｣されうるほど捷宮

地,.化 ければならt.こいことになる,｣として .汚nO日を大体の審判 生家成立可腕 界符とし

ているo この上土田部落で(･1この.500日という掛 ま大体.虫低L7-7反以上ということにな

る｡

(引 Ll産物阪尤衝

次にだ鮭 物航 顎の面からみてみよう｡次の.19劫こよってみると.過少申告のためはっき

りとは出て光にくい｡XLl'i虚的庇売勧省という風軸 iもろため平均,J)i下っているが,7-8圧

掛 ま突紗こはすっと上まわ.')瀬輩良家収入の23万円提Rl-{でとはいかなくとも,i0万円近

くの8-10度刑の平均比まで行くujではないだろうか｡ 8･-1O反屑では平榔･1造物脈黒部

ザ195,000円 ,これRLPit苛観て人中現劇 (入珊分を示すものでもJ7,から.11薬粗収入rト周金

収入の1.1L合か0-5反(i2_8%,.5反-1町 ･qan'Oo/,1,71.C-115:町 6･l･811..I(村祷社会研究会

妄信シ相接追村の変貌bpl," --f引何するQ )とするな･らげ,約33.6万円(ダ 195,M O +

0..T8)が缶薬総収入となる.又比策竣収入申払共柘野望の占めるIlql合が ,l)～･q反3良7.eo'.
,1反-1吋35.0,0{1.1町-1.rl町･- (上と同じくPl ･58を引用)であるとすれば,JA繋

所1-17(純収入 )は約22万Pj(ダIq3.6万x lLU･q)となるが ,これはTf,砧鮮芸の平均であるた

;..),雅壬鮎膵 が工芸作物を作帥ナしていないT=め下まれ ,ていろ,Dであ>'･oこれを只～10反

約39裁 縫営排他別,I.t3産物版ft.{範

軽;,- 堀 米 脇 家 Tjk

と王朝虹.＼ 品 柄 見物 米麦取定朝

r1-8反 - It 6,円:)0日.P

3-5反 9R.fIOO 36.rJOu 1⊥ 7,700

岩.- 7奴 O 0 1

7.- 8反 ∩ 0 ⊥ 15O.わー)0

8-lo序 ｢ 帆 ,0.4.5,OnOl 呈 1:-12,0ー)()l

lr)-1止反 {_,16/-JUO 66.800 ,i Li,25,Or)n
一.3-15反 l 2ー18.OOU TU.T;Or) 4

範 偽 家

=芸作物収rl~

㊧ 過少巾伽 )ため,J三好はもっと上まわるDではないかと思うo
J,-3髭台Id'tより

-1IJ7 -
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層の工芸作物の入った専業良家をみると .lEi産物販売額が約 24万円 ,従ってJB某租収入は

約41万円,日英所得 (純収入 )約26.7万円と瓶訂け ることができるoこの26.7万円と
云う値は .1カ月平均にIiLおすと約2.2万円ということになるolil築技研を支えうる)追-低限

界とみていいのでは11いだろうか｡

さて-応報 出家成立可台鄭艮界線を8反- 1町に求めたのであるが ,前にも述べた如く7

-8反屑でも専業良家の拡低限界線は引き1守ることがLP,来そうであろ.

投下労働力日数の面からと出産物販売軸の面からEi一応良家楚済再生定可鳩なぎりぎりの

線を7-8反の所へ引き得るのではナ山)だろうか｡このことは支柱労榊力う食草とその他家族

労働力僻 のBE出した屈が大体7-8反を甥としているのと-十致していろことによってもう

Tj:すけるのでTlIi:かろう･/D｡

註 常酵政治''槻後L'a村の変貌 '' 時働社 -

4. 専 姫 盟 家

3.で専兼段家成立可能限界線を7-8反屑に求めたのであるが.限界線以上のJTi家では一応

腿芯収入だけで他家経済の再生産は可能であると言うLl_とができるけれども ,収界塊以下の魁

発では腰築収入だけでは腿家経済の再生産が不可能であると言えるだろう｡このことは上土EEl

部落だけではなく.上目近部落に於ても大差ないと思う｡さて専黄迅家について限界線以上の

拙家と限界線以下の拙家についてみてみよう｡

① 専兼良家成立可能限界線以下の,'LB第

---- 7-8反以下の'ig細的出業 一エキュT-

･ すか こ̀2戸存在して いるのであるが ,第36表の①の出熱 ま出家放 1人と言う例外的な場合i

であるo ㊤の戯家は二三男が定まった職が鮒 )ため .戯繋期になると日傭雅婆に出かけると

I

r 言う不安定屈である｡

! 次に上目近部落であるが･那 7艶こ於いてわかる如く･ほ 末端の過勤こ多数の寄集L'i

≡ 家が存在する0)は注目に耶するO彼等はできるだけ土地にしがみつつ過剰労出力4-･又.生計

[ を補うため副菜である櫛革敵機･E7.LIJ草栽培とか良薬日加を行_,ているのである｡彼等の大部

b 分は他の産業に就城 したいのであるが,魁英と両方のために適当な捌き口がたいのであるO
. 将来過剰労鋤力を完全に吸収してくれIlfい限り･また思策保護を面 -/'LIい1qE･')･半プロ的焚

㊥ 専業出家成立可能限界線以上の飽菜

まず上土田許拓からみていこうと思う｡革装良家をみていく場合.実質的(こは申請/1法家と

ほとんど変らない｢その他家族労働力潔乾｣との両方についてみてゆこうと思う｡ このJB家

のLPlT.は輝 鹿家:･こらんとする桶と,寄集農家たらんとす る層の 2つの タイプの萌芽がみち
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れるのではだかろうか｡即ちCl家の中には努勢産業である/.13業の不利に気Ijいており,｢で
きることなら息子をよい所に就職させて ,腰菜は人を臥,てする｡｣｢月給二倍論とか何と
かで勤め人の月給は上_,ていくが ,曲某はいつまでたっても同じだOこの様なえらくって,

もうけにならない仕掛 土子にはさせたくない｡｣と言う考え方の人が多く,そのためこの上

土田鞄 では5'一校まで進学するのは当り前であり.できる蔀ま大学までゆかせ .良い所へ就

職させたいと言意識が相当酎 ｡ゝそのためできる子は普通科へ入学させ .勉強が遅れるため

に.TA繋糊以外は子供は良毒払こ使わないと言う戯家がほとんどであるa

このように戯家経済的な諸豊国だけでなく.社会心理的な諸要因によっても.兼業良家が

この申戯以上層にも浸入してきていることがわかJ-S｡しかしこのようなうどさに対して .腺

楽に従･71fしているi!f年達の問には従来の伝轟如勺釆真作から脱皮し,より収入の向上を目さす
ため,昨年(昭和34咋 )9月から自主的に新しい ｢野巣作り｣の方向へ転換しつつあるO

さて一応上土田坪野 こ於いて見てきたのであるが .上土田部落に於ける未来図は後継ぎが笥lf

繋化=igl鋸 ヒして凍ると,世帯垂にY.[る際にははと/Uとの場合勤め口を止めず ,煎薬戯家-

通勤戯家と′:って乗る場合が多くなると思われる｡この場合労励力不足のため .第36表の

㊧の如く貸付所有地とか .⑮ に於いて知ることができる如く,脱戊属化の方向に向ってい

くのではなかろうか｡ (脱飽民化と脱退361化とは区別して使用)また ,その反対に虚業一本

だけで進んでいく専築戯家の佐営面も'tl･拡大の可貴地三が生じないであろうか｡

次に上目近部落について,7-8反以上層の良家では米麦収入の他に ,前述した如く牌草

織機.工喪作物 ,抑制頗熊攻培等によって ,出発収入を補充していったり,過剰労触力は賃

ブj働者として誹出して行くだろうが,曲水組級が変らない限り.零細的J出家であろう｡そし

てこ11.らの中払及び,帯革的貧II'bIl我国陶冶~U)複雑なぬ屈問題の典約点であるO
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第 5節 捜 業 の 新 し V'芽

鳥 越 的 煉

りJ 媒 碑 栽 培

メロソの領地として.吉備郡取守町日涯をfi･とずれたのは(脚 55)の8月のことであ【

1=1.

全国的に名の売れているメロンの推地､11Eにマスカットの産地である当地lこ初めて足をふみ

入れて .まず予蚊がはずれたのはあまりにも果樹 ,鮭先払の点々としていることだった.

足守町役場で総計調査を進めてゆく忙従,.てま十号す .規珠の小さ',LIF･滞営方法だというこ

とが分ったつそこで淵登方法をどうしようかと思.1たがとにかく町全体を教ブロックに分け

てそC･)中から一果樹栽l:-Liの比率が比較的高いところを選ぶことにし.ここにこれから栢介する

杉谷部御仁落ちついたのである｡

しかしこの部落J)托全的性格に入る酌に少し果物について説明しておこうd

l 足守町のぶどう栽培o)帖此

足守地区に於て娘桝塊発現で圭として商,.F],1生畦として激増されているものにはマスカッ

ト.熱紫色のつJPつやした ,鬼 も我々に親しjL疎く.安 くて .L末弟も健かつキャンベル,

そ叫th,僅かであるが.ネオマスカット.他に帖･価等が収も多い(と云1て も丑は知れ

ているが )

先ずマスカットから説明して行こう｡マスカ ･,トとは,本来の名は7スカット･オブ･

Irレキサンドリアとい う少 し良い名であるけれども .その代わり味は文格別である｡

本格的出荷は9月半ばLjiで,まだ未熟のものだ.,た｡温室ぶどうi'iマスカットだけでは･なく

日近の見時氏の孟紗拭 上ると ,この他 ,グローコールマン ,フォスターシー ドリング等我々

脱民にl･-1あまり顔のない ものもある｡何故温室でfihとこれらのぶどうttl育たないのだろう

か｡これも岳を糾 ､てDjめて知ったことであるが .これらぶどうの煩慮旭が速く地中海沿岸

の地方であるからだJL-うです｡ しかしこれらt'rJぶどう(JC改良が加え られ現在のよう-jTf穐々の

品私がつくられるようi▲こなったのである｡

本来地中海沿岸地力は製(.l4-が少くなしへので ,これがブドウ楓 告にとって好都合となってい

る｡ しかしながら日東ではこれと逆であるために日本に於tJlては温_%でこの不利を克服した

. わけであるO現在岡山県下が他県に卓戯して温室故増が行われ特trc締結町は全国的にも有名

なことは周知のjfFlbであるO足守'町に於ても津南VE労ると言えども,なかなかさかんであるE.

しかし当地拭温室栽培が軌動に乗b出してからレヽまだ日が伐 く l自分の他励をつぶしてまで

また果樹栽培に招み切る決心(JつつかないJEl家もかなbあるo しかし少なくとも足守に於けら
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果樹 .果菜は｢応成功 しているので ,この点でに;R巧者托あまb危険は感じてないようであ

る｡ もう一つは資金勅の為である｡触壷を1懐でもよVlから建てたVl｡ しか し班 てるとなる

と坪5- 6千円はみなければならぬ｡戯協で金を借bればと思っても1棟建てるに十分な金

は融資されなレ､｡ これが良民を叔鳩にふみきることをさせたげ でいる大 きな安来であろう｡ま

たその地区が 1戸当32平均5- 6反の所有 しかない戯家にしてみれば .生活改尊が叫ばれて

いる昨今 ,鎧折的聞助 ;缶々起 ってくるのは当然であろうCさて話をもとにもどしてブドウ

につhてもう少 し触れてみよう｡

我国に於いて17C頃から甲州ぶどうがふとした交配から概来し,これが各地vTL普及する上

う忙なったそうである｡我国に於けるぶどうの主な産地は全L埴 るところに分布してVlる｡

ぶどうの特性から云って衷寧成育期間L,E降雨の少をい地域に於 て成田が俊秀なようであるO

士切は砂礎を含む排水良好な土地が適してVlFJo

壬'E品敬 は次の如くである｡ (但し朝倉軒店牌濃講座 17による )

今日ではデラウJ.Ir .キャンベル7-リー .甲州の .3変性が全体の80%を占めている｡

(もっとも足守lこ於てはマスカットーキ十ソベルアーJ)-のみであるが, )デラウェアとい

うぶどうは我々がよく食べているあの果常 と典粒の′トさい .島野で甘く.現在大坂粋が職も-

さかんである｡

キ▼ソベJL,7-リーはふつうキャンベルと峰はtL我々が一番上く口に運ぶあの大衆的'1ぶ

どうである｡

この外 一我々に'Sじみの熟 ,ものを 2-3稲介するとマスカットべ -)-A.並ネオマスカ

ットと言うのがある｡前者は食間.wiue用共lこ適し汝紫)叔色の大粒で房も大 きく.そして

甘く芳香も繋冊らしく,又･柁Egの風土に適 し,樹勢が掛 )(矧 こ若木時代)という様々'i-晦

敬を僻えている｡土'r酌の深い.排水良好rS抄壌土又は枯野の土馳こ適する｡ この土質の点で

足守は今少し考えねは'iらぬところがある｡しかし決して不膚では'EL-し,のだか ら.美味でも

あるし.どんどん敵えて行ってはしいものである｡

後者のネオマスカットは岡山県lこ於てマスカット｡オブ｡アレキサソドリーFに甲州 3尺(

ぶどうの名 )を交記して得らnたもので .降雨の多い地方では安定した栽培をすることはむ
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すかしいが･山梨県下で柄=.1%予防のll･_めに袋掛けを行い .づ3第 な成功をL･さめてい る｡温室を

依用し'lt)ので'i2相の面で も経済的であ!,し.仇Jrl蛾に大..とのL;樹木を拙えることが出来るので .

従って安価で美味しいぶどうが得られ る｡特に山炎は札止T如域を繭蝕に掘 っているので .岡山

矧 ま全くの日陰もの.岡山瓜で出来た以上rL,'.=]西だけでも満'一iとして塑印 して3t;きたいものであ

る｡

途中I泉崎氏のお話も参考とした｡

2. 両満 作 鞭 L):して の兇樹

.h!':pi/I_方さて 1.･'J.(.A.I.,'F'!;(i.上して,'1..すll描hiぶどうの外l二.tl:･恥がカリ -)れ 昌｡I:Flとは ,わずか

に自分o)家で虫ぺZ'柁鑑のL･LIT,r,'く ,IiLがはんJ_)仙 T)軸ほどき.ろだけ ,こU)成増 慮･馴ま%に

lJJJせlt.いC)でここでは;まぶく｡

'ri樹 ,演鵜の尉岳J)さかん/こ所はまず '.JI.鱒では酵裕 ,石 ･jと云っ[=所が他を圧糾 し,盛桑(

メロン )丁書目i蓬,-/I:･塁力州!に牡先 している｡

この理由は土田に去りと一一才〈{してとうことがTP.尽,,L｡卑rl伯勺/=ことはわから1こいが娼蝉土 ,

いわ･/)る排水o)よい七 ,メロンは赤.たではダノで ,少 し納土･tTL7'方がよいそうです｡でも一熊

に止守に於てはほとんどの地が即 批艮増に1-王堪 してL･,る0,1ではIdlい,J,･､と十地の人は云1ていろ

か ,さてメコンとI,ころとマスカ･,卜Et同じく弧真土:･E必製と(_.:),そのス50)でlI用と ,それにも増

して ,t,･3｣すごい剰 判力(毛として事nnl)がかかるけれど もj-F当 i),7)u人は,他のいかtJ･.る も

し))i'!ノ)もいいそうで す d

非常に牲約的IJO)で哉1'･lJT.する人によ1てよくい.l'n･t頒く†/t･L'るとい-,た実にや っJ'･小 J=も

のである｡鞍だ人もよいが･(与If)もhか ろ｡llE弊卜代はかさEt'J,2-317･に Ir_好け土の入れか えも

Lld･けれげなC,nと云 った . ち.一つと我々の考えも･fd･よはい ,･ようたこ督労と紡力･1)結晶がこ

Jlメロンとなるので.F.る｡

1Ll&のT.Tいタ巨山も少7-ilからず おわか りで L Jう,,
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日近ノロンと云えば取戻 ,大願あたりでも有名(と土地の人は云一ている)なもので ,そ

.の喋 ,寄りは格別 ,原も8月頃はまだメロンの前が棉わ1ていたにすぎないが ,年2匝tの収

機があるそうです｡

それでは少 しメロンについ丁の一般絵を述べてみよう.

社会の文化水曜がすすむにつれて ,果物消雪蟹の傾向は強まるばかりで ,とりわけ高級児実

の消故は都市で急カーブにその傾向を強めているようである｡このことは高級果実が大衆化

しつつあることを示しているが ,その値段はかりあい下っていないから,いわゆる我々市民

大衆の口にはそれでもあまりはいりません｡しかし一般的に云1て ,とにかく罷要が増えた

ということは,経済生活にある糧使うるおいが出て来て ,又一方では苗擬品の持つ特性とし

て ,生産丑が急激な消鍵の増加に追いつかfiいことも示していよう.メロンはスイカ.ウ.).

モモ.ナシ,柿のように手軽に刑出されていないで.なお晴好品としての徴妙なる動きを呈

している.一段大衆の見方としては,メロンはとくに苗検品であって我々庶民の食膳とはお

よそ緩速いものと考えて ,はとんど頭から閑地にし/3'いで ,それを口にする機会と云えは胎

答品としてか ,または宴会o)席上のデザー ト等だけにみるような状感です｡

その味覚の点でも.一般の消敗者は充分に紐欺しているとは思われません｡

たまにメロンを食べ/二とき,それが未熟品などであると ｢メロンとはこん11'水くさいもの

か｣とのみこんで-しまうとい.,た網子でメロンの本当の味常を知っている人は稀なようであ

る｡

そこで ｢メロンはうまい｣ ｢故に商いのだ｣と刑加背のだれもが考えるようにならねばな

りますまい｡メロンの市場性や値段については ,まだまだ明るい将来が拘束されているのだ

からうまくて宵のよいメロンを大取に生確出荷したいものである｡

3. メロ ン栽培 のむず か しき

諏糞対敦の移谷部落の赤土は果樹に適した土壌であ.7てもメG7ンにはむかないそうで栽培

はみられなかったが ,日近の鼎崎さ/L/のお話をきいたUL)を参考に窃 きくわえたいと思います.

産地としては全国的にみると静岡県がtopで ,昭和 33年東京中央市場に於て全国の57.9

%,次いで愛知17%,山梨 16,8%,陳山3.4%となっている｡大阪軒掛こ於ては静岡82

%,愛知12%,開山はわずか296にすぎfiい｡メロンは絶対に路地では作れない｡雨にあ

たると病気のため枯れてしまうからだそうだ｡だから温室かビニールhouE;8でないと作れ
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ないのが特徴である｡

LEiのiiも甑のP.31かレ1時期VC比触加温のビニーJLJ九ouSe で榔 ⊂合うのであるが ,残念なが

ら足守に於てはビニールhouse は見あたら毛か っ7t｡

33Pめ一(100坪)の泡盛でjt]畑 12Oa(1.2町)の耕作をしている良家敬 の生活

が出或るそうだから,手がけたらよVlはす之のだがそこには数々の理由がある｡つまb一般

畑作物よD生産資材が多くかかる｡即ちそれはフレーム,温室 .肥料 ,水 .暖冴用卿 ト.盟

薬らにその上多くの労力が必要とされるのである｡故にその大部分は家族労働であD,束内

企葵で,経営は概して小南i.守であるのが特ゴも しかも抜取は非常t,C高虻をものが数枚され浪

速するの忙長Vl年数を馨し.下手につくれば収入者に等しいこともあるというのだから,推

でもがすぐもうけが多vlからといってとびつくわけにはVlかないのである｡とくに毎日の水

かけがむずかしく■｢水かけ3年｣と言われるほどなのであるoLかし設備の渡った温室で

は一棟で年間作ろうと.敵えば3- 4風連親しで作れるため波根あれば 1-/LF中山荷出来る計S.〔

になる｡そおすると現金化の回転も早いし方堺･8台がVlhのだが ,そこは先程も述べたよう

に粒々のこ雌由にエbそうJ頂単には行かないのである｡

= メE]シの課耳性

生産物仁1愉送がきき,_1iiLil鮭宮がいろいろの点から有利である｡そして多足につづけて出

荷することがよいのだが ,足守地区Vこ於てはまk-そこまで行ってないのが15iIJ等･.

2人で経営して10'0坪あた9ならEl常の労力はた9るが .他込みの時故人の人手を輩す

る.しかし長年月いとなんで来た戯薬を急にやめてメtrン1免ilh,⊂やることは非′釦⊂危収で,

なかなかそこまで思い切ったことをする人;ri出てこ在い｡海日の仕まifとして托漆の開閉.水

かけが大部分で ,冬は曜櫛のために多くの労力がかかる｡ ここでメF7ンの専門的栽培方法比

化にゆすること(,Cして,収健 .出荷について少し述べてみエうO収機の時期は ,成鵜につれ

て巣良の史化してゆくものは ,その程度VC上って.はっき少わかろうが ,ふつう ,は授粉lLJL

Elを恕いた紙片を近くの弟柄に吊してかいて,これを基準にして,収捜するのがもっとも鈍

姓なものであるそうです｡収機は出荷先の速近VCよって数日早目に収撤するのがよく.7-

ルスフJLポリプト笹 (メt,ンの名前)は搬 がやゝ白色7;a:桔びたころを基準にして■春作で

53-55日日 .製作では45- 48.日日頃Iこ行なう｡収棲前数日は水かけを減らし.前の

日t'Cは生々水をかけなvlようにして.物 の水分を叔じ,甘味をふやすようにするのだそう

です｡収位は早朝の涼しい個VC行ない .子づる膏つt･1てザJb取i),板D扱いに朋して結束実

を必ず礎の上に来せる｡決して釆硬を持って上下忙ゆすぶ った如伝b血かしてはいけないそ
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うですo こうなると鹿でも故でもが作れるもので恋い こともおわか りでしょうO こう攻で

して山来た本当に手塩にかけたメロンでもや比b便良品敬にあるため忙は様々を点ですぐ

れて夜いと合格 したho

(1) メpt/の商品価債

a (外敵 ) 大きさは1果l･2-1･t-1763Jhi(7)もので形状は,t円形のものがよく .↑ちま

のように長J']形のものや.相かこけたbの等はきずものとして等級を落されるOそして●

邑8･tア- ルス系のもでは粍い演色かかった.tうな白っぽいような .つまり乙如 )肌のよ

うなのが投荷だそうです011T･fDLはあまり好かれない｡nt)t はや 克ゝく浮き上った .み

るからに力のあれそうなndt がよい.網田のあまり静 ､ものや.細密ltIものとか平ら

-たいよね上わL,いnt)t は十かfLないO癖魂の珪′点は一切別 )もの .とくにタソ･/稀と

い =)病範は収礎後でも病草地fすすむため倍もさらわれるo

t) (rJ']容 ) おい しく,香り(,7)よいものが一番いいる二はちびいないが,その段階もまた

こまかくわけちれているのであるから鮮朝ね ある｡内色(食用灘分 )はアールス系のも

のでは緑色の扱いET･7)ものがよく.iIi-据O.I-/-ルス/系統は→殻に白味がLゝって来ている

傾向にある｡肉のJlTJLさは掛 >Jyが一般に的 JゝIL,肉矧 ま融 旨で若ざわりのよいもので稜

経が少なく111味の山凍るだけ薮原なものがよいo

c (,JH荷) それぞれの山は,や虹遠祖鞄'ニよ･,T一定の規格が決められてIl･t〕,足守で

は田近の超脱がそれを取扱っていろO獅G')大きさ托たて ･qI)*よこ･45C.W.深さ17C的

･J)木符を促う｡苗観照架の二円醸 丁分で荷作りItなかliか手がこんでいるO荷の氏に故紙

をしき.1偲ずつパラ7 ィソ舵で包んだしのを門滴 1箱 61恥 佃 として ,大柴n時は.q

細 ,小晃の切tiiこは7--8間詰めとし,1箱(F.,.8-7.5Kg)詩人/'とするoすきまt,_揺

もみからか木綿を入れて釘打ちしてから組合にIllL,.Pq軌 個数 .塁証,等級 ,組合名

等を記入して組合を承LTIii挿す7.a

峻丑も組合蕗にされ.史匙も1- 2個切断して内管を曲ぺ ,1個ととに琴轡をつける.
これらの換軌 こより,品概の促i■Eを与え ,濁う人に安心感を与えるよう心かけるので

致割は布く収引きされろけ

4, 謁正対無cL)杉谷部落

部払ま名前の跡 〕'6合いに個モし.放初この部落へ屯を1.み入れた折,ほとんど樹甑らし

いものを見,-Jことが出来なかったO郎 作 は戸数当り一番多く果輯考持っていることさこなっ

ているので不忠恥でならなかったbt.土地の人と蕗をしているうちに塊筒は邸%-そのものよ

り,そこから少 しは,'･-Lれた,いわゆる割 符布原の雨地所と思われろ山D上のlTL&両にあるQ

こここますぐとなりがi･B脚 Jであるため.こ こ5.1マスカットの礎節もIIEhく受け温室ぶどうの栽

培が侶ん ,又これと舷IrTして荘地ぶどう.椀 .F]'が多いようである｡
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この他のE3家規模は別兼の通りで ,この表から判断すれは生活が楽とは思えない ｡ もっとも

田舎であるので:jljL-A,J..)小敵 1もしれていようし茨は代 .柿 .馳･_tMfとおやつには不 自由LfJい

だろう .いわIJ♪る食生活の両に於て .邦市とは大きく牌I.=るOたき:lyは必敦とせず .日新生活

ば生活自体もかわってくるよう,+i気がする｡私t,､･Lの也を訪れた将はもう桃は大半出荷した後

だったので.r,.芸陣ここなっている鍬 まみろこと1.7:山朱だかっ七 ..洞山県下は撞oIjJ,qとして有名で

あるが .戎念ljlから日本一で.'-ほ い｡推定塊山花は川11壬が.-Ltt.矧IL.?鋸たが2位で:もろo

桟木謁としての広さは拙 lJH':【uT･F-a

竣国に_13･.･さ,-,碓栽培は生血用品秘をrPJLとL/C.主とLT上L.1'L7水'滋桃の偶発尖生によって得

られたものから発展して来+=O町的 .30年牡1,､ら当時の 攻仏の叫心 也で3''った岡山.神奈川何

県oj当質朴 こよって新摘出か.LJlT来てこれが各頗 こ比L;㍗ tLろよう;I.JrLつ7このである.

(卵かIL'･店 果械 よ t, :)

H) 官主 の 軸 箱

こvl)地qL)批培されで JユTDf,,i)知られた怒 .鴇亀を唱介してみると ,

.･l 大久保 ,Jiに鼓乍1.,-.て',-るi占羊か)うち以 ):多くか改暦;'紺I'･,=一丁:fち ,各地 こ);さて も主

よ!,感としてIILつはふG-,TrLt::_.:tkしているO鳩山3.i一下!こJいて斜 .I.された･1.i.･iiiLで揖力はやや弘く,

性.捕手は ,下条しやすい｡'尖は大 P=で品田やt触 t.T:]持fJ<･1㍍-[･f=ソ'であるO

卜 .･j･:づ･'i i;F3EJ倶 Tに′C･･.,て偶発尖生として鬼托され .Ei'.六 :ま甘味に L,.;･ZJ.怖去比もおる
ので遠望雌市域 に辻.-Tiしている0 8月t3-千-･!.f卿 ,ら縄熟し,大男Tlでか ･J'I-うもILl.小li:トで

六･-J,.I,-i,打はきわめては昇一C-I.たた校諒かほとんど,.∴Jのが欠点だそうであ る C
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(2) 杉谷部菩の謹告劫貼

経営耕地娩院のTuiからつし,･ても5反以上1町末粥が部落全体のほほ 60頭を占め,ついで3

反以上 5反未満が22啓を占めているDだから,一休どうして生別そ立てているのか不忠艶

Tr位D又も-つつっこんで曲尿現金収入指南の面からみても10万円末池 );これ文6割を占

めてレヽるC,

今少し生活設計に打僻の道はないものだろうか｡この蓑はあくまで,役場の治料が主役を

なしているのであって突際はこ_れよDは ましなのかもしれない"
I

5 出荷脚出

いよいよおしまいの方になったが ,ここでも一鑑,逝果荷造り,出荷制⊂つV,て多少巻いて

みよう｡収穣した果其比市場を建て,消牡者の手 に版売されてケ:tじめて培栽亡つ目的は鰭するこ

とにTrJも,それ改良う身になって消致者が安心して口に運べるように軒執こ政出されることが

オ 1粂件だと思う｡

艶在の足守町自体に於て生罷昆がかbそめにも多い とはL5-ll言出来夜'Oe)であるから,ごく

一般に虻収牲し7.8.主文は自宅に持ち帰i),ここで柘禅な選果を行い .市馳 腿 に応じて荷造

bな行-&うC)もある｡だれ 出荷方法として綻近くの出軌てiHiび ,そこで果実の大きさ,形状

クト筏等から一妃の規轍こしたがって魁別,出荷しているようである｡

足部丁の果掛もこれから軌道に乗ろうとしているのであるから,今後,産地の攻既化,共同

防除,共同管理等が,完全に統一されて品質,外観かととoったものがどんど./V生色-ざれるよ

う努力されるべきだと思う｡

(2)良築俄肘 ヒ

勤IJ]利用に上る拒帥並が(ここでは劫力巻繊軌 についてであるが)剛 Iif.tもて初めて約人された

のは大正年rnLjである｡たJJ･CLLとれ托外国製の戟姥であって,大正後WJから昭和の訊糊にかけて

に1試作〇糊切で畠D,外国製矧淡の附私利芯jlrルて小軸 【職 が劣財巨され ,市販されFL.ように

75:ったのは2.]'和D巾胡以降であるa足守町において代現勢調査を枇 記入されている助力磯城の

利用の殺初の年は昭却 7年であってそれ以揃は購入されていたかどうかはっきりしない｡これ

は軸力耕転戦ではなくて発動礎であった｡

1 機械の導入と普及

｢
弓

.一
t
.t.一工一一

岡山i'?.･で紘動力誹転戦性駆動型が広く利用されており.更に石油斉娘 が効力耽訓戦や動力

1劫r水泡の･榊 普及率と結びつVlているQ助力綾紬氏姓本田の排起及び髭の中新が主な作禁であり,I
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他の作業面o利用までは進んでいかへし,道政別こtE)召され.i,齢 も少･,1,ho
岡山Wは.甫加は磁托,/T:1出て進んでいるが ,これに岡山瑚日揮撒 j･Lb.のEI･;･甜'tJ.社会的並に経粥
的条件に免うところが多いのである0

割 ,Lrt田原両線rL位位する足部.Tは平rl,I･地帯の足守 ,大井 .山lとけ地帯の日近 .和合 ,岩田と.

二つに区別されるが ,この両者では斗恥 がgi･なってくる｡足守町では水稲 ,'J､袈及び(7お叢を

主作物としてお9,倍余地 紺 Jfl]しての果樹ぜ増もだんだんと行なわれるようVEなっているo

果樹鼠自体に機も蜘 i利用されることL･-A:ないが.果樹固鮎 の片わら水稲作を倉敷把するもの

として利用される方向になってきているようである｡

足守e)磯城の普及登はどうであろうか.

動力磯城の普及率

L~~ -1～-~-｢~~~---｢Y~~~;~~ー■†I
tfin.p=･家型_塑型L旦堅塁｣
I302-Pl-一旦 十 - -大井 : 308

足守 .I316
請 合

｣蓬｣ ー
i 晒｢

-翠 --二三
202!66-Ì■~一一一†~一一~一-J
195I 62
⊆⊇⊇冨; -
396J 80

田 l269
足守田町全域 ! 0. 71

(1960年超顎セソサスエb)
繋出家が多く,三下業農家が少ない｡何故なら

左の真性動力機械全般については普及率で･

与る.T''tこ井と足守が 60啓～ 70帝のitllで

日近,73各は 7003- 80rDの胤であるo

ここT3もIlrli'包子T;t,)山王昔上帯の区別がこ17j
機械の普及率の上 (I0実)にも現わでこきてい

るが ,柚山県全休から考えた場合の背及

率とSt-つている｡即ち.qrJ剖(,こ租当サム足守

大井が普及車が低く,山凧郡が高く;Fj:って

いZ'Qこれtづこ足弓押Tの社会的条件に上って

いるもOと思われる｡痢王肝 原地帯に吐誰

原因の 1つくこ.矧JJ..i'3.杜等の蕃郎市部JlC近く

交通が跡 L]な為にう艇抄/-'ji吋(;Eであることで範も 北部山間地7釣上との反対で郡市fliへの泊勤ち

不trligに近いものであるし.都市部-仕てiiにL出て行く場合は捷粥川のLiiかせぎという形に

かいてのみでも;jうC,そして鑓戦経営だけにたよる塗清の専梁出家 とたらざるを･符なく恵Z}

為に良薬生産-つ投三割で意欲的になった詳細王のあらわれであろうoLかし奨乗は経済的に農

かであ加 脚 に測 絃化は進展 していくであろうととが予もはれる(Dであも 足守町では非業La

家がLuf重石薪EjJflによって日誌労働たけで滋賀銀笛なぞ千ってい(段E-'JF7･にまだたちいたってい.衣い

からであるC,

次の表から離号J式の中で普及率e)Fb1-lhものから粉に列挙してみると発動機 .次いでL7A力で勤.

力脱轍 .動力誹掛鼓,動力カッター .助力秘摺島 .電動機.動力銘水縫 .姓等用 トラック.

オート三輪の順位であるO この中で発動機とLb力脱穀鞄が普及率がかけはなれて高くなって

いる｡動力新転機以下は 'これから普及率が荷(なる可能性があると思われる｡

r
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第 41表 (1960 良基センサスより)

個 人所 有 血糊県別 普及峯

.L 腿 機 具 種 類 個人有 普及率 l 虚 機 具 粗 筋 個人葦 普及率

i動 力 桝転 概 9716.0(/Oa 動 力 噴 -# 挽 13 0.a(勿0.3良 用 ト ラ ク タ ー 一} 0.1 動 力 撒 紛 機 5

発 動 機 778 48.2 .助 力 カ ツ 々 - 67 4.2

壬7:1 動 耗 ･47I 2,9 助 力 揚 水 機 I 41 2..5

i一一･.･.･.一･.一･一一-,;動 力 悦 敷 機 7452 4Li.2 必用 トラック.オー ト三翰 II:i 0.8

第42東

伯用槻城の種類別所有戯家政と所有台数 (個人所有 ) (良･- 良家数 ,台････台数 )

tr三㌔ こゝ -8--玩 i 動 力 耕 転 機 虚 .用トラクタ- 発 動 機 q!必 携 i動力成約 .EtJ地 数 ､一風 動 劃 牽 引 塾

i 域 ＼華I 寿 J令 .A 一台 腿 A｢コ 腿 i台 き必 A亡コ 血 三台 卓

書目 近 -9 9 12 1:三 il144一一十149 Illi 12 I133二日 3｣I

L.さ 画 12 12 9｢9 Ii 1:三T;I妄1289 10 129.129∃

i足 守' 22 22 lli lIlr'2136 l138! 8､ 9 一228-,228i福 谷 13 13 l14- 14 2322.37TT 二 手

≡_墾 田 手 2 3 .I ■} 2 120126 I4-千 言

:足守町(合計)58動力 ln-8_槽鴇 757日 78

拳 畳 1 動力撒紛横動カツ,,空 動jJ鰍 捻 良策用 トラ l.I;三島オ- T

城＼ミ学区叫_ー_里｣-一m 再‖台射台!彪i台!戯 A⊂:∫ 一一--1旦Lu‡tIl77:2i2I-｢161613l13:大井i71711118暑8止2･82 2

;足 守1王寺418272 1･ト3i31313l凍 可11ll 7 1 I 2929J5Ei66
:岩 扉13｣ t1.1,◆11l22lll'llli67 6! 7轟 41･ー_■___ー__._._ 6l6,

(1960) 塵芙セソサス 足守町
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前の第42il/:を見てもう1つの結果が判明した｡WJ二)7榊転鰍 こついてみると,駆動型 .餐

引割の2つが,北部と南部では普及状態が塊な_,ているのである｡即ち.北部山間地;TrTTであ

るFIT近 .福谷.岩田は牽引芭!L!が多く普及してか 1,両部平原地Il-:ru?大井 .足守,特に足守に

右いては原動蛋'1が多く普及しているO

これは自然的条件が馳係していろからであろう｡山間部では運般用にも利用できる牽引判

が便利であり,南部ではあまり必要がなIJ,為であ7)う｡

以上の三拝柄は個人所有の場合で共有になると上記の順位に変動がみられる｡

第 43表

良用放城の種粗別所有/I3家政と所有台数(共有)(良･- 出家数,台.･･･台数)

苧 効 : 動 力 桝 転 機十 ~~-~~~~~二~~̀~-
:原 動 亜U_牽 引 割

井

_= ●工 3-∴
2さ

顔
トラクタ空海 動 機

i ｣=iiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiii⊥ 品 ∴∴r

L

: rl: 1. = i i I I.) q■

り･T-
賢 二｣｣ 圭 一｣雪 ｣ 斗 ｣ -+ 斗 LP
田: 2 1J

足守町(全域)1 7
空Jl-2･?-r l'2重

動力粗招械!動力噴

1_上 里i 壁_
94i 13! 6

__ _ .:･l Ill.ll._3･;‥ _6
6

1 I

.州 叫ーqEl__｣ 竺 ｣ !三二_ _
4

守町(全域)5402i 97を Rfi

l 】 .Fi9j 27

382 18

fL'動 機 uTuI

- T -+ +

2･ 1; .56

I-トー土L -

動 力
カ ッタ ー

良 書台

-

-
｣

｢
画

T
i
T
訂

1

2-I

[･
宣

.
H

tri
l
_i
-

9･346着170-- _____⊥- _
i出実用 トラ

動力手芸Lb水勘 ク々-,汁
lト三鶴

戯 i台 L血 j台

16! 3; 6; 3l I

2J 3! 1

i

lJi o8-L IT -㌃上 †2!

(1960 幾寅センサス 足守町)

機線化は大部分が個人利用を中山こして進められてきたのであるが,動力粗相梅のように作

業の時期,方法において経営上の制約の軌 }ものや .動力申落機のように共同利用すると有

利であることが明晩に現われるもの!こついては,苑同化の傾向が強くなっている｡

個人所有の幌向が掛 }ものは第二表に現われているが,特.''-強いものは発動鴇,動力脱穀挽.
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.動力D軒 粘.動力カ･,4-等であるO

即 澗 紛罷.取力河軌 茂.動力帝謬放等にJD･いては共同亭岬 の憤向が讃く ,これらは侃人所

有より典有が主体となっているoこ0,ことは第 44表にあらわれている. (第 44衷)

第44表
>

個人有.共有別製敬具所有台数 (足守 1960)

牌 機 具 種 類 個人有 ー 共 有 公 計 共有壷｢

上空 力 餅 転 機 97 15 112 13.4臨)
凋 用 ト ラ ク タ 二 L～ 2 2 0

L互=~ 掛 軒 i 778l l7 1819 9TIn 1&8'顎 動 1Jfe ,56 16

Ji動 力 '脱 穀 拭 l 7.i5 17ー) 91.F; 18.C

1一 .--一一一一一一･一一勤 力 紗 播 .機 Fiiー 97I.5.163.4
L掛 力 L;l 罪 壌し- . 13 7 2LIJ36.
i動 力 撒 紛 勘 ;,l 2TTT叫ー--3F;千言√

(19 6 0 伯菜センサス 足守町)

2.繊械化の社会的影野

拙作洗及び卸 】弛)技締耐 こ機械化ojrLJ:ぶ的 場 もり月取に現われてきており.戯作薬の変化ir_

瓜も彰打を与えたものは軌力,-t)FfT:鳥てある｡動力耕密漁は二tJ出利用!こも変化をもたらした｡

導入後の変化としてあげられるものは,fl)滴地適作 (i.))水稲の反当収丘の増加 . (3)

水田責任の土地利用から.多角土地利用への変化等がある｡これらが機械利用の影野とばか

りは判定しがたい｡何故なら,最近の 我 執 こおける土地利御 i.多角経営化 ,合理化の方向

にあるからである｡

戯作菜で;i,従来の役牛に代って桝奄件数こ動力が便申されるようになった｡

足守では第46蓑にあらわれているように .排起作業では相当に ,藩力にたよっている6

中耕作弛こいたっては人力にかたよってしま_,ている｡足守においては役牛による併起作業

が現IiE'では主体となっており .機械による耕起作菜がこれにとって代りつつあるという状況

である｡

人力富力による耕起作業と,動力排転機によるそれと比軟すると .後者のほうが労力及び

時間の節約になることである. このことは即ち .耕薦作業を従来のものより能率化したこと
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t -II

になるのである0

節′l.5去 L'空,作菜の重なる動力涼別良家放 (1960 ,Cil繋七./サス 足守町)

El 近

大 井

:hTi~~=…"-･)守

水

耕 起 倖 案 I 代 か

451 2g;2

岩 田l 7事 2fi7

守町 全域

日 近

柿

き 作 業 l 中 朝 除

:-::-:i:コalI力 ;有 力 人 力 i動 力 .;帯 刀

2才 10! 273

iiii■ 虎 iii i!8!

7i 51｢ 蒜

1.i! li R

2呈 .叫 281 21 21 1

竺_ll_聖 聖 ー_｣ 竺 ｣
ll.1!1,4S4･ 47` 13t 3

そ の 他 の 作 物 J

桝 起 作 業 1 中 耕 作 菜

:I;｢.i-;-jJ-∴昌 J~亘

大 井.! 572 18
------ ･一一･一･･一一一一一一一一一1-･-

足 守! 34i 14~- :- ;

I福 谷: 一13! 321! 1･74

岩 田

足 守町全掛 i72い .083- - _⊥ __⊥ ____

一十 迎 般

力 iお 力 !人 力 IlT;ifl力

iZ̀10! 4

dT T｢~=

6lr 2Lill! 1

節約された労力はどの方向に向けられたであろうか｡
足守町に才;いては,
山かせぎ
,
特に都

市部においてはこの帆如哨い｡
界.I6
表を見ると南部の足守,
大井では.
｢所有している

もの｣では.
他の地方と余り変わりはナこいが
,
再演戯家で:まないので.
専文出家ほど機械を

必要としていない｡その
結果
.
他人のものを1約て使用することEr
-
よ
ってこ
と足りている｡

又
,
胞無期には人手不足から矧'1-i-:略してもらっている
出家が多い｡

もう一一つの効掛1.
械械利用によって
労働の季fBllこ虞化がおこり
.
飽無期のtl'-クがかち

合うJ)を切り抜けられることである｡

他二も射ヒがあらわれ始めていろ｡
耕起作風土一般的には,
人力で行ってい
た頃は男女同

一の労,;5.,
1であった
が
.
機械利用によ().
男子が軸椎の操作にあたり.
女子はこの桝起作動ゝ

ら後退しつつあることである.しかし,
例外もあるのである｡
足守のIl'淋盲で洞盃にあたっ

た際
.
ある出家においては[P学生の男子から夫妨まIr･一家全員この作ll-I,
機械の操作が行え
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使用していたということである｡

第46衷 動力機械の部類別使用曲家政 (1960 飽英センサス 足守町)

】iL 使った旗象数.i動力排うん損 - ヲク々- 1!雷雲してLさる 画 他 人の もの使 った機械 の所 有形 能 動力噴霧機動力撒扮織を使った腿

& ^所 有 公 有 頂 協有 等 借 して 賃作用してもらって家数 i

互=可大 井 1101; 21l 2 Ei∫ 82 24854
118i 21 ワ ! 7 881 268104;I

足 守 i 148l 24 3 I 2 119j 26760
福 谷 l 114 27 22 4 1.5 F;3: 451 127!
Il岩 田 40 6十-I t 2 32I 246 且oモ

前述のことは例外であって ,大部分は男子が使用している｡男子の使用者の平均年令はやは

り低下しているOこれは操作技術 ,その他の面で老人には困鎚fj:為であろうoそして機械利

周 により家族内の作業分担が一層はっきりとしてきているのである｡女子の労働が機械化以

前と比赦した場合確かに香油されてきていることも篠根化に上る髭啓であろう｡

特に機械利用の場合は老人より壮年男子の手に移行している｡これにより老年層の権力が

後過し,逆に若い層が鑓藻経営の中心とIi:りつつあることである｡そして,閑接的影膏とし

ては ,皮節試験場などとの接触が多 くなり,鹿家の農業壌当著が老人から若い世代へ移り,

その結果 ,新知識の導入に意欲とIより,旧tn習が排除され農薬経営の合理化に対する恵欲が

強くな,.た ことである｡更に,戯村生活が合理化されて来ていることもr拝実のようである｡

3. 耕転機と役漂わ 有利性比戟

耕転機と役畜とどちらが有利であるかを考える場合 .全国平均のデータ(腿休省腿家経済

絢査 )によると役牛飼育聖壬用(19･q7年姥)1頭当り42,625円 .これの耕作部門への

年間使役時間846時間であって,1時間当り単価は123円である｡この牌 は機械の4

分の1とみてよいから磯城の時間当り単価は123X4-492円 ,即ち約490円以下な

らは放根の方が有利となるであろうOこれは経営のスケールをはなれて機械と役畜の班用を

比較した場合の頻格である｡ しかし日本の虚薬経営の面を考慮すると.そのスケールは小規



投である｡このために′｣ヽ型機の工夫がtj:されたが.それにしても小規模虚業経営には役畜の

方が適合しているであろう｡どの程度の経営面舟を持っていたらどちらに有利であるか扱討

してみると.2.5反以下では畜力が有利となり.それ臥亡では根城が有利となる｡ 3竹歩で

一台の桝転職が堤通といわれている.

良林省のこのような見解とは無関係iこトラクターは普及して行く.それにはトラクーに上

記計井値とは別の式で導かれる経済的合理性が秘められているようである｡

(岡 田 悦 子)

(,3) 伸びゆく蔽戯

1 酪JElの推移

職後.我国の怨薮は.著しい発展をなしているtjt.甲でも掛 こ苦しい0)は ,酪飽き押弓であ

る｡磯後.生活水畔の向上.緋轡官物のテンポの鈍さにくらペて.輸出の仲はいちじるしい.

足守町に於ては.大正期にすでに乳牛朗韻が始まってt/ゝろoしかし.今日の酪殿と比救す

ると.その泥Ai.:'El的小 粋 ト,ているO戦前の靴1は,瓶 を苛勅 JJにET的とする牛乳屋で

あ,･つ.当町では.久安 .坂本 ,甫本などの牛乳鬼があり.吉脚部をLP心L･t毎日数百本を配達

していた｡職後の玲lBは ,腿菜の合裡化をめざしたもので .他のJEi墳部門 と密接な尉係を持 '

ちなから発展したものであるb

戦後の一腰的な醍良経営をLll,L･に考察を逝めてみようC,

日)乳牛の前人

戦後.ヤミ米の出まわる中で｢将来の戯菜 は出超として発展すべきだ｡｣と計画をたて

た2つの部落があった｡その1つが旧足守町の探席を中心とした地域であり.他はlrE]日近

村の書を中心とした地域である｡

探茂では .21年に3頑の乳牛を共同購入し.雷でも1頚を共間脳入したO和牛同様に

冊単に考えていた人々には,乳牛の飼育を始めてはしみ′､て,飼料問題 .病気の問題など次

々と多くのつまづさがおこった.ここで一役範ったのが在来の牛乳屋の運2'者で.自分の

経故をf鞄 してまわった｡

その内に.乳牛の知澱をJI'iて来 .1頭 .2頭の共同飼育では物足りなく考え始め.個人
隅人をする人もあらわれ始めた｡

やっと搾乳が始まった｡しかし現金を事にする帥こ間魔が起ったO-応,関越として.

予想していたことであるが ,現実の問題として.余りにも考え方があますぎたことである

それは.販路であり.送乳方法であった｡当時の音の或る酪怨縫賢者は送乳に )いて .吹

の様なことを詣していたo｢朝は2時頃から乳をしぼり.自転車につけて.岡山の種畜加

工場まで遊び,そこで加=してもらう0_lを待って .知り合いをたよって配達してまわった｡
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2･5年になると,乳鑑もかなり杓え,白分速の生産乳をより有効にすることを考えた結

累,加=することを,Fir-休的に考え始めた｡膏より一足先に足もIJ:Lこ於て .Ⅶ工場の営業を始

めた0日近に於ても,加工場の故地を汝めたり一カマ,Jr只ったり一番々と蝉情を進めてい

った｡しかし,間らなく低湿殺歯法となったた〉う,営斐不可能となり.そのまま営楽停止

となつII=O河lr眼路の問題がおこったO

-噛ま申描1穀戯組合にりrL入したoLかし,不振が拭き,ついに脱退したOそして.西大

寺ネッスル-と.･ii荷を始めた｡少しでも有利な買手を ,探し求め ,やっと現在の会社をみ

っけたC)であるO契約当時;･1,詔要と朗吟の均衡がとれていた!バ,乱立が増7mするにした

JuIい ,小さな会社を相手としていうため!こ.問題がおこってきつつある.自然 .生産者で

ある鞄良家にしわが寄せられてきた｡

(2)gj入地の梶折的基 鹿

時もほとんど同じくして,しかも共同購入した.深茂と吾について,乳牛をとり入れ易か

かったE3.由を考えてみよう｡ l

まず .丙部落とも山にさしかかった部落であり.自然の革が豊富で,飼料として利用出

来たこと的 ､えるO又山にさしかかっているだけに畑が多く,飼料攻培に水田をつぶさな

いで ,すんだことである｡

次に耕地 ,他の部落に比較して比較的広い O町平均64aに対して深茂8la,書91

aであ六 ｡-iIT_他の捧蒲より群発性家が多く,)}'-W :1本槍でゆこうとする線Ltな人が多か

ったことであろう｡

(･3) 労鰍生産性の低い作物

申う加地が70a足らずの曲数2.対軸 のみを相手として.いくらの収入が ,得られよ

うか｡いかt'-豊作としても水稲のみでは .とうてい,所'fTLJjの借物まのぞめない｡ ここに換
丁

金作物の必要性がおこる｡書,深勘 両部落で｢一応何んでも作ってみました｡｣という

ことを聞いた｡帝品作物のあらゆるものに手を出したのである｡年番一 トウガラシータバ

コ一イ軍,と経て.次々に新らしいものを栽培し,その取こ,塾こつきあたって来たので

ある｡

今日,まだまだかIj:りの作付をしめているといわれる.タノミコとイ串について考えてみ

ろことにする｡

次の表は23句私 ら32年までの .タバコ,イ串の作付両桝であるが.タ/くコlま31年

をイ]Li'は27年をピークとして .誠少している｡.,わくコ,イ革のごとさ労伽鶴的的jB選に

対して批判的に(:ってきた0)である｡第48表をみて壬〕わかるように.労潮力が必要であ

り,撒き融けか ナれほならないのである｡蝕か限り鋸 戯繁でなく,計画的に働く)B席に
なろうと努力しているのである｡

伝鮫的作物㌢欄 韓として.ある地域では .前掛 噸 められ.又ある地域では.温室を中
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心とする園芸がとり入れられて来ている｡

軍 4台表 イ軍.ク′くコの作付両親

I

一 三:T ~ 二 三 二 三 二

⊥

新市町村計画1br

(4)新らしい凸兼

酪鹿.園芸は果樹とともに農業の新らしい芋といえよう0

第 4図のグラフは.温室面坊の良

5'L.舟 と遇をf)同原

節/7',し一70

I b

_ 二 ･こEILJr_

J す各 払

..･ ヽ T

J lrt tす

----I.-～-1

第37''･L-7▲'
強ヱ71/i:,7

~ ~ ∴ ＼

/
/

.._._ll.･....-_⊥ _-_･.

･i尋

第 4回 新市町村掘興計画'ETF舶成資料より

辞出作図
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家数に対する的採,をあらわしたも

のであるが.相舶庶o.021とい

う′J､さな値で.ほとんど鵜係!)H.亡

い,むしろ.'惜JBと温壷は.2つ

の鼎 上った方向に延びていること

がいえる0

第 6図を.3グループに大別す

ることが出来る｡-3てこわら.吉.

上目近の戸島曲の方向に発展してい

る地域と.下高田.船 ,英塵の

狙畠が多く.園芸 に延びている地

域と,どちらの方向にも,延びて

いIllい.停滞的火映宅ojグループで

あるo

温室の多い地域乳牛の多い地域

杏.足守町に於ての,新らしい瓜

連の発展している地域と考えるこ

とがLEs来ようO両地域とも町の東

北矧 ,_あたる山間部落であり.

｢新らしい出幾が北部の山間部か



ら芽を出している｡｣との説が立証できることになろう｡

3グループを数倍的な質料こもとすいて.考察することを試みたが.ほとんど差をみと

めることが出来ず ,説明が出来ない｡幣戯部落として発展している曹部落が腐戯経営をと

り入れた理由をまとめると次のようになる｡

1. 毎月現金収入がえられる(恩義年単位 )

2_ 丑本が安い(温室にくらぺて )

3･ 共同糖神が野 )｡

4. 革の利用.土地の再生産が出来る｡

5. 牛乳は一勝勺な商品である｡

以上のことから,この地域が原初にどちらをとり入れたか .当時の中心的な,～こよ･,て

温豊か ,乳牛かの 2方向にわかれていったといえよう｡

2足守町に於る蘇曲の実態
日本の餌蝕ま.その経営によって.水田酪鹿.畑地甑鹿.果幼園飽戯.草地酪紗こわけら

れる｡足守町の葡合は.一応水田軒胞 に尾するといえようO

足守町の煎頗経営戯家数は262戸で椅鹿家の9･9%Fこあたっている｡ (1960年ヒソサス )

(1)地域的に見た敵虚

先に苦.搾茂について.乱入当時のことにふれたが,ここでは.乳牛頭数の変遷を中心

に地域別の酔E3の現状を考えてみよう｡

第 ･S図は,職後の一般的酪戯G.皆による乳牛頭数の変遷である｡.この図により.どんな

経過をへて ,今日の掻軌こ達したか,が一偏 克明つくと思う.さらに地域性をくわしく知

るために .第2表も参考にして説明していこう｡

8 日 近 地 区

乳牛飼葉鹿家の割合が.足守町全体9.9%に対して ,当地区では19.6%となり,他

の地区とくら′くても.はるかに率が高い｡又.乳牛帝政の増加の状態も.直線的にのぴ

ており,足守町に於る解脇息近地ということか出来よう｡

日近地圧では,25年に酪良組合を結成,山林を組合で熟 ),牧草畑の開こんをした

り.研究会をひらいたり.将来の共同化経営の計画のもとに ,組合活動を続けてきてい

るoすでに組合結戎以来 10年たち.経営にも-段落つき,より合理的経営へと努力し

ている｡組合で自動串を絶入し,乳の出荷 .飼料.肥料の遊ば/Uにあた_,ている｡飼料

をより安く手に入れるために ,組合配合をし.乳の出荷も合乳方法を.とっている｡組合

長さんの自牌は.この組合で蕗盛を始めた人で ,今だにやめた人がないことであり .組

合の名前(平和酷戯)のしめすように.平和な戯相接投のために .はげまし合い .助け

. 合_,て.共同イh の努力を続けている｡
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第49衷 平均耕地と難曲家率

総 他 家 激 平 均 耕 地 Iー 乳牛飼黍出家 -l I!乳牛飼範超家率Cjoo1

足 守 町 1,693 6.4度 l 2." 9.9

旧 日近村 '.102 二 .6.4 124 19.6

旧 足守町 316 ∩.6 37 8.2

旧 福谷村 498 6_6 82 10.1

L旧 朋 村 '269 i 6ー7 41 12.3

(1960年 センサ ス)
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b 足 守 地 区

長も早く乳牛を導入した地区であるが.頭数増加が大変にぷい｡降出琴率は8･2%で

大変少い｡増加のにぷい原因は.良案掻皆が他の地区ほど不安定でなく,多少のゆとり

があること,凍業鹿家が多いこと .組合間原などがあげられる｡しかし,個々の虚熟こ

於る黙戯経営は.日近地区と何んら異なることはないo

c 符 谷 地 区

23年頃 ,一時飼孝していたが.すぐになくなっている｡ これは土地の牛乳会社にLb

荷していたものであるが.なにぶん会社の鐘凱 {小さいために ,冬乳の販路を失い .そ

のまま飼茸をやめたのである｡牛乳屋ということを考えていたので ,再開が ,おくれ'た

こともいえようo Lかし,自然の革が多くて山林の多いこの地区に .*'､ヨ-牛乳と契

約が出来て以来 ,急激lこ増えた｡しかし,昨年まで .一段落 ,導入の方法はついたとい

える. しかしいまだにタ′てコ,イ草の栽培の盛んな地区であり.が今後の増加が期待さ

れる｡

d_ 岩 田 地 区

花谷と同じような自然条件のもとに ,乳牛の飼琴が始まった｡虚業経営の面蜘 i他の

地区よりは広いことになっているが ,地理的な灸件から考えて .経済的性格は,はるか

に低′}ものであろう｡乳牛導入の際 ,良林中金から資金をかりて経営を始めた家もある｡

8 大 井 地 区

足守町こ於て乳牛中人の一番おくれた地区である｡ 30年からの飼養者は ,旧ET近の

組合に加入していたもので ,最盛組合が浩成されたのは .33年のことである｡組合結

成がおくれたために,今だに飼育頭数は少T.こい｡

(2)蘭越先進地 日近地区の鮎

町内で澱も私用家の割合の高い日近地区について考察をすすめよう｡

第 50表 (日近地区の耕地 山林 乳牛)

~｢絵皿家 J平均耕地 山林所有腿 家 山林所布鹿 家 率 甑腿家 讐 璽19.6(%T蒜 蒜日 近 地 区 302 6.4反 236 7FE% 59戸 124

上 白 近 61 5_1 42 69 4 6_6 7

下 甲 近 6.Fi 6_0 47 72 ll 16.9 28

杉 谷 77 7.2 63 82 9 ll.7 12

■下 布 田 49 6.ll 36 74 I 9 1.8.4 9

(1960年 セ ンサス )

-225･-



第 60表によ ると.青では酪良家率が特に拓く,下目近 .下高田.杉谷と.じ⊥じ.tに

低くなり一上目近は .6.6%という他の地区よりも低いあたいを示 している｡上Er近は .
報業曲家の章で説明され るのでここでは省略する｡

書は .日近地区の乳牛124頑中の66帝まで飼養しており.63%をしめる｡

この裏より.鮪農家の割合は.平均耕地 .山林所有鹿家率 .と深い関係をも_,ているこ

とがいえる｡耕地 .山林所有鹿家率の高い順にあげると.青.杉谷 .下布田.下目近 .上

目近であり.酪農家率とことなるのは .杉谷のみである｡杉谷は .第 1図でも説明 したよ

うに.酪鹿でTj:く園芸的性格がつよいことが,原句ではないILfろうか｡

(3)吉部落の敵鹿経営規模

滞 蒜1義 勝 一覧表 (鹿家台帳 ) 膏部落の一部

･r-.I

1 2 74 370a 1 1 30万一ln 栄 鴨 :也

2 2 93 2.OE;0 1 30一〉10 栄

L1 3 42 2,510 l5i 10万末 栄 1二亡
4 4 126 3,270 I 30一一10 嘉一蘇5 2 97 2,640 21 1 1t;0-30 栄

7 4 117 5,940 1 30-10 栄 工 他

9 4 ll.Fi 200 21 1 30-〉10 醍∴工 他

12 2 68 6,FiO 10 兼 栄 】

13 2 123 440 10 末 栄栄14 2 l 73 2.760 ll 1 30一一10 蘇 二亡

1.5 4 ll.5 2.48∩ 32 .1l r .50-30 醍 栄 工

16. 2 9'∩ 2.390 ll 30-10 米 1｢工 ! 戟

18 4 120 2,960 1 30--10 ~束 エ 簡
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茄 iil衷･ELilTfil_衣(I)とそうでないもの (LL)に分け ,idi鑑京をさらに,その崇U)良
案収入中で愈JL班 よる収入のしめる肌合によって ,i位をしめるもの日 の① )2位をし

めるもの日 の㊨) 3位をしめるもの(Ⅰの㊥ )に分ける｡又敢腿を経営していない鹿

家を,米の収入のもの(Dの① )と米と=芸作物 (タバコ.イ革 )のものと(廿の㊤ )に

分ける｡その考え方Iこしたがって ,労働者 .耕地,山林の平均をまとめたものが,第62

芸である｡

第･62貴 書部落 (一部)の鹿家分類

鹿家数 年間lESO日以上労幼者 平均排他 山林 乳牛 和牛 腿 .莱･.50.心-30万 収 入30-10万 10末

Ⅰ酪 E3 家 9戸 2.7人 9.3反 23.1反 u O.i;_ 3 5 1

.̀① 所得の1位 4 3.2 rt.0.9 28.2 4.3 0.i; a 1

⑨ 2位 3 1.7 6.4 13.9 2 0.7 2 ■1

申 3位 ■ 2 3 10.ES 26.7 2 ー) 2

Dと柵 ない蝕家 10 2.6 fl宝 15.1 1 6 3

① 米 の み 】l 4 1.8 7.6 8.3 1 3

(34年 盛家台偵 )

第62表によると,I,打について ,盛業従耶者は.差が辞められないが ,内わけによ

って,大きな差がある｡酪儲趣宮をす るには尭ず.2人以上の労執者が年間通して必要で

あることである｡それにくらぺ.乳牛を飼養していない場合は ,季節的に労鋤の必要丘が

変化するa)で,年間とおして持鎗する必要はない｡

排他について考えると90a以上を所有してい石段家9戸申6戸まで/帯出をとり入れて

いる｡Dの方では8戸中.Lq戸でIEこくらペて大変少い｡軍,山林平均面執 こ於ても.I

と打の間Iこは,80aの割 増 められる｡これらからして .一応.排勘 山林などが .あ

る程度以上ないと,敢伽 iとり入れられないということになろう.

又,出薬収入をやると,年間60万-30万の収入のある良家が4戸甲 .3戸まで酪農

をとり入れた腿家である｡酪良庵皆が有利Tあることはいえるが ,導入出来ないのが現実

の姿といえよう｡資金がまず .つまづ書である｡

(4)あ る番鹿家の虚業経営

個々の酪良家の縫凱 三,いかなるものであろうか,苫部落のある甑良家をのぞいてみよ
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この家は｡組合結成以nJ▲らの乳牛飼=;家であ(),今はより有効な湛三:'にと努力,をはら

っている家である｡

梯地面Lti.水田42a 畑66a で栓面鎖 ,108aを所有しているO労励する人は

男2人と女1人で,乳牛頭数6頑 (内成牛暮頑 )である.又別に役用牛を飼零している｡

まず .一日の田虚のための労働時間を考えてみよう｡

SF;3*

採 草 3時間

搾 乳 1時間20分(朝･夕)

給 飼 30分

牛舎管理 ･他 ,10分

弟 53表は.一日の乳牛のために

必箕とする労働時間である｡ 6頑で,

,5時間少々の時間が必要となる｡

8人で分担すると.1人当り2時間

足らずの労軌にあたることになる｡

しかし.2人以上は必ず助く人が必

要であり.上述の鹿家分析に於ても.正要tL何題となっている｡ しかし,タノミコとか ,イ

帝 こ必要な労働時間とくらぺると絶対量において大差はないが労働時間が平均化している｡

次に耕地の利用についてみよう｡

第E;4蓑

総 耕 地 108a

水 田 66a

表作 水栢 6E;a

逓作 変 10a.

飼料 5Eia

43a

■t

そ

傾

倒

料

家

品

安

日

商

飼

aハU

eC

6

の

｢
~

.…
~

一

他

54表は.当家の108aの全排地の一年間の作付である0年間の作付計画は.年間の

飼料計画であり.水田述作飼料は主とLT.fJ･イp.こつめて,冬の飼料こあたるものであり

畑の飼料は ,そのまま与えるものが中心になっている｡ この他こ,山林をlqケ年計画で関

こんし.飼料畑につくる計画を立て,昨年から始めている｡又,白然の革を改良して,飼

料に加えている○

叔後に当家の虚業収入をみよう｡

那 6表は,彩佃作物の収入である｡ 自家相投のものは計井に加えないで ,直接現金と

して入って来たものだけである｡変の大半は何科こまわしているため,計井に加えない0

108aで年間13万円 .これがそのまま▲帯盛巌宮前の収入であったとは考えられない
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那 ,大老はないであろう｡又.これが,現実のE3菜のさびしい攻ではないだろうか｡では

13万円の収入の中で ,鮎 をとり入れたらどう変わってくるであろうか｡

第56麦 ＼
水 稲 収 入

水 稲 90,00

商 品 作物(工芸‡ 言 シ 43･n O

計 133,00

弟.sF表は .当家の年間 (3･5年)酪彪

部門の収入 ,支出をあらわしている｡ (年

間を出すために .月平均をとりあげて計井

したもの )

収入部門に当然 ,厩肥収入 .仔牛などを加

えなければならないが .計井上はぶくこと

にする｡

飼料軌ま.配合飼料 .塩 .石灰 .ワラなどの隣人飼料のみである｡

このような数値を純収益と考えられるか ,間借であるが .｢応収益と考えることにする

年間収入が .24万円少々となり .前速の排種作物の収入13万円にくらぺるとはるか

に多い｡

弔問 .虚業絵収入37万円となり酪戊の占める割合は ,約65%となるO月収 .約平均

3万となる｡

第,56蓑 鮎,Bの収支

粗収入 (乳のみ)3･54,720円

飼 料 費 103,400円

生 殖 幣 9,600円

衛 生 放 1..SO0円

計 114,･FS00

純収入 (.1･W.720-114,FOP)

24U.220 円

当曲集は .すでに10数年の経営を椀けてき

てお■り.書地区に於て虫も大規模な酪虚経営で .

一般の醇廃家にこれをす ぐ.このままであては

めることは出来ない｡しか し,戯菜経営に於て

酪瓜がいかにこの土地として有利であり.合理.

的包箕が経営出来るかを物語っているといえよう｡

う｡

しかし,ここで考えさせられ る問題は .一番

有利であろう酪飽経営に於て ,このような状態

である｡自給良品はこの収入とは全く蹄係していないとはいえ ,3人の年間労働に於て ,

37万円の収入とは ,大きな見渡問題が含まれてい るであろう｡

.1 伸びゆく醜鎧

当町には.罷鹿組合が.旧町村単位に 6組合に分かれている｡町倉鮮以来すでに数年たっ

ており .輯牌こ於ても.統-の動きがそろそろみえかけてい る｡西独 協議会がその最初の武

みであるoLか し,まだまだ具体的に仕町を始めるところまでは長時間を必要としよう｡覗

祖か小単位では.常に胤民側に不利な節が多く.にがい味はかりで .統一が有事ぬ ことは ,

目のまえにみえていることで .販路とか ,隣人飼料などの面だけでも統一してゆこうと努力

が払われている｡
l
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8月の調査期間に日近地域が,苦節高欄 発計画地域にtaLiLJEされるのではないか｡とのこ

とをきき,その計画が実現したら.iL洞 牧場そっくり,酪虚の共同経営にふみきることが出

来るのでは11いか｡などの話をきいたが.民間山林所為省の反対で .計画地域に指定されな

かった｡王了解町吉川の共同鼎E3経営,笠岡の筒農廉旨などを見学してその合理的な経営を研

究してきているだけl'_,醍LB家としては,凍念なことであった｡吉川の合理的経営の有利な

ことは一･はっ1-･りと理解しているが･しかし.ふみきる ことは出来ないo吉川なt･Iま,上から

半強制的に .共同経営を.おしつけられたものであり.自主的に自分連からその経営方鋲を

とったのではない｡しかし足守町の場合は.自主的に自分連の経営を考え.自分連で販路を

さがLもとめ.何人にも頻っていないoここにくすすことの比来ない困難な問題が含まれて

いる｡

共同経営は将来の計画として .それにふみ切るまで .いかにして現在の経営を合理化にす

るか ,町内での考えをまとめてみよう｡今日の取免成功のかざは自給飼料の確保であり.節

-に考えられる問題である｡当町に於てサイロの数が少いことは.眼前の禁JBにのみ目をむ

けた,軽々ししそ髄脳といえよう｡

町転身賠摘 書によると.6年計跡こよって私怨部門は 18O%強.増加するととになって

いる｡他の出業部門と比擬して ,俄良部門のみlこ重い比重がかけられている｡町としても,

陥出に鎖複的に協力する体制がとられており.軌粗かますます発展することが3g】待される｡

(晶 山 春 子)
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茅 沼 売 家 と lfij 鞍

民 家 と 家
rI

第 1節 伝統的生活の様式

一民家と食生活一

位 藤 鹿 忠

⊥ 住 居

(I)監 根

卑屋根につvlて比 ,入母屋形式が大部分であるが ,寄杭形式が点在する.フキオpシの卑

尾根が殆んどてあったが,明治以後草屋横の下部モ妙bとって ,オダレを瓦葺きにするよう

になった.また瓦茸稽棟も作られるようにをb.大正初期から恩領陳中央をつきあげて.瓦
茸きの煙出しとしているCこの煙出しは箱棚の家に多vtようである｡レttは殆ん どみられな

くなったが ,屋根蹄の王さえをとじるために ,針金を使用する以前に比針目5-vlとして茅東

或は顎東をおおい.そq)上に屋根棟に沿って竹をわたすとvILj方法がとられてvIた｡この講
究比奇数列ならべ .かど少こといっていた0度億逓き材料は王として小鼓碓であるが,かっ

ては茅をせせで尊くのが一蹴 勺であった｡他人有のLD林 .原野,耕地の畦畔等に自生する茅

をためておいて ,井材料として七郎ヨするO茅を使えば耐久年数が長くて好ましいのだけれど

も.近頃Qi茅が/少なく在ってきたので,あせb使え左くなり.殆んど小文養だけで苛く上う

になっち 音吐小安藁を全くまぜなV,ところの芽の与で背 く .芳井屋根もみられた｡一般に
岡山県では .中国山地比茅茸 ,青依馬原比繋敷 く小麦或紘大変)に茅をませて葺 く地域 .南

部平野地域は麦藁茸である｡足守町比音僻布原o再録にあ たり ,屋根茸材料として変炎に

茅をませて茸いてvlたわけであるが(現在 も息ら掘 っている),古くは茅茸きが多かった

と思われる｡

(2)間 取

第 1回 (旧福谷村四問介 ,Å氏宅 )に上ると,この家は江戸刀明に辿築したもようである｡
フキオpシの草ii-堤線で,他 上から軒までの拓き 7尺 2寸であるO土台がな く地形石の上に

すぐ柱を建ててVlる｡入口櫨に小便所 ,風呂とおのおの'lELF,小任所の下は大きを磐になっ

てVlる｡ この鐘には風呂の汚水もはい･もエ5にな19ていて ,特別大きなものと在ってVlるu
接往昔はなかったが7ダノマの耐だけあとからつけた｡オクニワの隣 b q yケモノ足掛 ま･ヒ

ヤとV.って昔は嫁がいたという｡いまでもヒ十と上んでいる｡大漁柱 ,小鬼住の 2本大熟を

もち,材料は松であ･る｡小農桂がウチマヤ(内最 )の境界をなし.大巣桂が峯敷部分の境界

をなしている｡しかしニワからすぐの .イタ′tはあとからつけたものであるから,昔は .大
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,%tJ-_はニワの中に組iz:していたものである｡また,ニrJとオクニワの磁界に,メ,､つてはなか

(たが ,境界として下半分に壁をつけ,上半分に格子窓をはめた｡オクニワにクドがあり,

水ガメがかつ,恩納 ,味噌等鋼昧料あり,卸拍日ありで次郎の一切はオクニワで行われる｡

クドの位倍は昔と殆んど変らないが ,カミザ ,即ち台所からクtIの模作ができるようになっ

ている｡現在は整fF:,,四聞取製になっているが ,昔は7〆ノマの方-三尺ずれていて･喰遵型

間JRであ1たE,大殿桂は家の中心とt.･.'･lれ ,エヌシ柱は座敷部分の中央にある｡エヌシと大

黒柱とが一徳線上にない.床は喪床 ,即ち下床にな1ていて ,オクノマからナンドへは通じ

ている｡またナンドが狭い｡マヤはウチマヤで ,ニワを仕切って主屡の中で牛を飼育してい

る｡マヤ〆チが外庭にもあるし.ニワにもある｡オクニワからニワにかけてカラウスを設け

ていたが ,峨汲これをとりはらった｡

牙 2選(旧福谷村高鳥 ,S氏宅 )をみると,これは江戸末期の建築と考えられる｡旧小便

IgTr･風呂が入｡俄にあ1たが ,これをとりはらって ,蛮脚 に下巌をつくって移転した｡枚は

今でもない｡天井はヤマト天井(スノコを俄んだ上に･梶土をぬった天井)であ?たが ･昭

和初期天井板を頻り,同時に_小放 (イタ'()をつけた｡ニワを半分に仕切ってウチマヤが一

つある｡マヤグチは外庭に向き,マヤの上 IUJ､党務をおく｡オクエワとこワの境界として ,

格子をあとからいれた｡オクニワはク ｢填･･炊耶場であり,放物置物であり,敷物などの物

磁韻でもある｡クドの操作はイタ,(からできるようになっているが ,かつてはダイ ドコロに

くっついていて ,ダイドコロからク ドがたけるようになっていた｡犬用桂 ,小,6位の2本大

黒をもち,エヌシ⊂埴適った喰逢空欄 取である｡ナンドは.-洗物軌となり,オクノマとナン

ドの噴き糾こは障子をはめ ,自由に盛れる形式で ,床は撃床である｡

第3図(旧岩田村山上 .C氏宅 )によると,この蒙は明治中期に極寒 したようである｡土

台は使ってある｡テワ部分と座敷部分が相半ばし･ニワを仕切.,てウチマヤとしていたが ･

大正初期にソトマヤ(外牒)を造1て ,マヤを別棟としたので ,旧ウチマヤを物故として使

用している｡ニワとオクエワの境界には格子をはめ ,クドもオクニワの隅に移転し,ネキノ

マに耗いてガイドコロをつくり,ニワからアガリハナへのところに′Jヽ按をつけた｡アガリ ハ

ナは喰連盟の6数であったが ,不便なので 3尺ネキノマの方によせて整形四間取にしたB棟

はオクノマ僻目こしかないが,迎屯当時つくったもtr)である｡′J､便所 ,風呂は入口掛こあー､･/I

のせ典 に掛こ移転して ,ナンド,ネキノIqから行けるようにした｡座敷部分の天井には板が

張ってあるが 'ニワの上はスノコ勅読みで 'その上に土をのせたヤマ ト天井にしてある｡ヤマ

トには叢等をあげるのに使用で奉るし,火災の顔 ,全焼を防止するのに役立っのである｡床

は袈凍 ,仏軌 まナンドの隅においてある｡

第4図(旧白近村下布田,D氏奄 )を入ると.建築年代は不祥があるが,可成り古いよう

である｡土台がない｡奴はなか1たが ･丁ガ.)ハナの糞にのみ棟をあとからつけた｡小便所 ,

風呂は昔のまま残してあるが ･風呂を軌 ⊂新築中で奉る｡アか )ハナには半分勧 i敷いてあ
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D.半分はイタ′くになってかb,ニワを改造してアガ .)-ナとの間に一間をつくb.3'ィド

コロに小枚 (イタノミ)をつけた｡オクエワ托クF-があb.オクエワが炊串の場所で.柳

穀物類がおかれている｡土公神はダイドコpで奈b,かっては ,田植がすむと.タダ及びモ

チの宙を土公神のみならず,家中の神全部へ集ってvlた｡tた,できた(収穫した )ときは

デキ′くツオとして集っていた｡

(3) ク r

泥土をこねあげたクドが古いエうであるし,ダイ ドコF,からすぐたけるようになっている

のが古い上うである｡クrK台をつけて高くし.オクエワの隅か ,オクエワの中央エDに移

すようVLなったのはそう古いことではなさそうである｡中国山地でも,吉備高原でもイロ')の

現存地域では ,イpリをたきながら,クドもたけるようになっておb,足守町a),古い型の

クドの位把からいえば ,イロリ現存地域と同じ此花にある｡イロリが ,かって存在した地域

をさ('ってみると,足守町 (特に旧福谷村 ,旧著田村 )北部に隣接する執津郡細枠町(旧字

甘西村 )南部の故田,大野.宿部落には近頃までイp1)が存在したといわれる｡ しかし,足

守町北部でさえ,イpI)をたいてvlたのを見えをvlL.知らないという人が多いが .旧編谷

村間食では明治初期までイpリがあったともし巧から.江戸末期をvlL月 給のごく初期に取り

除かれたのであろう｡

(4)CE

牛馬の飼育場をマヤ,ウシノマヤといっている｡母屋のこワを仕切って,マヤとし,母屋

の中で鴨 を飼育する形式をウチマヤ(内毘 ).母屋とは別棟で飼育する形式をソトマヤ(

外収)の二大分類できる｡中国山地の西北部の放牧地域には放牧期間中.特にマヤゴ-をと
るため.原野にかbK既を設けてvlるところがあb.これを野厩とvlっている｡岡Ll損 にか

ける外敵地域は備中西南部に顕著であるに対し,内政地域は相当広範囲に及んでいる｡この

内蹴地域の内院は ,現在は漸次外敵k:移行 していったが,かっては ,温暖な岡山平野も内既

が一般的であった｡つまb,冬季の薙令な気鏡から牛馬を保護するために,内航にしたとい

う理由だけではないようである｡もちろん ,内観比外既より以上に牛馬を保護 し,飼育管理

の上からは .噺 qであろ うと思う｡逝tjiは特に.衛生上のことから.人と家畜の居住を別に

すべく,外軟への移行が目立っているけれども,中軌 1地 のことき比 ,冬季は比較的気温も

下 わ,飼育の上からの便宜や牧牛車軸 械 ICもあるから容易に外概は普及しそうにない｡む

しろ中国山地では .内戚女王体に外局をも.もつという形式をもみられる上うになった｡大

まかにいえば,中国LU地のウチマヤはマヤ〆チがニワ8万に向いていて.牛の挙動がすぐ分

るようになってVlるの把対し.富依願 ,なvtL南部平野地域で仕マヤクチがソトニワにrq]

いてい る｡ (但し,同じ平野地域でも備中西南部には内患比存在しないのであるが )｡

足守町では ,かって吐どの民家でも内虎であったと思うが,ウチーヤとこワとの問に,衣

を張って境界とし,つ いで顎 にして,牛の首出しはニワの方に向かず･カド(外庭 )に向
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くようにして ,人と家畜と哲一応隔離したが,い･.*は外既が普及し,もと内だ静ま物歴になb.

内磯は少丑くなっている｡

(rj) 柱

中矧⊥地 では2本大黒をもつ民家が多く,音t.謡布原にも2本大盤をもつ民家が多いように

思う｡外排 出攻では概 してニワ部分が狭く,1本大熊が多いように思う.音節膚原南名刺'=位

毘する足守町の古し1民家は 2本大黒七もつのが通常のiLt,であるo大患敵 を勤 甲央はあD,

小鬼柱はマヤ鳩把在っている｡またェ又シは座敷部分の中央にある｡大黒柱にト華は′J､儲桂

に士公神や大熊機,q:馬の守護神を祭る地勧 欄 LJ｣鼎でみられるが,足守町では大黒柱Vこ袖

を祭っているのがあるかもしれないがまだ閃か左vl｡土公神は大抵 .オクニワのクドの近く

か ･ダイドコpに朱-JてあるようICあるo柱の材料は声親柱に梅を使って季るの もみられる

が,壬として巽 .或は松であb.その他の柱も栗か松,或は杉である｡古い民家では ,柱材

として粟が多いようITあるo

柱のうち特殊夜ものに･一-ト 注があ故 軌ま入口に向って入口左側 (右勝手の場合 )の

柱である｡ この柱から右側へ 1月ほど板を張D.これをヨセとかへ-トーモクレとかエんで

いる0--トーやオ-/ポーは敷居をまたぐらせて家の中へ入れなかったので,へ-トー柱や

--トーモタL/把,もたれて物を乞うていたの,Tその名があるというのであるO--トー柱

--トーモタL,の名称は今や鬼んど消えておb.古老の一部の人が想い出すにすぎない｡新

しvl建築ではヨ七は造らないからであるo南部丘倣地域の小田郡 ,綾月郡 ,モ受口郡では--l

トーモタレは今だに生きていて,日常使われてvl.る｡娘最北部の蒜山高原では入口から3尺

はLハったところにホイ トー柱がある｡近頃,この柱は湖 になる柱として取b除いたものが

多h｡しかし阿哲郡.勝田郡等でもかってはホイトー柱と称する柱があったかも知れな'いが

いせは残っていないよう把思うQ

･'Ll)風呂.小便所

明治末までは風呂a)をい家が多 く,風呂のある家に人前させてもらい,ショーバン風呂を

していたものであD,ヨそヤ17話をするのが楽しみであったO/J､政JTWま入口横につ くられ,

下は大きな盛で,風呂の汚水がはvl･5ように,lってV,･て,汚水をためてかき,肥料として位

ったものである｡まだ,こういう形式を喫している民家があるが,風呂 ,小挺所の古V,あb

方であろうと思う｡大きい塵の .小袋所をもたない家では入口横にイ-/べのスヤ車をかいて

いるのもあった｡こうした入口に逝い形式は非衛生的だというので,昭和初抑頃から下屋 ,母

里の井,別棟へと移行してvlったのであるで,

2.食 生 活

A:JILT

11日 El岩田村山上一 第二次大戦後は3回の食glが多くをっプ軍 .かっては .オチャ,オヒル

(10時頃).チャヅケ(.3f時頃 ),ユー.､ソの 4回であ,Jた｡オチ.は遍売してすぐの食

弓'Lで.変成 (崇 7,米3の3'J'合が普通,茨 S.粥 f･の剖･eH.主賓沢であ-,た い(.コ-コ.ツ t･･
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t

ナ.ラッキ3-,ウメ等の洗物,昧噂等が王をオカズてあった｡ソバダソゴをクドのおき火

の上に土･き.脱いて食べたし,/i-.二_･1,は変圧,チャyケは屋の残 bもの,ユー-ニ′壮絶炊,

茄が多 い O そyJ批 オヒ′レ,ユー-ソには二軍か｢.+.J叩 j入れ ,ソバ粉 ,･J海を入れてかきまぜ

て企べた｡ これをソバ ='r-{といり. ソバ駒と1Pツー･イモ之ス九で鯛T煮たものをナベガ車.

7ズ幸に米 .或は7=チ米を入れたアズキ飯,I/カキビをはたvlて粉にして .水にさらしてダ

ンゴにしたものを7カキ.(-'3'ソゴという｡莱モチもエくし.,'=｡.-:た巽に7ズ車,弓つまV､も

を入れて東成をどもよくしてたべたo弁当として性 .竹の筒へ粥を入れた9,人スビを竹の

皮へ包んで持っていったものであるC乾うどんのない 喜̀代には,,J､笈をひいて粉を作D,亨

うちうどんを作 っていたが.うどんは 1年に 2.3回しか11め なかった｡.･ガマが多く使わ

れるようになったのは明治末糊のことで,それtでは鍋を多 く使い.a升ytlFが王として使わ

れ,米比売って換金しなくてほならないのて大中托され.雑炊 ,粥.推穀が多 く使われたの

である｡

(2) 旧称谷村高尾- かってはオチ.,アサメシ.チャyケ,ユーメシの4回であったが. I/1

まは 3官になったo麦飯,雑炊.鰯のほかに ,ナラチャメシ(大豆をこうらでいって箕の中

で.一升桝の炎て こすってLkをとD,麦飯の中へ入れ塩をきかす｡モチ米を入れるとおいし

い ),T]'ジル(大豆を水にかしてす bつぶしたものと,タを粕 汁の中'=入れる).ウチゴ

(大豆をひきわって .ダソゴ托してオカズの中に入れ.たき込む ),アズキ飯.キtご飯,ソ

J{ガ牛.ソノミダソゴ,ソ/くネ リ(グの中へソバ粉を入れる),或はさつまい もi･ゆでて食べ

た9.ときとき.手うちうどんを作る衣どがおも尭もので,社数を多く用いたので.カラウ

スをダ猷′てV:i野良へ出たものだとレ､う｡

(3) 旧日並村中町- ･昔は米を大中にするため.茨伝,碓炊.鮪のほか,ソバヂ十ノコ(JJ､米
をひいた粉をお蒜でかき.さつまvlもを入れて..dt/ゴにしてこうらでやく).ウチヂャ(

大豆,麦をいって宏店にhit哩をきかす),ソバガ車 .粟鹿毛ともよくTLべた｡
=ま と め

以上の考察によ9次のことがいえると思う｡

1) 古くは民家の屋根は-F甘さであったううことが予想される｡それが次如に茅が少なくな

ってきたため,茅に鼓 長･̂d:まぜてif-く上)にLを9.いせもその状感が緬ハ-ひ るが,安泰

r だけでil:くhのの万力 多くみられるようになった..計も;11によると,地上か.ら屋根下端まで

l O高さ6尺 2寸が濃く'eく,おそらく,かって比このような低いフキオ pシの屋根をもち･

i 家の内部は採光がわ7..くて.鞠か 牌 が多かったと思われるが･柵 以乱 屋根下端をI

L;:;;:i_二 tJ =-;I::三 三 tt.≡_-I,: ::= ≡ 三_'::-:7:_Ii:._i-_ニ :.=t,;ここ-3式

E はごく少なくなって,母殿と性別桁に移行したものが多くなってきたC

入口低に′J個 所 ,LEL呂を敷けI.二のが歩かったであろr)｡それが現在は下段や母屋の姫の

- 237-



方 .或は独立した風呂壌築さえかこされてV)るものもある｡

また明治初期までは土台を用いない建築様式を採用していたようだし.線のないのが古

い型であろう｡

床は妻床が多 く,仏触 ナ./ドKk･つたものが多い｡こりとオクニワとの境界はなく,

ォクエワは炊中場であり,放物軌 穀物類等の匠場所というのが古く.ところで,.=ワ把

境界を入れ .ク1{もオクエワの一隅に移転改造するようになった｡オクニワ菅ヒヤともい

ってVlるO

クドは台所からすぐたけるようにしてあb,泥土をこねあげたクドが古く.明治棚 ,

旧褐谷村間食にはイp.)があったともV,うから.イロリはかをb早く取b除かれたようで

あるが .かってはイpリが炊串の重要な役員を果していたかも知れないO

唖適報収が古く,それを整形四間取型に改造 し,そして小緩くイタ′()をつけるように

なる｡いせは整形四間取塾がこく普通であるけれども.喰適塾の前は三豊原型の時代であ

ったことが推定される｡

ナンド壮液量を主とし.物置として使われるが産室でもあって,ナ./ドの宜をあげて席

の上にポpをすき.お産の鐘敬老に手伝ってもらうれ 1人で生んでvlた (山上 )｡ナ ./

TTの下に産水を捨て.お産のアトサソは男の子なら入口の内側.女の子なら外側に埋めた

(下高田.山上.上目近など)Qまたユカ1/の水もナンドの下へ うつしていた(上白近)O

これは脇にあてない ものであるからという(上白近 )｡

2本大黒をもち.ェヌシ.--トー柱などの名称をもつものが古いようで.かっては柱

材として.多 く比異材を用いていた｡しのまは松 ,杉が多V,.土台は架を主体にしてVlる｡

凝滞をかく荘要な場所は.かってはナガヤと共に天井であったOスノコを編み,その上

に喝土をかいたものをヤマトと称していナも ところで昭和初期ごろから板を張るようにな

た｡昔はナガヤをもつものは少をく.あってもキゴヤ程度でタキギを入れた少.物匿と

していたもので,ごく小規模のものであったともいわれる｡しかしどの軽度普及していた

ものかは碓証できない0

第二次大磯後.戯農具が後根化され,その普及とともにカラウスほ唐箕 .I.ウス.マン

ゴク.セソバコギ夜どと共に姿を潤してVlくようになった (亨マンガで田草をとっていた

頃は田灘唄,トウス時代は粗摺唄を唄いながらやってvlたが.披械の導入とともにこうし

た唄も.うたわれな くなった)0

嚇 称か地抱きの順序は .酒を一杯のんで地端唄を唄いながら.夜も徹して抱いたもの

で ,先ず最初に大魚柱の下をつき.つvlで小糸柱の下.そしてエヌシ,床柱をへて.右姻

a .或は左軸bで外地bするのが通常であったようである｡(上目近.山内 )磯集札上げの

とき.沸仲間は全戸に手伝ってもらう｡多くの人夫はい らなレ､場合でも,手伝いとして来

てもらっていないと棟上げ祝宴のとき座席についてもらえないからだとvlう0
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'Jt生胤':ついては ,かっては ,それも多くはもl二次大故の,･:冬bまでは ,米･･i･換金として

屋要であるから,米比特に大叫にされた そこで地殻主体の食生活とをb,また変も多く

用vl,オカズとしては洗物類がiE要であった｡ところで ,第二次大磯後はいろいろな鰍

料理は忘れられようとしてi･b･米を壬休にした食申となb･オ申ズも焚沢に在1てきて ,

大きく転換し,かっての4度食から3度食へと固故 も変ってきた0

2) 錦を中心とする宗教行qIとしては ,先祖神として各 ｢株｣ごとに祭Dを行う鋲守謙.茄

神試 ･麻利支天講 (黙らない珊組 ,或は株もあう)･大師諦 ･地蔵諦 ･地神諦 ･観音諦 ･

敷母子講 ･愛宕講 ･念仏講.山の神許 (山林集把朋係あるものだけ).お口待講など多く

の錦があi),甘酒を当匿でつくb,祭日は甘軒を飲んでvlたものが多いが ,それに加えて

御馳建 ,お酒などがLLtjるようになり,なかに結括婿披取 よb盛大なものもあ-1た｡ これ

ら諸々の誹とjtに.春夏秋冬の,おのおのの年中行中も短く簡単にJ+lったD,すたれたも

のもあるQ窮二次大戦の終磯を契機としてその変化は特に苦しいものかあるO

第 2節 家 族

浅 野 敬 治

この地域の家族は如何なる形態を示 しているか｡また取扱の種々の改革 ,生活様式や生産手段_

の大きな変イぬ 同族舶蔵をID)壊 ,または変化させ ,この古い姿を変え ,加 その機能を奪ってし

まったと云われる.果 してこの地域もそうであろ う九 号た存在してvlるとしたら如何f.Lる形で

如何な.5機能を果 しているかに主点を正き.これを知るために訊査対称部落を一つに絞 って銅 べ

ることとした｡

L 足守町の家族梯成

現在戯 ご町はそのすべての点に放て,大きな転換期を迎え,人々はその進む方向(,C悩んでい

る0時に芋ttJ伽 勺喋約的/在家妖抑J､経営が行なわれて兼たこの地区でLrL,科学的合理的な出洗

技術山 もむしろ非JS甥的複軸をも多分に含む.仁山的技健がiiんぜら九 .経験を,TjILんだ老人I/I

席盛 が与えられやすい｡雷わばk･3韮生産その ものにGtて伝親的席威が卑威されるわけである｡

しかもこの伝統的雌威としての老人の臓 紘村の社会生姑のtq背や行動様式にも同 じく熟めら

れるのであら｡此位にE)常生きllの全ての点に叔て.伝統的なものが生きてV,るこの地域に訳て

t,-I:EI.形胤王如何fLる方向に進んでいるのであろうれ

此れを爵ずる前に通例に従って家族を 3つ･Z)タイプに分けてみれば ,約 1に,夫W･と独立前

の子女を持って形成した夫如衆院,第 2に族の系列に沿った2つ以上の配偶脚係を含む直系親
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エbなる直系義族,第3に傍系子女の寵偶関係を含む同族家族の3挿類となLb

この分新形式に基き,上足守.大井･有田の 3部落を蘇合し,各々或挺類型が占める割合を

示したのが第 1歳である｡

第1五 足守町の家族の類型

(Ⅱ)直 系 廉 族

机 二 代 ● 8 I4 4.5

] 佃 三 ■代 54 31

レう 田 代 ▲ ■ 2.2

世)同 族 泉 族 1 0.●2

(Ⅶ そ の 他 l

叶) 一 人 者 江1.(入) 也 法2(特 ) 9 6.6

江 3(存)5 2 注 4(借 ) 1 l

I (rj 欠 損 家 族 (入) 5 l (特) - 6 4.5

(*) 3 (胎) 2

注目)移 入 (2) 特 崇 (凋草表エb作製 )

(3)在来者 (_4)借 家

この裏からも明らか表樺に,近代社会の家族形態とも云われる式掛家族か全体の 52djOを占

.-.1,圧倒的に多く∴残少の大部分をわが国の家父長的性格を件数づけている直橋 族が占めてい

So同族奴族的なものは全終-Ad:通じ1戸で ,も比やこの形旗はこD地域雌 ても崩放し,姿を

消してし-1ったとみてよいであろ う G

妨1表の類料を苗にして平均家族眉を出してみると第2歳のようになる｡これと前年度武重

したJIL蜘 僻中町も比較の例に取ってみると第 3虫の退りであも この表を比較してみても足

守町の力が平均蛮鼠人月に於てはるかに少いことがJ:く分る｡

特に足守の中一亡地をなす上足守が虚も少く上足守に次いで大井･高田と位かであるが希えて

第 2表 1戸当り平東森族月数

1｣ 上 足 守 大 井 蒔 田 1 計戸 数 88戸 63 戸 26戸 177 戸

(靭査麦エb作製:I
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第3表 平均宗族人数

｢肯 中 町 旧 酔 野 村 I大 我 京｢

戸 数 . 1.621 632 SO

家 族 月 9221 3,52○ 246

(布原のH P229 軒 li表を引用)

V)る｡しかしその数は大錐 と衰える数ではない｡特に上足守の平均家族人数4.4と云うのは

都市の家族人数に近いと云上るa)ではなかろうか.

これらの数をもとにしてみるとこの地区の家族形態として結末柑家族と直系凄族の両方が存

在し,天職 紅旗が約6割 ,直系家族が4割で乗付衷族一助的で末娘家族形成の憤向にもはや向

っているのかとも考えられる】

この中は第 1蓑をさらに分析し,部落ビとに表わした第 4表について衰える串でもある｡部

落 ととに多少の蓮はみられるが,内等的にみて前述したところと,少しも変る甥は急 く ,各々の

部落とも犬飼家族が一触 で天始家族形成の価向にLHlってvlる｡

第4真 上足守,大井 ,TIEflのま炭心地

-上 足 守 ー 大 井一~1ー高田ー7-1才(り夫姶家族4号 ′■戸f 51■一 戸32 戸JI一一嘗~31(D)直系家族
2 代 5 6 3i｢14o!
4 代 1 -J o.5 a 2!1 3,8
(I)同族議族 0 0 0 Il 一r O.2
(tD そ の 他 I +"｣ _
叩 1人 者 (ベ 3 触 5 6(N 5弼 4 9 0 0
tL野 2 飾a o ㈲ oi鵬 i

(⇒欠損家族_(ベ 2 ㈱ ■i 6(刃 3 贈 3 4 0 0
~ ~~~㌦脚 3 脚 2 脚 o齢o

(調査真 上b作製)

では何故足守では家族構成に訳て ,云わゆる,l壌丘としての粕 家族の機 をとるもa)が多

いのであろうか｡
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その為にです世帯人数の変化を明治 5年とf).右を比誓してみるL第5ま の通Dであも この

裏によると明治5年に於では世,,rii人数は 4人～ 7人にかけてが集中的で6人世帯が堤も数が高

い｡これに対して昭和35年に於ては 3人～

5人築9,大家族的要素を含む 9人以上のせ

勧 全然みられない｡

さらに世帯主に対する族的関係について欝

5表と同様明治5年 ,昭和 35年につVlてみ

ると第 6蓑のようになるO

との表によもと明治5年吃於ては直系奄鮭,

同配偶者加.tl'直系巧族の数がかなり大きなパ

ーセントを占めていることが分るがこのこと･

仕官換えM 家父長的性格を持っ直系家族が

多vlとも云えるのではなかろうか｡だが昭和

35年になるとそれらの数が減じ,代りに ,

世帯主 ,同配偶者 ,直系卑族と云った夫嬢家

族形態的なもCIJが前面に強く押し出されて来

ている琴が分るが中間的出払3ないため過程

がはっきbしなvlが現在現われている括効 ､

らみて前述の唾は云えると思う｡

以上みて兼たことは家族内の 1部分に現

われた大きな変化であるが ,これ仕

生産様式の変化と密接に関連してい

るのである｡

足守地区の生活の基盤仕幾韻であ

るが,専菓良家はその4割にすぎな

しヽ 刃托果出家はほとんどがその中に

サラ･)-マソを持ち ,彼敬 同地域

内の役場に学校に工場に並勤し,さ

らに仕中心的;.'j=都市に働き壕を持っ

第 5衰 世 措 人 数

明 治 5年 昭和 35年

世帯数 100 世帯数 100
に対する割合 に対する割合

1人 1 4

2 2 5

3 ll 19

4 18 25

5 23 29

6 24 10

7 13 6

8 3 2

令 3 0
10 0 0

ll 1 0

備考 王甲 声燕

第 6虫 世帯数に対する族的関係

明 治 5年 昭和 35年

世 帯 主 100 100

同 配 偶 者 81 95

直 系 卑 族 264 222

同 配 偶 者 36 16

直 系 串 族 58 25

備考 第 5表に同じ

てVlるのである｡ヨ鯉 良家に放ける

サラリーマンの年令府は若 く,世帯主が勤めに出ているものが約 5割,未婚の男女が約 5割と

V'った割合である(以上の致伽 35年度皿某センサスによる)O戯菜の北莱化とそれにとも

なう此等の数値D.13昧するとこはこの地或が都市化されて来たと云うI-Pを某付けるものではた

かろうか.これは交感 ,通信の発達がこの地区の人々を開放的にし,外部社会と~の接触をも等
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易にし,他方この地域の社会がPf本主線経済の価在の中に巻き込まれたと云う印でもあるO

都市の自由奔放を空気が都会に職場を持つTJ-い年令層によって ,或は他の要素によb雨から

流入し,家族の複雑を人間的係から解放されたvlとの人間の自発力鞭 次生じて来るにつれて ,

したいに小家族への芽生i･生じたと思われる｡

その他にも理由があるかもしれないが小家族化は全国的悼向で,特にこの地域のみに取blこ

てて云う事はをvlであろ う0

2. 同 族 組 織

(目 深茂を尋ねて

足守町の共中を突走D ,この地域のすみすみを唐ぷ糞道の根幹となってvlる広い本道を外

れて ,川沿vlに渉 き,立ち並ぶ民家の軒下に出来た細い-&地を ,右に左に曲bながら進んで

行くと続いてい た民家も跡絶え,撮なす稲秘の問を由って山に向って伸びる 1本の道に出る｡

この道は深茂に適する唯一脇D道である｡人間だけが遜る道ではなV'｡新しい時代の新 し

い物質も,又,変る時代に紙 用 のものとしてはじき出された古き物もこの道を通るのだ｡

稲故の中を歩いていくと,この地帯一得を潤してvlると思われる大きな粉池が上 .下に 2

つあD,何時もその中に皆々と水-e湛え ,水面En:比津を浮べてLJlる｡この辺i)から道比地道

となb,民家が再び現われてくるD生るにつれて並は山裾から,LU腹＼と掛 り,前上Dも道

は一個細く急になD,石ころの多い悪い道となる｡ 2･3軒ずつ位Vゝ塊まってある民家に寄

b遺しながら比のiLiは上に上にとLLZ)Eを珪回しをzSL･ら伸びてVlる.道i''r芯のEElは登るに従い′｣､

さくな37,畦の数も増して来る｡潜もやがてはこの都議松坂も深部であD,一瓢ri-い所にあ

る民家に達し山中に消えているO細くて急なこの道では物を遊ぶには人o'D力に顕るか猫車に

た上るしかないo荷車もこの道では通れまいO従.,てこの部落の人が町に出るには ,自転帝

か,徒歩かみである｡比の様に呪万緑なすLUで取那珂せれたこの部落は 3つの谷 ,即ち摂待
向谷.池尻からたってかD,部落に一歩足を蝕み入れると,LUに守られて ,此の部落だけが

-つはつんと速くK:毘き忘れられた様を感じを受ける｡だがその様な感じの中にあbながら

人々の動かす手足に,又語る雷架の端しばしからはま12ゆく社会生活から取少残されせいと

する激しい阿争心が窺われる｡しかし,来た依然として保守的封力が強く,はっきDした新

分野の糸口も1!遠めず ,進退 こ こに捉まったと云B状態であるo

次に生蛙活動について一寸ふれてみると ,郎蕗の経済的基盤は米作物と .果樹 ,山林物の

みである｡袈作は大部分の田が谷間にあるためにほとんどをされてからず ･部落の出口辺D

から下の平地に田を持つ腺 でJtされてvlるa)与である｡ 3 ･4年前にタ′くコ･イ草 ･果税

の故塔が一時的に姿を現わしたが,今ではそれも牡とんど姿を消し･果樹のみが弧まvlの形

で残ってVl,ら o

以上の如く全ての点に訳て仲u･悩むこの地域だけに･法諺しなければならをvlのは現状の

碓保である｡生活の中に後退のきざしを生むと云!可比蛇もおそろしい叫であるo他からの
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艮入着によって自己各々が持つ収入源を少しでも先されると云う中はこの地区に於てはさけ

なければならない出来中である｡唯一- 収入源である土地を少しでも伸一帥る串は放ち明日

への生活に書いて来る｡従って此れを守るためには各自が強く団結し-相互に助け合い ,土

地が外部の第三者の手に渡b外に流れ出る中を防ぐと同時に ,他からの侵入をも盗止めなけ

ればならす ,勢い排他的を依向を持つ様にならざるを得ない｡その為か部落は昔のままの姿

で存続している｡現に昭和25年～35年の叔近10年間をみても(昭和25年･'i5年国

勢謁査照合票に上る)他所から侵入した者もなければ地域内部の人で家財道具全てを売b払

て他所に転出して行ったものもをvt｡唯皆老樹 とした穴の中にじっとしているだけである｡

同族団掴査部落に探茂を設定した理由はこの航艶)封鎖的な性格にあるよ)に息)｡

(2)同 族 組 織

深茂の戸数は全部で 37戸 ,その幽 tj分類は次の第7表のとおりであるo

さらにこれを各々の餓する組別に分けてみると次の筋

8表の如くである｡ (注 当れ忙於て述べるべき串であ

るがここrL訳ける長門姓･祖乾始は中世エb名門款の長

門.福武とは全く細食である堺を附記してかく o )

級別に比だいたV'忙於て均等で有D,現在部落内に於

ける勢加 一方に片寄る串はなく均等といえ上う｡しか

し過去にさかのほれは相野姓が他エb秀でてい ねDでは

をいかと思われるが ,他知 日常生活を左右するほど強

く影響を及ぼす亀のものではない.唯音さがなす兼であ

る｡

との村落咋放ける住居の分布は,第5図に示す如く,

一番奥,つまり上より,相野姓,長門姓,

福武姓と並び,その間に地域的或は

距離的遠近の関係なしに ,福田姓

大木姓,工藤姓の各家が並んでいる

家の構えは 1番奥か相野姓が大きく

布く石垣を積み南を受けて,左加

倉と納屋を設け何か下を見おろして

いる上うな感を受けるo下に下･引臣

小さな家では走いがだいたvtに於て

均等化する｡固からも分る棟に枯野

也 ,長門姓,福武姓の境界線は制に

はっきbしておbrもとや｣と呼ば

第7表 姓別分類

姓 戸 数 I

.相 野 姓 lo p

長 門 姓 ー 10 〟

･相 .武 姓 8 "

大 木 姓 3 !̂

福 田 姓 3 〝

工 拝 姓 3 〝

(昭和 35年鑑国勢凋童顔合
栗エb)

第 8乗 越 llからみた組別

t 組 戸 数 l姓別内訳
相野10戸

相 野 の 組 1▲戸 I# 3N
し大木 1"
r長門10〝

長 門 の 組 15戸 薄田●r3"
l大木 2"

福 .武l 8戸 福武 8"

(組込みによb作成)
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九る崇が各姓とも-巻上に有る邸は分るがこの部落の生成 ,変遷の歴史については史料がな

く詳らかにする恥 出来をvl｡従って,以下拾することは顎在のあるがませの姿をD.無料

を基にして鎗することにする｡

第9着は深茂に放ける姓別土地所有を表わしたものであるが これによると相野姓が持つ土

地は ,田 7町2反 6畝(内小作地 1反 1畝),畑 1町 6反 2畝 ,山林27町 ,長門姓が持つ

土地は .田5町○反8畝 (内,J#地 5反3畝 .畑 2町 1反 ,山林18町 2反 ,福武姓が持つ

土地は ,田4町 9反 3秒 (内小作地 5反),柵 1町2反 3榊 ,山林 2町 7反である.か くて

相野姓は土地所有に於て他家を大きく引 き擬 し,小作地をみても,相野姓 1戸で 1反1畝 ,

長門娃 2戸で5反 3畝 ,福武姓2戸で5反と小作人的性格に釈ても垂を生じ,相野には小作

人がす くなかったようである｡

各寮の家族人月 ,労脚 者を表わ したものが第 10,第 11表であab

この数の相適比 ,経済的安定

度や定苛の歴史を示唆している上

よ9忙思われるC.平均家族人D

は古くから住みついたと云われ

る相野姓が多く5.9,次いで長

門蜘 )5,食も連れて移植した

稲武姓4.9となっているが労働

人口の方は逆に相野2,8と滋も

少く長門家 3.3,福武3.2とな

っている｡

この ような数値と古老のすい
伝えから考えて相野姓がvlち早

くこの地に住みつき,土地を射

り開 き,これに前後してW l姓

が移任して来たと思われるが相

野姓 ,j野り姓の開幕については

不明晩である｡恐らく相野姓が

此に移住した当時労働力の不足

第 10表 舘 家族人数

姓 ゝ 人 数 男 女 1,戸当b平 均

相 野 人5 9 ■ 人33 人26 人5.9

長 一門 〟50 〟28 ′′32 ′′5

(個栗よb作成)

第 11衷 各家労働人数

姓 人 数 男 女 .Tl戸当b平 均

相 野 人 人 人 人28 11■ 17 2.8

長 門 〟33 〟12 ′′21 〟3.3

符 武 ′′23 Pll 〟12 〟3.2

(個粟エb作成)

分を揃 うかたちで長門姓が入っ

てき ,枯野姓と労働を共 にするかたわら.自己の土地も蜘b開き,生活の基礎を捜持し .也

串をなし終った時には同家とも別個の形で歩んでかb.両家d間に壮小作的な従輪的榛は何

-つなかった梯であるが土地所有にホて以前から柏野性が多かった康である｡

次に問頓になるのは以上並べた桶野 ,長門の大きなまとまDに括びつく,他の′｣､グ)I.- プ

i -｢三ft･- ●



つまり,大木姓 ,工藤姓,福田姓であるoL

此等各姓とも現在なか小作地に依存しているがこの小作地は相野蜘 ものでもなけれL･i長

門姓のものでもなく,町の地主の土地を,J怖 しているのであるo従って .滋門の組に属する
細田･大木 ,相野の組に蹄する工藤に於て縫済的複軌で轄ナばれる脚係でないために鮒 的

と云う牌係なく,盲目的nB従とii･うようを朋係旺少しも見られない｡この関旅は時代を逆に

さか登っても変bないと思われるO従って矧JLJ･村田･大木の結びつきは地挽関係によって

結ばれた集EEとみてよいであろう.農村の庄治横式をみてもわかるように血相の日常生活に

放て他家との結びつきをたち切って行動を為す塀が如何に困難をものであるか.又 ,血村の

長いものに巷か九と云う考え方など健合してみて両者が一つの免田として行脚をするように

なったのであろうolc'けどこの論が通じないのか的野と=藤森との関係である.位匠的陀み

て工藤は長門姓或は福武姓に近い位盟にあbながらも村野姓に結びついている｡だけど残念

ながら結び付きの根拠となるものが何もなく ,両家の轄びつきを韮附ける-ピソ-ド的をも

の もなく理由Iをはっきb走毒づける群がで卓をい｡両家ともたた以前からの交際ですと云う

だけで要領を得をいがここらあたDに農村に根強く或る寺格の問題がからみつき.少しでも

よき家柄,伝統を持つ家との缶びつきを乞)旬持¢現われではないかと思われるO

大木一戸のみが本家筋から離れて ,相野組にBtしているが ,血縁的係にあるからといって

所静,鮒 の動物である人間と人間との関係 ,故紙の上うに形に験まってし-1うわけには行

かない｡先祖を同じくする大木株も時が抜つにつれて ,内部に感情的な南が生じ日常生活に

旬せずさを生じ,反動として長門･大木の組ユタ分任して鵜野の紙に建ったとみる堺が出来

るのではなかろうか｡ 槌済的援助がない故に唐びつきの張盲がここらに出て来る｡だけど

枯野に於てもそれら小グJL,-プとの的係に訳て長rJEk)場合と変bなく比村特有の大にすがる

小の姻係であろF)O

叔後に残る福武姓であるが ,福武はこの部落に定廿した歴史は淡 く,早くとも井末から明

治の初めであろう,それも 1度分散したものが集tって,現在のようになったとみた方が妥

当かも知れなLlo福武姓はこの地域では孤正している感が強く.他家 との蜘 】表面的な交わ

Dはあれど,深い交わ如またい.そこには人間感恥 複祁汝鯛 が堂とfrっているようであワ
/Jt
比上が各姓についてのか )たいのあらましである｡この様を組織にあって家の此収的古い

相野 ･長rL懐の同族組軌ま如何なるものであらうね

第7表に示した如 く深茂戸数 37戸のうち柏野性モ名のるものは 10戸 ,食門姓を名のろ

ものは 10戸である｡現鵜野杢治まは過去に放て柏野性の中にあって相野の棟内を構成し,
現長門良十家は柏野性と同様長門姓の中心となって長門の棟内を構成し,入相tもない頃は

両家以外はなか ったのであろうから,部落の桝 は ,現相野杢拍家と現長門良一勧 2つを

頂点として構成されていたと思われる｡だが現在は晋の面影はなく両家とも｢もとや｣の名
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のみを残して没落し.今では土地 も,山もなくし卯 年等Dを残 して他所に家を縫え ,生活

基礎を外に荘て,総本家の脈 を失っている｡ 90才に軌 ,老人の記憶に総本家としての機

能がないのは綴済的基鮭を相当早く失っていたためと思われる｡そして総本家の没落は棟内

を分解し,相野の場合相野株自体が分家 ,孫分家及び親族関係を基軸托して小グループに分

れ (現在では 4つのグルーープに分れている｡) 大きな棟内としてのまとま少は次第にうすれ ,

棟内の′J､グループに分裂されかけている.しかし,ここでは分家の中上b没落本家に変って

棟内を統一し,釆 配を振る家も出ていない｡従って ,現在本家を中心にしてをされる行中的

なものは何一つ残っておらず ,現在における同族括合性一層分解し.弱体化しているのであ

るがこの点せ若干具体的に例示してみると,

第 1 に .相野の棟内の亀倉,同族神として摩刑支天様が有るといわれるが現在で紘参る

人 もなく,能 の記倣こもそこに一助 塊 まった覚えはか )と云い,解 (使 天が本当に同族

神かどうかは明らかでない｡

第2に ,労働関係に別 ･,て も,本家を中心にて末端に及ぶので表く,自己の家の仕串が早

く終ったらtだ終ってない家に手伝VCrTTくと云 った尭理的なもので ,遅れた家に岸田から流

れこ4,で来ると云ったものである｡従って ｢忙 しい時の手伝い｣を通じての本家 ･分家の結

びつきは比較的小さい｡労働を並じての腐食のみが存続して,この中に生れる称 的なもの

は完全に別 )と云って間違いなかろうo

第3に ,冠僻 轟については両家とも全てが寄るが ,本家がすべてを王等するとい)的ま
なく,婿姫および組 の決定の場合に,｢本家の意向は決定的｣なものと云う恥 なく,汰
定牌はあくまでも各自が持っておb本家に比感情の問題 として相談すると云った具合であるC

正月礼,盆礼にしても正賓な儀礼として牲考えられてない｡

第 4に ,相野家の噛合 ,月1回 ,1同が袋せる辞的なものが有b,その時の喪用性持寄少

でなく,会合のある各家が艶用は持つ串にな1Tおり,集る家も順番である｡集ると云って重

要を相鉄をするのでをく,焼塔的なものである｡ この場合の座席の順序であるが当掛から決

定ずけられていて ,年令的或は地位の上下Tqi問題にしないと云ったものでなく,壱宅 ,著名
I
人を上座に座らせると云った常蝕的丑もので身分関係は全 くをい.長門家の場合も同位であ

る｡

その他の協力.扶助として盈具の貸借 ,これも借bる所が決っていて顔をたてるためにも

そこで必ず傍らなければいけをいと云)恥 をく任意である｡困った時の栂淡,互に助け合

うことなど紐帯としての穂合が存在することはある海鮮悔めなければならか Oゝ

では ,何故この地魂が同族的烏龍を蒋在化或は喪失したのであろうか｡それは第 9表にも

示した如 く,1棟内の各々が土地所有に択ても,又経済的にも均等化して安定 して来たとい

う串であろう｡土嘩所有に多少の毒はみられるが土地が少なければ家族人数が少ないか ,他

所の工場に働きに出る者-%家族内に含んでいる｡鐘狗拘安定つまb生活の安定は大をる者に
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すがることも統一されることも必要とせず ,逆に掛 ,欄 は重荷に走ってくる｡そ)なると

人 は々白から分散し,個々のものとして生活をなさんとする｡家と家との岳びつきは潜在化

し,近味集団的をものが強く丑b血縁的なものはそれに比例して弱せる｡経済的なつながb

がなければなおさらである｡それを｢鴨尊めたのは農地改革であb.現在の新 しい時代の波

で もあろう｡ この上)を状態のもとでは交際PC於ても岳びつきに しても.統制と束縛の下で

の交際とは全く右胸 をものになる｡大なるものがあってはじめて自己の生活が保醸され今の

と,現在の如く各々がその生活指軸 を持つのでは妙佃 となるのはいうーでもない｡従って

交際に放ても血の掛 }ている者同志の関係と別に変ったものではない｡こ こでも.本家,分

家の交誼協力と云う上bも,それを含めた親族のそれが前面に押し出されているのであるO

魚雷すれば同族的な魂 および協力の槻勧 王弛攻または滞在化して ,その代Dに親族的な変

近協力の関係が覇在化L.ホ化しつつあると衰えると思う｡

第 5節 通 婚 圏

難 波 征 進

足 守町の 通頼圏

｢農村は娘 的である｣とか r農村は封鎖的である｣Lhう吉葉を我々は1く耳にする｡事実

尺玉主義と云われる今日の牡a)中で相変らず ,江戸 .明治期に固定化された種々の博行が- ち

ちろん長いものも多くあるが_ 当然とLl七おこなわれ.津々の規制を個人に対して与えている

こと｡鳩舶忙かける親と子供の宕鬼の食い違い,嫁と姑とのIラプル .村落内部での村八方 ■

など.これらの多くの問題が現在の戯村に存在していると云うことである｡この上うな顎在日本

の戯村に与えられている既成の概念が一休 ,そのgI実の中にどのような必然性と方向性をもつも

のなのかを飽村 (ここでは足守町という逝祢農村と云えるかもしれない)という存在'e通じて明

らかにしてゆこうとするのが我々の研究の目標である｡一方咋於いて r農村は変る｣と云われ .

他方において ｢とDのこされた戯村｣と云われる矛盾は一体何をのか｡我々はこの中にあってと

くに魁村の封鎖性と云う問題をとbあげ,開放程度を明らかに してみたい.その指槽として通婿

という事実によってその封鎖性と開放性を明らかにしてみたいと考えるのである｡

棚 が本人同恵の個人にとどせらず ,村落共同休内部の深部に根ざす人口移動であること,那

ち通解という事実のみならず ,背後にある農村社会の構造咋tで逆登ることが必要であるとい5

ことにはかならないのである｡山本生民の指摘している エうに｢通梅軒の把握は村落の封鎖性コと
開放性の程度を理解しようとする場合の客横的な欄 たb得る｣というのである｡
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T 家 族 構 成 .～

足守町の家族構成はどのようにみられるだろうれ 微かにこの他吠人口は動脚 (社会的 )

∴みるといわゆるプッシュ(pL18h)の力が年とともに犬尊くなっていると衰えようo具体的

uJ南部の上土田のE3築地城それも耕地両親の掛 とゝころは別として,上足守 ,柳 の人口窄皮

:/)掛 ､地域 ,及び日正を中心とした粕 我伽 域になると,いわゆる5反盲姓のf印 -入る戯

一J誹多く,必然的に人口の都市煎出という現象がまわれてくる｡家族構成からも長子相続とい

ぅ旧来からの伝軟がそのまま受け艇が九 ,その家と良美を受けついでゆくとみられる形態が砺

:,'耽みられるのであり,そこから次･三男の都市-の押し出しということがみらす止o もっと

も 新しい国勢温室によると足守町全体の一戸当Dの家族月数をみると次のようになる｡

第 12表 足守町の人口と一戸当少の家族月数

Iへ＼＼.＼ー 世 脚 数 人 口 JE 計 上 声当bol家 族 口 数 f輿 女

ー足 守 603 1,281 1,370 2,651 4.4人

!大 井 515 1,119 1,174 2.293 4_5

i日 近I 341 838l 887 1,79_5 5.l l

'岩 田 280 694 674 1,368 4.9

福 谷 512 1,326 1,426 2.752 5.4

一 計 2,301 5,2581 5,531 10.789 4.｣

国勢謝糞 (昭和 35年10月実施 )役場統計課より

･l胎 5年の戸翁によb家族構成をみると次のようになるo抽出は上足守の深伐｡･r

′ ■ 一一→▼

151j)5 lt

l■

質 ㍗:5{ 一 t,拷; cm ..

■既 /二ン:ノ_26 字妨 ≧彰三 諾;■抑 5(++15<棚

明治5年 役墳壬甲声批 よる

碍12表によると家族数は北部になるほど一般に大きくなっていると云えるだろう｡何故にこ

⊃ような現鹿奇起しているのであろうかO一般に鎧乾はその磯雄的塩見上 ,人口抱容力が大き

●_.〟-.′ヽ._ ′



いと云われている｡即ち,砧碇の文化生活は吐深 ないにしても,俗VLいう｢食いはぐれ｣がな

く,どうにか生 きてゆかれるのであるoともか(,生物的なその他の頚司があるにしても,少

なくとも山菜という土地を生産手段として家族Bの労岱把上る生産活動と同じ家族Bの弼鞠

Mという基本的を的係に沓すくことは否定出来ないところであろ う｡明治5年の壬甲戸掛こ上
ってみた第 13菱によると家族櫛成は一戸に1人～ 1,.5人～8,9人～15の 3つに分かれ ゝ

ヽ
るようft' 家駅構成がそれだけ複雑で同居人などが一家に2,3人居ると云う場合も少なく

ない｡舟的･忙曲射匂道都 した平軸 と云われる家族輔成と士族 ,商人はその家族構成が興るこ

とが予想される.二亮 新戸紫kェると .4人～9人の掛 で圧倒的な戸数があるというo所謂正
常曲鞄を現出している.祖父 ,祖位 ,両親 ,子供(2-6人 )と云われる形の家族が現実には

甜著にみられるとと把よるのであろ う｡ もちろん家族賂餅は常に変化するも(t)であるLIF,tに一

定の周期をもつことが予想される｡すなわち,帆父,楓はの 存在とその両者の死亡にエb末節家

族の出現 ,次に子供の転蝦及び山盛によ-･,てqrしい紅茶家族が形造られるという関係がたえす

くb返されてゆくというものである｡-一万.,人口の都TTT流出という点からもしだいに ,平籾Ba

家の次 ,三男の脇付からの流出とこの家族織成に大なるk響を与えることを否定するものでJ/i

なしも 第14衷 運営耕地面軒広狭別Ra崇敬及び上t解 く全足守町 )

良 策 セ ンサ ス 32年 役場･

第14表でもわかも1うに桝地面府が少をく所紺｢5反百姓｣が多いことがわかるであろうo

J 足守町の嘩地軸

通好奇問RBにする場合 ,婦人と姫瓜Z)2つの-7@朋があるが ,これは村蕗を単位に村落へ外部

から入るもの ,蝦入,逆に柑L#内部から外部に放出するもの吸出との2つに限定して(もちろ

ん村紡内部のみで,行政上 .人Uの増減には関係の潅いものがあることはもちろんであるが)

分析する方が断 りかと思われるo婚畑 の拡大はすでLL我々の予想するところであるが ,一体

どのようなタイプをもち,どのような方向にあるのかを考えてみたいoまず瓜初に内船(人口

移動に関係のないもの )についてみると足守町の現在 (昭和36年1月1日エb半年間のもの

を分析 してみると)の内輯率は 11.1車(162作中 18件 )を示す｡一方明治 ,大正期 ,チ

なわちこれらの両親に放ける内鳩車をみると1nJ.6串を示している. このことから_1牡代前に

比して内姫率の沌少,いいかえれば通嶋田の拡大をみるのであるo

I) 入婿と出頼

a) 入 婿
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足守町へ堀船に上ってどこから入ってきているかである｡

筋 15表 塘籾に上る有人音数

岡 山 市 7 倉 赦 市 2

卸 建 部 7 赤 磐 郡 2

.失 職 町 6 総 社 市 2

都 錘 部 5 児島顔除村 2

棚 届受付(役場史料上b)

最も多くの転入者の出身地は岡山市

である｡

少をくとも棚 関係が成立する為把

は~地域的にはいろいろな重要な要因

がなければならないと考えられるが,

いったいその要因は何であろうか】

ます岡山市VCついて考えてみると ,

もちろん地方の商業 .文化の中心地

であるからして,種々の交渉は必然

的VC多 くなることはわかる｡又 この

足守町と地理的にもひじ上5に笥接

であること,自動車で1時間余bとい!交渉し易盲,それに鉄道も敷設されているという

交通洩駒の執 重要な要凶である!.t思われる｡逆に棚 に上る転出の壌合も同じこと

が考えられると思うが ,この点交通損関の発達による交渉の増大と蝦舶成立の諜付けは何

でなされるだろうか｡我々は明治大正期VC釈ける転入者はどこからかなもう一皮考煮して
みなければならないであろう｡

第 16表 明治･大jb 転入者の出身地

地 域 名 噂梱報 地 域 名 I姫舶突放

舌 備 郡 7 久 栄 都 1

御 津 郡 6 広 島 県 2

(昭和36年 1月1日よb 6月30日までの第 15表

抽出の戸免から父親及び母親の出身地を表わす)

この第16表で解かるようにこの頃

の通婚砂 ;ひじlうに狭少でかつ限

恕 r拓いたことをよく吻琴っていると

思われる｡即ち前にみた最近のもの

と比較して第 1に目につiのは岡山

市との交渉がないと云うことであろ

うO即ち交通機関の未発運に上る鐘

済文化面での接触が少ない冶それら

が必然的に姫舶関係の生れ丑い要因

となっていることがわかる｡当時の

との足守町の経済文化の面からも.そ うであるように接触度はいたって乏しく ,足守町か

ら距離が速 くなればそれだけ棚 関係が少なくなるという一般的な傾向をみせていたので

ある｡

b) 出 婿

次に足守町からどのようなところへ棚 で出て行ったかをみることにい う｡

第 17表からして岡山耐 王もっとも多い,次いで総社市であるが,やはb入婿と同じよ)

な原因が考えられるてあろう｡いかに接触度が大きいかを物語っていると思われるo出輯
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3の焚髄町が入好では 8と倍の

数字を出している｡同 じく転入

2の総社市は転出7と大きく転

出の方が増加 している点から考

A.婚姻に上る人口流動は上流

から下流への方向が一般的であ

るように考えられるし,地方の

文化,経済 ,政治の中心地 ,こ

こでは岡山市にあって人口28

万人を数える婚掛の吸引力及び

押出しの力はかなb大きなことも

第 17盛 伽 による転出先 (数字は人数 )

岡 山 市 8 食 政 市 . 4

総 祉 市 7 焚 騎 町 1 3

御 津 郡 7 玉 島 市 3

高 松 町 =l 新釈市(動静 3

都 銀 邸 5 ;そ の 他 33

昭和36年1月1日上少半年帆の転出
(役場受付け よb)

も,この第 15表 ,第 17表からもわかるところである｡

I 足守町の通解圏

足守町と現在云われている地域に合併前の大井 ･上足守 ･上土田 1日近- .･･の各々の町村

があるが ,それらの町村内部にも更に細かな根 上の区刑が存在しているCたとえば上足守に

は ｢.岡,余丁 ,山下,川崎町- .)などがあるが ,此戒的足守町を代表していると思われる凍

茂部落について ,適職 全般について歴史的に扱粛してみようQ

第 18表 出恥 入婚の地域別百分率 第 18喪は明治5年と現在との出妨

､ヽ ㌔ 出 婚 人 生 ｣

時 代 別 明治 5年 現 在 明治 可 現 在

自 村 内 40% 35 3 6弟 5Sl

自郡 内 337% 23妨 50年 155

仙 那 内 23% 74多 24g 65年I

及び入婿の比率の比較である｡ これ

に よって明 らかなどとく,一首にし

て通婿圏の拡大がみられるであろ う.

いわゆる ,村内婿 ,内婚と呼ばれる

婿船形態減少し,那 ,県と拡大して

いるのである｡ この点は我 の々予想

役粉 壬甲声軌 荊F幻はb するところである｡交通の先達とい

ら,人口流通を班塩化する人類史化の発展とともに ,年 増々大する米英戯家の動向は必然的に

この街好樹 を拡大させるものである｡苗蛙の類本王義弟旗途上の現在の日本が ,かって世界殺

教わ汽本三成的生産様式にユタ世界曙 臨した当時のあのイギ リスのように ,瞳皮の人口の都

市尖中が現実の我国に於 いてみられているし,又今晩とも,その才向性ますます新著になるこ

とが予想される｡ この足守町に放ても蝦舶に上る戸所領.上のみの足守町人 口増大とたり転入者

すなわち入婿が減少し,棚 は全国的なものとなるであろう｡もちろん通轍 を･この足守町

を中心こしている以上少なくとも,足守町の色民として永住する老のみを対攻としなければな
るまい｡こうなるとや比b第15と第 17真のととく足守7i･中心とした同心円は拡大をみるこ
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とが現実に出来得るのである｡

I( 初婚年令の歴史的変遷

広陵に御 関係の成立をその年合から歴史的にとらえてみたいと考える｡抽出は36年 1月

1日エ96月30日までの半句韻

の婿如届に従い本人と本人の親に

ついて分析したものである｡これ

によると端的年令は現在の方がか

なb'Sいと云えないだろうかO第

19表は初婚年令の男女の平均を

明治大正期と現在とに分けて比蚊

したもので,.両者の間の最低年令

と戯大年令の僻がたいたい等しい

第 19表 過去と現在の棚 年令の比較

明 治 大 正 期 F 現 在 l

罪 一 女 男 17 女

鹿 年/]ヽ 19才 17才 云3才 20才I

事最 年長l 30 26 34 28

戸籍 (役宅染料よb)

ことから,社会的風潮とでも云えるだろうが軸 年令が 席 くなっているのがみられる｡それは

現在の社会に放ける個人の世帯をもち独立することの困難さ(それは ,相当希い経済的保蹄を

要求しているであろうが)が原因であろうと思われる｡

一 二5 L= --



人 口 流 出

第 1節 アメ リカ移民

西 本 逮

移民比8本の人口聞鞠解決熊との一つとして常にと少あげられてきたo この狭少な島国に1倍

に達しようとする人 が々ひしめき合っている現在 ,尉民金陳の生活水準向上のためには ,高い人

口増FEがやはb立石となっておおいかぶさってくる｡しかしこの人口問題を海外移民に上って解

決していくことは ,わが国の現状および国無職 からしてきわめて困難であb,I.q;切勺ではない｡

しかしながら将来国際柵 が好転 し,大嶺の移民が可憶になるとき,海外移民は人口問題解決の

一方熊として社会的心理的を大きい効果をもたらすことであろうO従って過去の移民がどのよ)

別珍で行われ,いかなる脚 と梅見をもたらしてきたかをみきわめてお くことは ,来るべき時代

移民先の閑凝ないし売掛こ寄与し得るためにも大切な こととなろう｡

このような悪因のもとに7メ])力付として知られる和歌LL臨日成郡三尾付において大規模取

が行frわれたことがあるo(I) 紀州三尾村の移民は唱和以降本煎人口の約半数をけ タに送っ

ていた｡漁業を基盤としてきたこの村では ,出稜に上って番えられた東本を元に茸本金 20万円

の三尾相沢兼株式会社さえ設立竜れた｡その軌船に粂b組む青年が村内に求められなかった担移

民は多数にのはb,移民の出たのちの労働力不足を揃って,この村に日雇や小作人として国内移

民ナらみられた｡カナダ移民の送金VTLよって家を姓て ,カナダ婦bの二世が多数7=d:占める小学校

は立-t在に共彰を放 っ㌔ しかし戟後三尾村のたどった加 悲世を-1でであった.前記の軌業会社

以外の生産的概 はほとんど行なわれず ,村の群集も行なわれず ,隠居村に終始していたために,

城中に 上る送金の杜然は村の生活基地を根底から奪い去ったO生産から離れていた人々は小作人

から土地を少々返してもらって飯米耕作や漁裳を始めも 農地改革の進行途上に425名 にのぼ

るカナダ引揚者竜迎かえて明約に逆行 したといわれる村が過去の饗村と興るところは ,立派な家

屋が縫っているだけの状J''L.f是とたった｡

これが日本で周指の海外出稼村のたどった適である｡われわれの的査対象の墳触 どうであろ

うかC

舌常宿原南端から岡山平野北棟En:かけて屑掬する足守の村落桝迄は別項で詳論されているOな

かでも特に大切た ことは ,-把少の地主によって農地の大部分を所有されていたことである?明

治 5年の皿衣の鯛 構成比 ,例えば上土田の轍合.5反未勅 ;84.7〆,1町以上の腺 仕98

戸中のわずかに 3戸を数え得るにすぎか }Oかかる血相から出舞移民を多数送りだしたことは ,

また偶然とはいえない.いわば海外移民は ,当時との地域の正かれた立場の娘も自然な鞄犬打開

兼の一つであったろうし,生活を向上させんがための農民の足掻の現れでもあったろう｡

l
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1. 移民村足守の背爪としての岡山県移民概況

後述するととく足守の海外出様移民は,主として7メリカの移民,それもオレゴン州を中心

とするごく限られた地域を対攻とするものであ-:た..したがってここでは直接関係のある岡山

yF.i.･の7メリカ移民史の一端を述べておきたい｡

いわゆる渡米熟の勃興時代の派航者は ,留学生を王とする人たちで,明治17年小EEl珊H両

村の片岡邦太郎氏が増産見望7としで渡米したのを始めとし,翌 18年k:2名 .19年に2名 ,

20年に2名,22年に3名,23年に 1名が旅券の下付を受けているO邦人労働者の増加が

7メリカ側の江荘IJ=J:若くに至ったのは明治 23年頃からである｡ところが23年に 2,039人

であったのが32年には約 35･000人となbI(2)以来 日本人移民の増加は停止することを知
らず ,7メリカ各地で排日の声%聞くようになった｡そこで ,明治33年7メリカお よびカナ

ダは日本よDの移民を類止した｡当時の岡JJJ県人の移民状況をみると,第20表のどとく,刺

建部の 570人を叔布に,書触郡a)190人 ,都建都の 127人と披いていた｡勧津郡が,か

第 20表 7メリカ移民筋二期の岡山県郡別渡航音数

】 初 期 移 民 紳士 協約 締結後 の 移民

明こ24 251262, 2.I29 ,oL3132 33 34 35_36 37 38 39 40 41

岡 LuI 1 6 4 4 7 6 6 15 20 過 12 28 25 1
御 津;18 34 34 4 14 49104154134 65 2 25 139142 94 145 188 61

上 道ヲ1 = ! 1 1 4 7 7 3 7 10 6 8 二は 2

邑 .久 1 1 1 2 14 4 6 1 6 1

和 気! 1 1 1 2 1

赤 倉 8 1 4 3 1 4 6 8 4 10 10 1号 7

児 島i 1 4 3 1 1 2 ll 4 3 8;13 3

頒 都銀 4'1 5 1 28 48 16 18 7 I 5 32 27 37 81 133 31

挫 ロ 1 2 1 1 2 10 2 4 8 17 4

小 田 1 3 1 6 3 5 ll 3

書 館 4 8 4 2 16 48 37 15 56 4 58 91 91 2α7 297 99

上 房 1 1I 1 8 3 19･ 8 1 9 ll 6

川 上 1 4 1 2 2 4 13L 1

阿 哲 2 8 1 5 3 7 4

式 塵 1 5 2 5 4

苫 田 1 1 1 1 2 1 5 7 5

勝 田 1 9 2 2 5 9 2

英 田 I 1 6 8 2 1 15 16 2

久 米 ー ■4 1 4 5 1

計 . 27 51.49 4 18i106212222204 162lll 78 355331287 518 803 236

備考 第20- 22糞は ,風早勝一 的加州岡山収入類焼史による0
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かる多ミ'Jtの;3尺を出すL:a:至ったのは 誹 字坊FiJl::;71･TjFr手口･壬･1-ii#上呂筏の厳父井上清三氏の物語
が直接の効fRだといわれる｡

日本政帝がゴ朕 渡航禁止を発表した翌年明治 34年には ,県人の渡米比わずか 11人に激減

Lも しかし一方では ･アメリカ西漸運動の滋後を曲る鉄道多動 吠 規模に行なわれ.これに

多くの労働者を必要とした○そこで 淵 飴の一姫として ,-ワィ ,カナダからの転航者を許可

したたE)I-r'=r･人:i/-i-J治37年には53･764人 ,38年には611330人 ,39年には 73.539

人 ･40年89･572人 ･41年には 136･830人と急激に増加しも この当時の岡山県移民を

みると･吉備郡の870人を教頭に ･加建都 794人 ,和動 ;347人の順となる｡ この時期

から･この稀で取b上げる足守町が含まれる菅僻部が第 1位となるのである｡
掛 】て明治40年の転航禁止令 ,掛こ同年,2月紳士協約が成立 し,日本政府は自発的な再

渡航者 '在米者の呼寄せによる父母香子,商人 ,学生 ,一時的旅行者の他は禁止となった｡ま

た大正2年カリフォ ルニア州における薪土地法の肘優 により,日本人の土地所者の禁止 ,同9

年 '日本人の土地借地権の剣准 ,同 11年収獲物分配契約による耕作の禁止 ,I3年中央議会

における新移民法成立による一切の渡航者の蕪止などによって ,東面的な移民は終りをつけた

のである｡ しかしこの明治42年

第 21表 紳士曲的後の薪硬軟者

年 次 修 学 夫vc同伴夫の呼寄 親に同伴呼寄子女 弗叫 計
明治 42 7 66 39 20 132

一3 1 82 41 l 124
44 I 107 68 1 180

45 2 165 63 2 232

大正 2 3 154 79 4 140

3 2 190 95 2 289
4 5 163 113 22 303I
5 10 160 115 13 298｣
6 5 228 117 3 353
7 4 267 135 10 416
8 6 264 135 15 420｣
9 8 211 75 18 312

10 2 154 69 3 228

ll 5 96 37 3 141

12 7 79 74 3-1 完 了1
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以降大正13年までの間

に岡Ll魔 人の薪妓bt音数

および再渡航者数は,第

21表 ･第 22表のどと

く,かなDを数にのぼっ

ておb,初期移民の頃エ

bも,むしろ活発ですら

あった｡ この中には .負

目上の呼び寄せ ,旅券の

拝借に上る密航者が増加

するのである｡大正 13

年新移民法実施当時の岡

山県人は男4,330人 ,女

1,976人が二重国籍者と

なってか9,昭和15年

には男 2.958人 ,女1.5

81人の二盈国勅書すな

わち-牡がいた｡その分

布をみると,シアいレを

中心とする ワシソトソ州



い 300人 ,ポ-トラソドを中心とするオ L/ゴソ州に220人 ,サソフラソシスコ附避妊 300

_,南カ r)78 ,̂ニア州に1,800人 ,その他若干とならでいるo

ユ 移民者の階闇と移民の壌勢

岡山県の移民のBjlL風d:敏和 叩南部および都鑓郡から官僚郡に移ったO吉備部では当初堅守町

LT)南阿骨地区が中心であって.次第にその風潮が北-移行 していったo

足守町の出楳移民は ,明治34年 日本政相の北米征衣丑止後に本格化する｡先願は明治25

年頃であったが ,本格的把移民が行なわれるようになったのti35･6年頃で最盛糊は明治4

0年代であるOこの時期はいわば県人渡米の耽金時代とも云 うべき頃である.- t

㌣ 23-27義(,C上って明 らかなどとく,足守の移民は大部分がアメリカ向けであったJoプ

Tジル.朝鮮 ,柄州などに移民の行われた氾｢ もあるが ,これ雌大正,7m 上かD波籾 式敷こエ

37,この方簡-の転換が就みられた結果と考え.も｡対 アメリカ藤民経等紗 多い点も特色といえ

A.r)｡El近･大井の両地区では 4刑に1人 ,R守 ･岩田では 3抑こ1人 ,滋も低率の神谷です

ら8両に 1人を常に出した計界になるO

これら頗 移民の行きさ幸比オ JJゴソ州で ,大部分が鉄道建設の仕軒に従事したOそこには

告 23衷 旧町村別移民数 (日近)

宮 禁 毎次 ＼＼ Iーヽ7､メ リカ カ ナダ - ワイ 一度 郡 .7Jラ..JJレI 計 恋戸数.と身 ■ 女 Ⅰ顎1女 l男 女 ･一男 女 男 l女 輿 女

12 58 34 3 2 63 34 359

1 13 59 32 3 一一▲一 1 64 33 .357

｢ 14l 58 32 1 3 2 2 61 31 355

15 58 32 1 3 2 2 '61 31 356

; 昭和 2I 50 3F' 1 3 2 58 37 349

3t .1 48 35 1 3 2 2 54 37 346

L 4 43 30 1 3 2 2 49 32 350

5一 43 29 1 3 2 2 10 7 59 38 348

t 6 40 29 3 2 10 7 53 38 341

｢ 7 31 26 I 10 7 42 33 360

上 8 31 26 1 10 7】42 33 360

9-ト L 38 21l 1 10 8! 39r 29 360

I lo 31 27 1 5 8 37 3.5 335

ll 29 25 1 - l 5 8 35 33 335

僻考 足守町役場現勢組査誹にエit作破

- 1' 6 rt･-



日本人労務者のための飯場があb ,一つの庶場紅絹に100人 ぐらいのE]本人が軽泊ま3)した｡

虫tdは-ワイから内地同様左 ものが移入された｡庇指は全 く日東人の脚 であD ,その,怒味で

生活の不自由さはあまbたかった. 日常生活や仕邸の上･棋 譜を話す必要はをく,その努力 も

しなかったのである.

第24表 旧町村別移民数 (大井 )

lヽ､J1年漂肇 アメリカ ー′→ワ イ フイ リtt'､ブラジル カナダi 計 irM-｢1'群数盟 ∫妻女 男 :女 男;女 男;女 男!女一男 妻女 ぎ
大正 1 75 JI 1l S l 87 515
I 2 83 2 1 5 83 521

3 46 4 11 ? 50 519

4 39 6 l 1 5 ･15 t 520

5 70 ! 9' 1 a ~ー~ ｢ 【 ~｢ ~9 512

6 75 10 1 5 85 510

7 108 4 1 5 - 118 513

8 111 5 1 5 122 511

9 109 5 1 5 119 522

10 124 2 5 131 1 518

I llI 74ト47 31 2 1 4 1 3 84 I50i 516

12 70fり 3 2 4T l 3 80 JI9 507

13 72 48 3 2 一 1 3i 85■ 56i 500

14 75 45 3 2 4 1 3lf 88 5日 500

15 71 42 3 2 J 1 l3…l 87 57 502

lm和 2 70 50 3 3 4 1 4 85 58 i 5【)2

: 3 7()1 49 3: 2 1 1 4 8!) 59i】 504

l 4 75 48 :i 2 I 3 4l 89 60 507506

5 4一.i 28 3 2 5 33 lI 52 336 ALL 29 3 2 5 52 34 507

8 40 25 3 2 I 4 50 31 506

9 421- 24 3 3 7 t4 52 31ー 504

備考 現勢調査簿 エb作hi;
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措 25表 旧町柵 リ移民右数 (打谷)

函 (アメリカ ハ ワイ ･カナダ ニューカレドニア ブ ラジル 満 州 r朝 群 lf 計,男 l女 】監戸数男 女 男 i女 男 !女 男 女 輿 女 男 :女I__⊥ 93 .女

大壷 1 66 4 70 640

2 56 9 5 3 73 641

3 60 5 5 1 71 641

4 53 9 5 1 68 632

5 56 9 5 1 71 636

6 66 12 9 1 8'8 619

8 68 15 5 1 89 615

9 65 14 5 84 598

10 62 14 13 I 90 586

ll:j l 25 6:9 7 8 1 1 1 2il 28i28 106172 593

12 56 25 13 5 2 2 1 1 1 8 5 30 28 111 66 596

13 54 26 8 10 2 2 1 1 1 2 1 21 25 89 65 594

昭和 2;42 24 3 1 2 3 1 12 5 10 16 70 49 595

3 42 24 3 1 2 3 1 12 5 10 16 70 49 595

4 48 23 7 1 1 6 3 13 16 75 43 569

5 4526 2 2 3 1 24 19 111ll 85 59 593

7 35!21 2 2 3 26 24 16】:13 81 61

8 4q..28 5 2 5 3 32 25 24.16 106 71

10 3 21 3 3 5 3 19 14 23･20 101 61.

123721｣4 2い 3 23 20 17116 861 62

備考 1. 現郷 査簿よb作成

2. 大正10年までは男子のみの移民数と考える｡
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